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はじめに

青森県公害調査事務所所報第 5報をお届けいたします。

本報は57年度当公害調査事務所が実施した事業のあらましと所報第 4報以後行った調査の中から

いくつかのテーマを選び報文の形にとりまとめました。こと新たな内容のものは集録されておりま

せんが，ご高覧を賜わり， ご指導， ご意見等いただければ幸いと存じます。

昭和 58年 12月

所 長 和 泉 四
げ
ハ
ド

白
民
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I 一 般概要



1. 沿革

昭和49年 4月1日 青森公害調査事務所開設。

庶務課及び調査規制課の 2課制が設けられ，調査規制課に大気係及び水質係が

置かれるO

昭和55年 4月 1日 組織改正により調査規制課が廃止され，大気課及び水質課が設けられ 3課制と

なるO

昭和56年 4月 1日

昭和57年10月1日

青森県公害調査事務所に名称変更となるO

旧血液センターの庁舎を全面改修し，公害調査事務所の検査及び管理部門を移

設した。

2. 組織及び分掌事務
一一l. 庶務に関すること。

|庶務課11
」 l J--2 公害に関する知識の普及およひ守公害防止の思想高揚に関する

ことO

I - l. 大気汚染，騒音，振動および悪臭の規制等に関すること O

|一一2. 大気汚染，騒音，振動および悪臭の防止のために必要な監視
所|[次

「一一 および測定に関すること O

l大気課ト-1

i-3 大気汚染，騒音，振動および悪臭の防止に係る調査および試
長 |長

1 

験研究に関することo

1-一一l. 水質の規制等に関すること O

一 1-2 水質汚濁防止のために必要な監視および測定に関すること。
1_1水質課ト-1

」一一一_1
一一3. 水質汚濁，土壌汚染および地盤沈下の防止に係る調査および

試験研究に関すること O

3. 職員の状況 昭和58年 4月1日現在

人
内 訳

職 名 所 次
務
課

庶 大

課

水
質

貝 長 長
気
課

事 務 吏員 5 (4) 

技 術 吏員 l3 1 5 i 7 

技能職員

技能主事 2 1 (1) 

" 
技師 2 1 (1) 

計 22 ゐ! 7 

( )は兼務職員

- 1ー



一

名

郎

正

雄

子

雄

一

四

義

茂

恵

文

彰

智

一

泉

泉

藤

田

藤

一

一

氏

一

目

、

二

ミ

ヨ

掌
一

¥
J
1
1
¥
J

分

二

名

-

長

任

:

二

一

長

長

務

↑

一

職

一

課

主

業

一

名

一

課

4
一

一

課

一

次

開

所

主事

技能主事

技能技師

" 

大気課

事

長

任

主じ
じ技

課

主

" 
技師

" 
水質課 課長

主 任

" 
技 師

" 
" 
" 

昭和58年 4月 1日現在

主 担 務業

神

藤

八 木 沢

羽賀

藤田

珍

阪

今

木

中

今

花

平出

高井

工藤

中村

田

田

崎

上

村

村

田

子

位、

進

子

蔵

美

所内統括

所長補佐

課の総括

給与，昇給，共済組合，厚生会

予算，決算，国の委託業務報告

旅費，物品購入保管，臨職任用

試験検査器具保守整備

公用車運転維持管理

同上

試験検査器具保守整備

課の総括，騒音振動規制指導

大気汚染，ばい煙，排ガス測定調査

粉じん調査，悪臭，酸性雨調査

放射能調査研究

降下ばし、じん等の調査試験研究

課の総括

水質汚濁の規制指導

届出事務，富栄養化対策調査研究

公共用水質監視，徴生物調査研究

底質調査研究

土壌汚染，水質汚濁調査研究

化学物質，地盤沈下調査研究

マツ ヨ

雅

俊

武

隆

璽

純

秀

哲

俊

裕

樹

夫

夫

子

子

健

稔

玖

秀
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5. 転入、転出した職員名簿

区 分 l職 名

転 入|水質課長

主 {壬

" 
技 師

" 

転 出|水質課長

技 師

" 
" 
" 

6. 主要機器一覧

口
口口

氏

中

メJL 

花

木

I可仁三才

西

I~ l，; 

石

工

キナ

名

昭和58年 4月1日

名 備 五、子J 

村 哲 フにト 公害課より

武 主主 公害センターより

田 守谷 一 公害課より

村 秀 4封 新採用

井 秀 子 消費生活センターより

沢 睦 ま佳 弘前保健所環境衛生課長へ

田 雄 介 医務薬務課へ

塚 伸 公害課へ

藤 英 嗣 消費生活センターへ

上 J手 子 衛生研究所へ

規 格 数量整備年度

ガスクロマトグラフ 日立 663-30 1 57.12.25 

パリアン 2700-10

島津 GC-4 BMPF-FP 

" GC-4 BITF 

原子吸光炎光分光分析装置 ジャーレルアッシュ AA-781

分光光度計 目立 100-40

目立 228型

二酸化し、おう，浮遊粉じん自動測定装置 電気化学 GRH-73

大気中窒素酸化物測定装置

気象観測装置

オートダストサンプラー

デジタル騒音計

" GPH-74 

光進電気 KANTAM-1100

濁川理化 NG-2 -4 -D-1982 

リオン NA-76

1 47. 9.16 

1 47. 9.26 

1 47. 9.26 

1 52. 3.23 

1 50. 3.26 

1 58. 9.27 

2 54.10.31 

2 54.10.31 

2 54.12.20 

1 57. 7. 6 

1 52. :3.31 

ガンマ線スベクトロメーターシステム 日本原子力事業KKNAIG-Eシリーズ 1 56. 3.31 

モニタリングポスト

" 
サルファメーター

ア戸カl¥IIAR-R42

アロカ孔1SR-R42

アロカ TSA-201

3 -

1 55. 1.11 

1 58.11.30 

1 52.12.14 



研究発表会等(昭和57年度〉7. 

研究発表会7. 1 

者表発地{崖開
名究発表会

(研究テーマ)
研日期

申，4I
'
 

塚石市幌キし第 8回北海道・東北ブロック公害

研究連絡会議(十三湖水域におけ

る富栄養化調査について〉

9. 9 

10 

s. 57. 

出
叩

r刈
1
B

塚石市崎宮第23回大気汚染学会(稲わら焼却

時における大気汚染物質 ホルム

アルデ、ヒド，アクロレイン，浮遊

粉じん一〉

s. 57. 11. 9 

11 

市
中，an.

，
 

塚石都十
口
小東第 9回環境保全・公害防止研究発

表 会 ( " ) 

1 s. 57. 12. 

夫

子

俊

玖

伸
出

塚

今

平

石

市森青第18回青森県環境保健部職員研究

発表会(下水処理施設から排出さ

れるN，Pの濃度について〉

1. 20 s. 58. 

稔

子玖

村

出

中

平

市森青第18回青森県環境保健部職員研究

発表会(総和法とアルカリ性ベル

オキソ二硫酸カリウム分解法によ

る総窒素の比較検討)

1. 20 s. 58. 

介

隆

昭

裕

子

雄

雅

正

征

淳

田

田

本

部

上

嶋

珍

坂

阿

村

市森青第18回青森県環境保健部職員研究

発表会(青森県における環境放射

能測定結果について)

1. 20 s. 58. 
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7. 2 研修会等

期 日 研 修 三ヱミ』 名 等 開催地 発 表 者

s. 57. 5. 12 工場排水試験法講習会 仙 ぷ口二、 市 工 藤 健

13 

s. 57. 6. 3 地方公共団体公害試験研究機関等 東 尽 都 来日 泉 四 ~~ 

所長会議

s. 57. 6. 4 第11回全国公害研協議会 東 尽 都 和 泉 四 ~~ 

s. 57. 6. 29 ばいじんの排出基準の改正に関す 盛 岡 市 阪 崎 俊 璽

るブロック会議

s. 57. 7. 28 第 9回原子力施設等放射能調査機 宮城県女川町 来日 泉 四 郎

29 関連絡協議会

s. 57. 8. 23 水質分析研修 所 沢 市 中 キず 稔

9. 10 

s. 57. 9. 9 第 8回北海道東北ブロック公害研 ホL 幌 市 石 塚 イ中

10 究連絡会議 村 上 淳 子

s. 57. 9. 20 環境放射線モニタリング技術課程 千 葉 市 一 上

10. 1 

s. 57. 11. 5 第13回原子力施設と沿岸シンポジ 東 尽 都 泉 義 正

ウム

s. 57. 11. 8 (第畑大気汚染学会 宮 崎 市 手口 泉 四 郎

全国公害研協議会秋季総会11 

s. 58. 2. 13 第14田原子炉研修 茨城県東海村 上

27 (原子力計測講座〉

s. 58. 2. 15 悪臭分析研修 所 沢 市 工 藤 健

21 

s. 58. 3. 2 57年度環境測定分析統一精度管理 秋 田 市 和 泉 四 良E

調査結果検討ブロック会議 メIト、 俊 夫

向島 田 雄 フ「

s. 58. 3. 2 環境における化学物質分析法研究 所 沢 市 工 藤 英 嗣

4 発表会

s. 58. 3. 22 第17回水質汚濁学会 東 示 都 来日 泉 四 良日

24 
メIλ 俊 夫

-5-



E 事業概要

第 1庶務課関係



事務苦情処理に る係1 

が 2件，悪臭が 1件となっている口昭和57年度における公害苦情の処理状況は，表-1の

7件で，そのうち，水質汚濁が 4件，大気汚染とおり，

種領|被害の種類 ~i1fJtg向性[

河川の汚濁 l一山 l

-被害ト

感覚的 ( 

心一 l 

健康被害 | 括

I (品種住居専用)

I ~mm 計画区域|感覚的 1'11) IIJ ill t""I I-，~J.!!X. 

[(品種住問)

(昭和57年 4 月 ~58年 3 月〉

内 容情

容内のて立申情苦表

降雨及び融雪水により，砕石場内の夕、ストが

流れ出し河川を汚濁させているO

水質が汚濁し農業用水路へ廃油が流れ込み，
都市計画区域2 

ている D

根井川の根井橋附近で相当の濁りが認められ

渇汚質水1 

" 

るので，原因を調査すると共に，発生源に対都市計画区域外3 

する指導してをもらいたい。

沖舘川河口附近で重油が流れているので，原

因を調査すると共に発生源に対する指導をし" 
てもらいたい。

K屈の煙突から出るばい煙の臭がひどく止

気や頭痛がする。
臭悪

4 

都市計画区域

5 

堆積場からの粉じんにより窓をあけられな

し、。出入するトラック等の騒音がする O心理的被害
大気汚染，騒音6 

風向きによっては，煙が約 2kmにわたっ1. 

せき込む人もいる O

て散乱する。

ばい煙のため，2. 

降下するばい煙が車のうえに落ちてくる3. 
都市計画区域外健康，財産被害染汚気大7 

こともあるO

農作物への影響が懸念される OA 

7 



公害防止管理者等の選任等の届出に係る事務

は表-2のとおりである O

2 

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律に

基づく管内の57年度までの公害防止管理者等の届出状況

管 理 者 |公害防止

質関係 |騒音!粉じ i振動|主 任

0_:  一 IfHlni: iん:f'!F!ni: I管理者
計 1種 :2種 I3種 :4種|関係 i関係;関係 l

(1) (1) 

(1) 

(昭和58年 3月31日現在)

止

水

(1) 

防

4 
(4) 

34 : 
(32): 

38 : 
: (36)i 

3 
(3) 

(1): 

1 14 
(0): (12) 

(1) 

3: 21 I 
(2): (19)1 

一
種

係
一
町
一

関
一
世
一

t

日

中

一

一

一

五

五

主

z

z

-

q

d

円

J

1

よ

旬

i

吋

i

A斗

A
-
1
-ム

p
h
u
円
台

U

F

h

u

R

U

E
寸
l

/

t

¥

〆
l
、、

ゴヨ
ιコ

公害防止管理者等の選任状況

jス
ムコ、

つ白表

種業

4 

2 

食料品
た viこ

繊維工業

(1) 

3 
(3) 

¥
iノ

寸

i

Aせf
k
 

(2) 

8 

4: 

(4} 

(1): 

2 
(5): 

、l
ノ

ワ臼つム
/
l
¥
 

13 
(11) 

(1) 

23 
(23) 

2 

40 

2 

13 

木材
木製品

出版印刷
同関連

化学工業

石油
石炭製品

窯業，土
石製品

¥
lノ

ーi
1
A

〆

rk
、

3|42127i 
l (40)1(27} 

は代理者数である O

言十A 
口



第2 大気課関係



1 大気汚染防止対策

1. 1 発生源の規制，監視指導 1. 2 環境大気の監視調査

1. 1. 1 概 要

工場，事業場から排出されるばし、煙及び粉じんについ

ては大気汚染防止法及び青森県公害防止条例に基づいて

種々規制を実施している O 主な項目は

上記法令に基づくばい煙発生施設の設置等の届

出関係

ばし、煙発生施設等に対する監視指導関係(排出

基準遵守等を推進するための立入検査，煙道測定

及び重油の S分検査等〉

である O

特に57年度は大気汚染防止法に基づく固定発生源に対

する窒素酸化物第 4次規制 (54年 8月施行〉の中でボイ

ラーを除く施設について排出基準適用猶予期間(3年間〉

が切れたこと及び57年6月から同法に基づくばいじんの

排出基準が強化改正(排出基準の適用猶予期間 2年間〉

されたことに伴い，管内の対象工場事業場へ立入検査を

行い，監視指導を行うとともに排出基準の遵守を図らせ

るため自主測定の励行等について啓蒙指導を行った。

1. 1. 2 ばい煙発生施設等の設置状況

大気汚染防止法に基づくばし、煙発生施設及び粉じん発

生施設並びに青森県公害防止条例に基づくばし、煙関係施

設及び粉じん関係施設の昭和58年 3月31日現在の届出状

況は表 1~1 のとおりである O

1. 1. 3 監視指導の状況

大気汚染防止法及び県公害防止条例に基づいて表 1-

2~表 1-5 のとおり立入検査を行いばし、煙の排出状況

を測定するとともに，重油S分の検査及び施設の管理状

況等の検査を行った。

なお，ばい煙測定結果が排出基準に不適合であった 1

工場については改善勧告を行い対策を実施させた。

ー- 9 

1. 2. 1 概 要

大気汚架防止法に基づく常時監視は，管内では昭和55

年度に青森市内で 2カ所に新規に設置した大気汚染監視

局舎において監視測定を継続している O

その他子分析による監視調査として降下ばいじん，い

おう酸化物等 3項目を管内 5市で実施している O

また，近年社会問題化しているスパイクタイヤによる

道路粉じんについて，管内の大気汚染の実態をは握する

ため，青森市内においてスパイクタイヤの非使用時及び

使用時の調査を実施した。この調査は57年度から 3年間

継続されることになっている O

1. 2. 2 大気汚染自動測定記録計による常時監視

自動測定記録計による大気汚染状況の常時監視は青森

市の 2地点(本町公園局及び堤小学校局〉においていお

う酸化物， 二酸化窒素及び気象等について実施してい

るO

その概要は表 1-6のとおりであり，監視結果は表 1

-7 及び図 1-1~図 1-2 のとおりであるO

1. 2. 3 手分析による大気汚染状況の監視

手分析による大気汚染状況の監視は管内の 5市におい

て降下ばいじん及びいおう酸化物等について実施してい

るO その概要は表 1-8のとおりであり，監視結果は表

1-9のとおりである O

1. 2. 4 スパイクタイヤによる道路粉じん調査

スパイクタイヤによる道路粉じん調査は北海道，宮城

県等先進地の動向への対応をはかりながら，本県の実態

をは握するため実施した。

調査への取組み方としてはスパイクタイヤの装着時期

と非装着時期に粉じん量，その組成等を調査し，両時期

の調査結果の相違，関連等から汚染の実態をさぐるとと

もに汚染指標を追跡する足がかりをつかむことを目的と

した。調査方法及び調査結果は表 1-10~表 1-13のと

おりである口



表 1-1 大気汚染防止法及び県公害防止条例に基づく届出施設

『 一一

大気汚染防止法 県公害防止条例

市 君B I vまし、煙発生施設 粉じん発生施設 一係蹴 l粉じん関係施設

施設数 工事業場場数 施設数主業号数 施設数主業号数施設数金書 数

青 森 市 434(2) 305(1) 118 15 178 138 117 21 

弘 目リ 市 216(2) 161(1) 9 7 101 80 13 4 

黒 石 一市 37 28 15 ら 6 6 35 6 

五 所 ) 11 原 市 52 37 3 3 14 11 4 2 

む Jコ 市 73 45 13 10 57 47 20 9 

東 津 軽 郡 43 30 94 6 12 8 70 5 

西 津 軽 郡 41 34 6 4 24 20 9 4 

中 津 軽 郡 15 14 39 4 4 3 20 6 

南 津 軽 郡 87 61 32 6 27 22 27 8 

北 津 軽 郡 40 28 30 5 15 13 19 4 

下 北 郡 44 29 6 3 21 15 7 2 

言十 1 1，附ω 772(2) 365 68 459 363 341 71 

(注) C)内の数字は，含まれるガス事業法関係分である O

表 1-2 ば¥，、煙発生(関係)施設立入検査状況

| 施設の積類 事業
市 町 村 分 5十

ボイラー焼成炉乾燥炉焼却炉鉛溶解炉 場数

26 10 9 2 47 
青 森 市 24 

条 例 | 5 1 6 

レヘU

5 9 4 一
弘 日リ 市 6 

3 3 1 7 
黒 石 市 4 

一

|条例|

2 3 3 8 
む fコ 市 4 

法 11 1 8 7 27 
そ の 他 地 j或 17 

条 17U 2 1 3 

42 1 28 25 2 98 
計 55 

7 2 9 

(注〉 法は大気汚染防止法，条例は県公害防止条例である O

-10-
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法は大気汚染防止法，条例は県公害防止条例であるo

粉じん発生(関係)施設立入検査状況表 1一一3

五十その他ふるい

法

破砕機コンベア

3 

堆積場

3 

1 

分

官。

区

ノE
A、、

市

キナ町

森

市

青

1 法

リ
百

y
d
A
l
l
 

条
トロ石黒

5 法
市イ〉む

3 

Ou 条

域地他のそ

(注〉

果結定
相
川
日煙、

luy 
vf 表 1-4

適否備考

適

" 
" 
" 

0.02 

0.302 

60.3 

202.9 

0.299 

58.9 

92.3 

8.06 

0.305 

61.2 

313.5 

40.8 

" 

19.1 

0.09 
月

h
リハU

凡
U0.12 

位

g/Ntd 

Ntd/h 

c~/Ntd 
mg/N td 

d/Ntd I 

cd川[
g/Ntd 

単

K 

適

" 

適

" 
" 

124 

3.3 

0.01 

10ヨ

0.01 

ND  

0.7 

0.23 

300! 

82.91 

0.701 

7001 

275 

11 

" 

43 

0.3 

0.26 

308 

0.13 

ND  

0.8 

2.86 

245 

35 

0.2 

0.23 

248 

0.11 

ND  

1.1 

2.56 

323 

49 

0.4 

0.32 

373 

0.16 

ND  

1.4 

3.16 

d/Ntd 
Ntd/h 
g/Ntd 
mg/N td 

N 

96 

2.6 

0.01 

82 

0.01 

ND  

0.3 

0.08 

152 

4.1 

0.02 

131 

0.01 

ND  

1.0 

0.51 

" 
d/Ntd 
Ntd/h 

g/Ntd 
mg/N td 

" 
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表 1ー 5 燃料重油中の S分測定結果

市 町 村 工 場 数 施 設 数 測定検体数

青 森 市 22 47 22 

弘 日リ 市 5 6 5 

黒 石 市 2 3 2 

む ":::> 市 3 5 3 

鯵 ケ 沢 町 5 【i 5 

中 里 町 1 4 1 

木 ユ、t旦f二 町 1 1 1 

深 浦 町 1 2 1 

平 内 町 2 4 2 

車 力 キす 1 1 1 

碇 ケ 関 村 1 1 

五十 44 81 44 

(注〉 測定結果は全て排出基準に適合であった。

表 1-6 大気汚染自動測定記録計による常時監視項目等

担リ 疋三 項 目

担。 定 局

五 酸主張官立五護ィ七毒風向風速温度湿度

青森市 本 町公園 O O O O O O O 

(注〉

" 堤小学校 I 0 O O O O O O 

光散乱法により相対濃度として測定された浮遊粉じんを重量濃度に換算するため，この表の 2局舎にお

いてローボリウム・エアサンプラー(サイクロン式〉により常時測定を行っている O

-12 -



大気汚染自動測定記録計による常時監視結果 (57年度〉表 1-7

fl i l有効 l i llr12022 
川 ialU E寺司 i年平均直 llL可飴，_ z...内生H

rK I監視局 i用途地攻 l測吉日数 rμてり剖

分 hjl (明)丁 (pp:n) I (開)I 

壬|本可公園| 商 l 3171 ml i 

伯:|堤小学技| 住 324 [ 79761 ョi

l ¥iiIV71川
測定日数(司)

定時間(日)

l1時司!日平均|日平均値が304l環境基準の長期的|
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② 一酸化窒素，二酸化窒素，及び窒素酸化物

ド-'
凶ι

表

こニー一三ご一一一一一一一一一一 月 別 | 
監視局¥ 項 目一一一一一一一|

有効測定日数(日 〉

測定時間(時間〉

月平均値 (ppm)

1時間値の最高値 (ppm)

日平均値の最高値 (ppm) I 

1時間値が0.2ppm (時間〉
を超えた時間数

1時間値がO.lppm以上
(時間)0.2ppm以下の時間数

本町公園

月
間
値
/ー¥

酸
化
窒
素
〉

校学堤

日平均値が0.06ppm
を超えた日数

(日〉

4 
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③浮遊粒子状物質

表 有 効 1時間値が2.Omgj rrf 日 平均 値が 0.10 I 1時間値 日平均値 l日/平こ277f日と均を以の怖超省上がえ連無0.10 環評fえ也境価た0基に日10準数よmgのるjrrf長H 期¥1/.的+b 
示 測 定 時 間 年 平均値を超えた時間数とそ mgj rrfを超えた日数 の 2鰍票 日 Z通
区監視局 測 定 日 数 の割合 とその割合 の最高値外値 た 測定方法

斗 (日) I (時間) I (mgjrrf) I (時間) I ω I (日) I ω I (mgj rrf) I (mgj rrf) I (有×・無0) I (日〉

昭 和 57 年 昭和 58 年

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
~一一一一一|

有効測定日数(日〉 30 31 30 30 31 26 31 30 31 31 28 25 

&'1 疋三 時 問(時間) 719 742 714 726 739 669 741 716 742 742 671 605 

月 平 均 値 (mgjrrf) 0.039 0.024 0.021 0.031 0.023 0.016 0.040 0.028 0.032 0.029 0.027 0.039 

Uv，.1 4 本町公園 1時超間え値たが0.20mg/m3 (時間〉
を 時間数

2 O O O O O O O O O O O 

を日平超均え値たが日0数.1Omgj rrf (日〉 O O O O O O O O O O O O 
月

1時間値の最高値 (mgjrrf) 0.28 0.10 0.09 0.09 0.07 0.08 0.60 0.16 0.18 0.14 0.09 0.12 

値問 日平均値の最高値 (mgj rrf) 0.066 0.064 0.044 0.060 0.048 0.043 0.093 0.069 0.085 0.060 0.048 0.062 

有効測定日数(日〉 30 31 25 28 23 25 30 30 31 23 26 31 

1こ~ 時 間(時間〉 718 742 647 687 616 607 727 717 742 597 654 739 

月 平 均 値 (mgj rrf) 0.034 0.021 0.018 0.029 0.020 0.014 0.032 0.019 0.018 0.017 0.014 0.027 

堤小学校 lTF402附
を超 間数

1 O O O O O 14 O O O O O 

を日超平均え値たが日0数.10mgj rrf (日) O O O O O O O O O O O O 

1時間{直の最高値 (7!lgj rrf) 0.24 0.09 0.11 0.10 0.06 0.07 0.74 0.12 0.12 0.07 0.07 0.10 

日平均値の最高値 (mgjrrf) 0.063 0.060 0.041 0.056 0.039 0.035 0.089 0.042 0.053 0.034 0.031 0.05，1 



春期(3 rv 5月)
平均風速 1.8nys

N 

夏期(6 rv 8月)
平均風速 1.3ny's

N 

W E 

'SE SW 
年間

SSE 平均風速 16wfSFs

NNW~NNE 

炉...... 

σコ

E 

ws 
sw 

秋期(9 ""'11月>SS¥4
平均風速 1.4rrys

~NNE 
、J
l

C

』

月
M

E

N

2

9

N
、

~
l
d，

 

U
速
「

(
風

N
T

期
均
戸

冬

平

ルN
H
4
 

M
円

…は

E 
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表 1-8 手分析による大気汚染状況の監視地点等

、そご¥ 項目|

¥¥、 方法及び

監視地域¥¥¥¥回数

硫黄酸化物

一酸化鉛法

12回/年

窒素酸化物

アルカリろ紙法

12回/年

降下ばいじん

デポジットゲージ法

12日/年

青 森 市 11 地点 11 地点 4 地点

ヲ| 日り 市 12 " 11 " 4 " 

塁. 石 市 2 " つー 11 

五 所 )11 原 市 2 " 2 " 

む イ〉 市 2 " 2 " 1 " 

備考

1. 窒素酸化物測定項目

亜硝酸イオン

2. 降下ばし、じん測定項目

総量，降水量， pH，溶解及び不溶解性成分中のNi，Fe， Pb， Cu，不溶解性成分中のターノレ分，

灰分，溶解性成分中の Cl-，S042-， N02-， NH4+ (ただし，金属成分は 4月， 7月， 10月，

1月のみ)。

1. 3 環境庁委託調査

1. 3. 1 大気汚染物質排出量総合調査

大気汚染防止法に定めるばし、煙発生施設を設置する工

場事業場における大気汚染物質的排出実態をは握して今

後の公害健康被害補償制度を円滑に行うため例年環境庁

から委託のあるアンケート調査を実施した。

57年度は 7月から 9月にかけて管内 975工場事業場に

ついて調査を実施した。

1. 3. 2 昭和57年度排出基準設定調査

(廃棄物焼却炉実態調査)

廃棄物焼却炉のばし、煙の実態及びそのばし、煙処理施設

によるばし、煙処理効率の実態についての調査を実施し

+-
，-ご

調査対象施設は 2基で， 内訳は連続炉 l基(青森市

内〕及びパッチ炉 1基(弘前市内〕であるD また測定調

査項目はばし、じん及びいおう酸化物等 8項目である。

1. 3. 3 有害物質全国総点検調査

二酸化硫黄，二酸化窒素等環境基準が設定されている

物質以外で大気中に含まれる有害物質について環境庁が

国民の健康を保護するため全国的な規模で実施した。

調査対象となった有害物質は水銀，ホルムアルデヒド

及びベンゾ (a)ピレンの 3項目であるO 調査は夏期 (8

月〉と冬期(12月〉の 2回(各 5日間，青森市堤小局 1

地点〕で実施したの



表1-9 手分析による大気汚染状況監視結果 平均(最低~最高〉

市 名 監視地点

青森市役所

県消費生活センター

青 森北高校

青森工業高校

青森東高校

青森市 1 教育センタ

明の星短期大学

浦町中学校

新 城小学校

金沢小学校

佃小学校

弘前合同庁舎

市役所

東北女子大学

藤村機器

弘前保健所

東奥義塾高校

城東小学校

和徳小学校

致遠小学校

第三大成小学校

朝陽小学校

| 清野袋(シェルター〕

[ 黒石小学校
黒石市 1

| 黒石消防署

|五所川 原 小 学 校
五所川原市|

|五所川 原 消 防 署

| むつ保健所
むつ市|

!むつ商工会館

引前市

監視

i戸ιU下刊川tば仙£心かLい、じん量量島t町/…一'2/月別(一叫仇仇///8日/1叩脚O

6.27 (3.47~11.45) 0.224 (山~0.430) I 0仙(0.00日制

7.99 (2.76~19.25) 0.190 ( 0.065~0.398) I 0.017 ( 0.003~0.042) 

7.47 (4.69~12.38) 0.093 ( 0.031~0.199) I 0.007 ( 0.001~0.021) 

6.07 (3.17'~ 9.15) 0.073 ( 0.036~0.103) I 0.006 ( O.001~0.012) 

0.062 ( 0.017~0 附 I 0.003 (く0.001~0.007)

0.062 ( 0.032~0.107) I 0.008 ( 0.002~0.0同

0.087 ( 0.025~0.207) I 0 側(く0.001~0.0ω

項 目

4.37 (2.52~ 8.65) 

4.90 (3.18~ 8.22) 

4.06 (3.11~ 6.70) 

5.23 (3.08~11.80) 

0.099 ( 0.049~0.156) I 

0.035 ( 0.003~0.140) I 

0.059 ( 0山側 l

0.038 ( 0.023~0.077) I 

O 脱(0.042~0.128) I 

o . 071 ( O. 026~0 . 109) i 

0.082 ( 0.036 ，~0.154) I 

0.104 ( 0.048~0.193) 

0.009 ( 0.002~0.022) 

0.007 ( 0.002~0.017) 

0.006 ( 0.002~0.013) 

0.008 ( 0.003~0.016) 

0.008 ( 0.002~0.019) 

0.002 (くo. 001 ~O . 005) 

0.006 ( 0.002~0.010) 

0.004 (く0.001~0.009)

0.058 ( O.038~0.073) I 0.008 ( 0.002~0.017) 

0.069 ( 0 圃 034~0.102) 0.012 ( 0.003~0.020) 

0.055 ( 0.016~0.084) I 0.008 ( 0.001~0.016) 

0.090 ( 0.043~0.171) 1 0.011 ( 0.003~0.018) 

0.042 ( 0.021~0.059) I 0.004 (く0.OOl~0.009)

0.050 ( 0.007~0.107) I 0.004 (くO.ω1~0.011)

0.0ω23 (<く0.001~0.0ω46ω) 0.0ω05 ( 0.001 ~O.Oω 

oω( 0.0ト O肝

I 0叩川川肝m州O的)パI 0叩O∞Oω2川 O川∞5町〉

l O 側仰肌~O 附 1 0.003 ゆ則~0.006)

0.033川山 08川0.002(<0.0山 O的

o日(0 伽~O 附 0.004 ( 0 仙~0.010)

0.032 ( 0.014~0.052) I 0.001 (くo. 001 ~O . 003) 

4.32 (2.66~ 6附 0.061( O.027~0 凶 I 0.003 
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表 1-10 スパイクタイヤによる道路粉じん調査の概要

項 目 内 容

調 査地点・……・…・・……・・青森市内 3地点(青森市役所別館，青森保健所，堤小局舎〉

スパイクタイヤ非使用時...・H ・..昭和57年10月 6~7 日
調査時期..

スパイクタイヤ使用時………昭和58年 3 月 23~24 日

測定機 器....・ H ・...・ H ・-…・・ハイボリウムエアサンプラー(各調査日とも 9: 00~16 : 00) 

試料の種類…………………ハイボリウムエアサンプラー捕集試料及び道路堆積土砂

粉じん量，アセトン抽出物質，四塩化炭素抽出物質，金属成分 CPb，Zn， 
分析項目 … … ・ ・

Ni， Ca， Cd， Fe， Mn， V) ，粉径分布，水分

表 1-11 スパイクタイヤによる道路粉じん調査結果(ハイポリウムエアサンプラー) Cμg/m3) 

調査アセ凹塩化 粉じ
|調査地点|日 時|ト/炭 素抽 V Cd Pb Zn Ni Mn Fe Ca 

giJ-lJ J=:I.... >-l..!:j /"¥-;， I 1----1 I"J' I 抽出

区¥ト一二 l竺出物 質 ー ん干-

157年|
青森市役所 1

10月6日
I 20.7 9.6 く0.03く0.003 0.07 0.35く0.02 0.10 4.2 5.3 203 

別館 前 1 " 

I 10月7日 1 16.8 4.9 く0.03 0.003 0.07 0.35大 0.02 0.09 3.7 4.6 189 

スノミイク :" 

タイ ヤ |青森保 l附 6日 12.3 7.4 ~0.03 0 仰 0.04 0.23く0.02 0.11 3.0 3.6 167 

健所前 1 " 

10月7日 10.4 3.9 く0.03く0.003 0.04 0.22 ~0.02 0.11 3.3 2.8 203 

堤小|附 6日 7.6 4.9 く0.03 0.003 0.04 0.13く0.02 0.16 5.0 1.0 206 

局 舎 前 1"
1 10月7日 9.7 3.7 く0.03~0.003 0.05 0.15く0.02 0.16 4.7 1.0 190 

1

58年!
~*c=f=:'lJ!.m;: 3月23日 200 196 く0.03 0.004 0.31 0.78 0.07 1.8 69 122 3300 
l青森市役所 l
別館 前 1 " 

I 3月24日

スノミイク |← ー " 

!主*口!3月23日
夕イヤ|円… l;fI 

| 健所前 1"
使用時 3月24日

|lf3月23日
I堤 小|
l局 舎 前 i"

I 3月24日

非使用時

196 119 く0.03 0.004 0.17 0.60 0.06 1.0 46 77 2020 

150 240 く0.03 0.004 0.14 0.74 0.07 2.7 94 128 3770 

116 123 く0.03く0.003 0.13 0.55 0.05 1.8 68 9:5 2260 

33 23 ~0.03 く0.003 0.06 0.18 0.02 0.33 13 18 488 

34 39 く0.03く0.003 0.05 0.19く0.02 0.35 13 22 576 
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表 1-12 スパイクタイヤによる道路粉じん調査結果(堆積土砂)-1 

?号四塩化 粒径
調査 i調査 I I 

日時|粒径[
区 分|地点

I I (μm) I 

l' ./炭素抽 V Cd Pb Zn Ni Mn Fe Ca 水分
抽出出物質 分布
物質
(%) (%) (μg/g) (μg/g) (ρg/g) (μg/g) (ρg/g) (μg/g) (形) (%) (%) (タザ〉

門2側|~4201272640 06 33 120 19 360 3.1 0.32 21.5 

210i O 45O 4365O  6 69 250 14 300 2.6 0.31 31.3 

青森市役1<"J210~"J 0.63 0.68 110 0.8 
110月1~1051 

99 300 24 500 4.0 0.69 30.6 

所別館前l 一一 | 17 日 i J..V~C; QI 0.89 1.09 160 1.3 110 470 40 580 4.9 1.5 13.0 
(山側) 1 

53 11.34 1.62140 1.6 37 600 42 680 4.72.3 3.5 

平均 I0.55 0.59 90 0.8 75 283 22 削 3.5 0.65 0.4 

12000 I 
I~VV';' r>r\ 1 0.49 0.43 21 1.0 39 93 11 300 2.6 0.38 25.9 
1 ~420: 

1420 
1'~Vr>~"! 0.64 0.77 22 1.1 100 130 11 470 2.4 0.51 36.6 
i ~21Oi 
12io---1 

同上110月 i~~1051 0.99 1. 17 50 1. 8 75 250 17 680 4.4 0.73 25.6 

(酬)17日110三531 1. 76 2.42 72 2.2 69 400 23 730 4.5 1. 9 8.7 

1
53 ~ 1 2 . 30 3 . 22 67 2 . 4 63 490 22 830 3.9 2.4 3.2 

スノミイク
日!…1.… LiiJij i- 一一 iJi- iJi 

タイヤ| l J- 1 

1" 12000 
非使用時l i 174201 024 O 32 21 12 37 凶 16 170 2.6 0.33 29.6 

[4~ 竺引 0.36 0.40 21 1.3 

1210 ハ r~
青森保 [10月 I~::問 0.53 0.53 61 1.7 

35 110 15 360 3.2 0.38 26.7 

77 180 25 530 4.3 0.83 25.2 

健所前 16日(1h3| O 71 O 86 53 19 89 250 24 760 4.4 1.3 10.6 

l153Jl1211264322 82 340 24 940 4.0 1.5 7.7 

I 1 一一 [ 

平均 10.47 0.52 36 1.5 55 170 20 340 3.5 0.67 
~ ! 

0.4 

1" 12といI0.06 0.03 30 0.5 20 93 8.8 260 1. 7 O. 16 60 . 3 

O~~J 0.10 0.08 57 0.6 
~2101 

24 100 10 360 2.1 0.40 21.7 

210 ハ寸口

堤小局 110月 1~~105! 0.37 0.18 120 1.1 38 190 17 480 3.8 0.36 10.5 

舎前 (6日(10i53(O46O 22 山 1.2 35 230 22 790 3.7 0.32 4.9 

1
53 ~ 1 0.50 0.24 66 1. 3 49 凶 27 790 3.6 0.41 2.5 

I I平均 0.13 0.07 50 0.6 24 110 11 350 2.2 0.25 0.7 
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表 1~13 スノミイクタイヤによる道路粉じん調査結果(堆積土砂)一2

I =H3 -k  I I アセ四塩化 粒径
調 査|調査 In ntl e;:z I ト/炭素抽 V Cd Pb Zn Ni Mn Fe Ca 水分

区分|地点 l日間粒径 l棋出物質 分布

スノミイク

タイヤ

使用時

i (/~m) I (財) (%) (μg/g) (μg/g) (/~g/g ) (μg/g) (/~g/g) (μg/g) (タザ) (%) (%) (%) 

|時年lmハ
lLUU4ハハ 5.2 6.5 90 1.6 26 130 47 480 2.0 3.1 46.5 

i1115669851628 凶 49 470 2.5 3.9 20.7 

青森市役13月iq吋 6.0 7.9 68 1.5 29 凶 43 500 2.2 4.0 19.3 

~4 日 1 1O~，r:;'.l 1， 5.5 7.5 75 1. 6 30 150 45 530 2.5 3.8 11. 5 
(山側)!一二三

1

53 ~ I 4.5 5.8 75 2.0 38 160 46 叩 2.2 3.8 1.8 

平均 5.4 6.9 82 1.6 27 130 46 480 2.2 3.5 0.6 

1" 12000 門 4 門iWV':'~J :i.7 4.7 82 1.1 40 110 37 410 2.0 2.2 24.5 
i ~420! パ

竺吋 2.9 3.9 40 0.8 33 56 30 310 1.4 1.4 25.4 

1210 八I n Cl I L，.lV.~J :i.CJ 5.0 100 1.1 36 100 36 360 1.7 2.5 36.7 
同日3 月 ~105! J・J V.V 一24十 4.0 5.1 160 1.5 36 凶 42 460 2.7 3.3 10.3 

3.5 4.6 170 1.6 41 140 39 460 2.9 3.2 3.0 

l l-1iJi JJムij ji- 一一 i;jh i3 
f 

l;pol 
~2101 

青森町一
-ji--l

健所前
1
23日

1
1吃531

2.3 3.0 70 

2.2 3.1 81 

3.1 3.8 100 

3.7 4.9 91 

4.7 110 

判 2.6 3.4 82 

1

3月
1

2
竺問 1.8 2.2 67 

1.0 

0.7 

1.2 

1.2 

1.1 

1.0 

1.0 

舎刑判i01ii1353175 13 

25 

33 

32 

36 

36 

29 

12 

12 

34 

41 

130 

110 

140 

150 

160 

130 

67 

56 

83 

130 

37 

33 
36 

43 

49 

37 

28 

つつ
~~ 

26 

36 

47 

490 2.5 2.0 41.4 

450 2.5 1. 7 23.0 

560 2.9 2.5 20.9 

630 2.8 3.4 10.6 

700 3.1 3.8 4.0 

510 2.6 2.2 0.5 

360 2.0 0.68 23.7 

290 1.8 0.58 28.8 

410 2.5 1. 7 23.6 

550 2.5 4.1 19.9 

680 3.0 5.1 3.8 

吋 1.
7 1.8 66

ー
241JjfU217 -1
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2 騒音振動防止対策

2. 1 東北新幹線建設計画に係る環境保全の

ための騒音振動調査

近い将来建設工事着手が見込まれる東北新幹線(盛岡

以北〉について，公害を未然、に防止するため事前に騒音

振動の現況調査を実施した口

詞査内容は表 2-1に示すとおり 57年 5月に青森市内

5地区7地点において環境駆音及び鉄道騒音振動等の調

査を行った。

この調査結果は表 2-3のとおりである O

2. 2 津軽線に係る騒音振動調査

津軽線の輸送強化等に伴う騒音振動公害を未然、に防止

するため，事前に騒音及び、振動の現況は握のための調査

を実施した。調査内容は表 2-3に示すとおり 57年11月

に青森市及び蟹田町の各 2地点において環境騒音及び鉄

道騒音の調査を行った。

調査結果は表 2-4~表 2-7 のとおりであるO

表 2-1 東北新幹線建設計画に係る環境保全』騒音振動調査の概要

調査地区 区 分 調 査 地 占 調査項目 時 期

青森市 飛鳥地区 車両基地となる神社付近 環境 騒 音 57年 5月31日

" 羽白地区 N保育園付近 '{ " 

" 石 江地区 N農協裏側付近 鉄道騒音振動 57年 5月14日

" " 石江パス停付近 道路交通騒音振動 57年 5月14日
15 

" " 墓地北口付近 環境 騒 音 " 

" 細越地区 細越パス停付近 道路交通騒音振動 57年 5月12日
13 

" 金浜 地 区 金浜パス停付近 '{ /f 

表 2-2 津軽線に係る騒音振動調査の概要

調査地区区分 調 査 地 占 調査項目 時 期

青森市 油川 地 区 第 1西田沢踏切付近 鉄道騒音振動 57年11月4日

" " 青森市消防署油川分署 環境騒音 昨月;日

" 蟹 田地区 蟹田町丑ケ沢14K氏宅付近 鉄道騒音振動 57年11月5日

" " 蟹田中央公民館前 環境騒音 57年間i日

v一一 一 一 一一一
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東北新幹線建設計画に係る環境保全騒背振動調査結果表 2-3

目項時日調査地区及び区分

53 

49 

53 

48 

59 

48 

55 

46 

90~6'レンジ上端値

903ザレンジ下端値

中央 {l~

ミ'r..
日騒57年

区地，烏飛
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U戸。48 ホン凶)

5月31日三千:

日騒境環

50 

46 

48 

4

1

5
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A
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吐
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表 2-4 津軽線に係る騒音調査結果

(環境騒音-1)

青森市中央消防署油川分署前 1 57 11. 4~5 
¥¥ ! 昭三:7::1 / ./'o...~' )1. 中 V 川 |自動車交通
¥¥ ¥ 区 分 | 明日 ν べ川小./¥"'1量(台/105め

¥ ¥¥  190%レン 90%レン | 
No. 時亥トJジ上端値ジ下端値中央値[合計大型車

1 111.4 10 : 001 82 59 69 I 凶 31

2 1" 11: 00: 81 56 68 I 132 30 

3 1" 12: 001 80 53 67 1 105 19 

4 1" 13: 001 85 57 72 1 120 26 
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表 2-5 津軽線に係る騒音調査結果

(環境騒音ー 2)
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表 2~6 津軽線に係る騒音振動調査結果(鉄道騒

音振動~l)

青森市油川第 1西田沢踏切付近 57. 11. 4 

¥¥¥ 区分|騒青ピー|振動ピー!
¥¥ぐ¥¥ iクレベル iクレベル i通過列車の状況
¥¥  ¥¥¥| ホン(A) I dB 

¥印刷-τ一同一五一瓦l壬巧日J!oc
叫刻¥112.525 1 12.5 25 下リ編成 Ckm/h)
¥¥別

1|I48[8279l72581Fり 6 51.1 

2 111: 231 82 79 78 66 " 10 49.6 

3 112: 10 1 82 76 73 58 1上り 5 57.1 

4 I 13 : 12! 82 77 I 73 59 I下り 5 47.1 

5 I山 1i8278l7260 l tり 5 63.9 

6 115: 48 f 82 78 72 59 1下り 7 49.3 

7 I 16 : 03 i 82 79 I 77 68 I上り 10 52.1 

8 I 16 : 36 i 82 76 I 72 58 " 3 58.7 

9 I 17 : 11 I 

10 i 17 : 32 i 

82 79 I 72 60 I 下り 6 54.8 

82 80 I 74 61 I上り 7 59.8 

パワー平均 l82 78 74 62 I ~ 

3 豆亘，e..、

3. 1 悪臭防止対策市町村実施指導

臭

悪臭公害が問題化している工場事業場について，県及

び市町村が共同で悪臭測定，対策の検討等を行い今後の

表 3--1 悪臭防止対策市町村実施指導内容一覧

防

対象事業場 l所在地

T 養豚 場 ! 弘 前 市

M 養豚 場 ( 浪 岡 町

N 養豚場 l 金木町

規模

70頭

200 " 

50 " 

T 養豚場( " 70 " 

(注) 加、Ij定結果はし、ずれも敷地境界線上である O

- 25 

表 2~7 津軽線に係る騒音振動調査結果(鉄道騒

音振動~2)

蟹田 町出14 K問路上 57. 11. 5 

\~~\ 区分|騒音ピー!振動ピー|
l¥ ¥ lクレベル|クレベル 1通過列車の状況
¥¥¥¥¥| ホン(A) 1 dB 
¥時¥距離lつ正一一副ー m一一五!-王百 速度

¥ 1 12 :'5 25 ""1 12 :'5 25 ""! :り列車叫刻¥l12525l12525ih川市(伽/h)

1 i 11 : 24 1 81 79 63 60 1下り 6 55.3 

2 1 11 : 36 1 82 80 1 62 58 I 上り 5 46.5 

l-8178163591下り 9 36.3 

6 ! 15 : 28 I 83 79 I 64 60 I " 10 32.3 

j 16 : 28 I 81 77 61 57 I下り 7 46.5 

1 16 : 42 I 82 79 I 62 57 1_上り 4 46.4 

1o 117 : 46 I 81 76 62 57 下り 3 45.7 

パワ刊 82 79 I 62 58 I - 一

Lf: 対 策

悪臭防止対策の推進に資することを目的として悪臭防止

対策実施指導を行ったョ悪臭測定対象事業場として当事

務所管内では表 3~1 に示すとおり選定し測定調査及

び指導等を行った。

被害状況

約 40Ut帯

"100 " 

" 30 " 

" 50 " 

調査時期

57. b. 4 

57. G. 29 

57. 7. 12 

57. 7. 12 

悪臭(アンモニア)
測定結果

0.2 '"'-'0.3 ppm 

ND'"'-'1.19 " 

0.98'"'-'1.11 " 

0.L8"--'3.22 11 



4 放射能汚染防止対策

4. 1 科学技術庁委託の放射能調査

4. l. 1概要

本県の環境放射能については当事務所開設前の昭和36

年以来科学技術庁の委託により継続的に調査を実施して

表 4-1 57年度環境放射能調査項目(科学技術庁委託〉

調 査 区 分 l調査地 点数

空室 i線 量 率|青森市 1 地 点

間 率"

し、る O

雨水ちり " 
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海水魚(かれし、〉 ※ "  

" l、トペ
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海藻類(ホンダワラ〉 ※ 

日
戸且，
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弘前市 1 地点

三戸町 1地点

青森市 1 地点

陸奥湾 1地点

" 

深浦町 1地点

青森 市

三戸町 1 地点

陸奥湾 1地点

" 
深浦町 1 地点

調査対象は放射性降下物(フォールアウト〉による陸

域，海域等生活環境における環境放射能である O

4. l. 2 調査結果

昭和57年度における調査項目及び調査結果は表 4-1

及び表 4ー 2のとおりである。
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57年度環境放射能調査結果〔科学技術庁委託〉表 4-2

11立
~ヲ

疋リ相似ギト試川
3.3~4.5μR/h (シンチレーションサーベイメーター)
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4.5~24.5 時間値
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空

間

線

量

率
6 .4~8.1 (平均7.3)月平均値

cpm/I 0.6~ 60.8 ( 1カ月ごと)
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" 0.69 (弘前市)米
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ゑ[牛乳ート

354.52 (深度o~ 5 cm) mCi/伽 2
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pCi/l 

" 
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" 1185.64 (深度 5~20cm) 
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1.06 

14.38 

(青森市〉
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底
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海
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放
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目巳

" 0.88~0. 96 

C37CS) 

2.18 

(90Sr) 

20.70 

(青森市〉食常日

pCi/匂生

pCi/g灰

" 

" 

" 

4.38 

0.07 

pCi/l 

0.26 

0.10 

pCi/匂生

-4.2~1. 6 

pCi/g灰

" 

" 

" 

14.50 

0.07 

0.16 

0.20 

核

析

種

分

大湊港に入港し係留中で、ある O

4. 2. 2 放射能調査の概要及び訳五結果

原子力船「むつ l及びその周辺環境の放射能について

は『原子力船「むつ」安全監視委員会』により承認され

た監視計両に従って監視調査を実施してきている。

「むつ」が佐世保港へ[ID山中は通常の巳♂計両(昭和

53年10月以前の「むつ」停泊時の監視計百)を納小した

形で監視調査を実施してきたが， 57年度は「むつ」の大

湊港入港に際し，上記「むつ」安全丘視委員会の承認の

- 27-

原子力船「むつ」に係る放射能調査

4. 2. 1 Iむつ」に係る経緯

原子力船「むつ」は昭和49年 8月，出力上昇試験のた

めの航海中に放射線漏れを起こした口

その後大法港に係留されていたが，同船は昭和53年10

月14日に修理改修と総点検のため長崎県佐世保港へ回航

された。

57年，同船は修理，点検を終えて同年9月6日に再び

2 4 



もとに「定係港入港時の監視計

画」及び「定係港停泊時の監視

計画」により監視調査を実施し

た。

「むつ」入港時の監視結果に

ついては，第11岡原子力船「む

つ」安全監視委員会(昭和57年

11月30日〉で検討評価され，異

常のないことが確認された。

これらの監視計画及び監視結

果は表 4-3 (①~③) ，表4

-4及び図 4-1のとおりであ

るO

表 4-3 原子力船「むつ」に係る監視計画

①船内監視

監視区分|実施

監視項目 i 測定機器等|了ts~J 下ts~J-1石11 主体
入港以前入港時停泊時

原子炉施設の保全状況 1-0 0 

廃液の保有量

固体廃棄物の量及び
保管状況のチェック

放射線量率[固定モニタ 1 - 0 0 
(9月6日)(9月末から)1

監視 回 数 !- 1四月 1回 l

1次冷却水の放射能

1次 冷 却水の pH

fltパックグラウ
ンド測定装置

pHメーター

廃液
タンク水位計 O 

O 

O 

O 

。
O 県

O むつ市

O 

② 「むつ」定係港周辺の環境放射線の測定

l 測定区分|実施
地点 '-.)-0"> I '-.)-0，，"， I '-.)-0，，"， I IむつJ IむつJ IむつL 主体

j 入港以前! 入港時 i停泊時

地内① I - ① 

測定区分 担リ 疋~手 機 器 視リ r疋i 手

事 業 敷

" 
" 

モニタリングポスト

空間r線

シンチレーション

サーベイメーター

熱蛍光線量計

海水r線(海水モニタ

j ③ ③③ l 

l ① l県|むつ市

l①連続 j①入港前日，当j①連続 [ 
日，翌日の3回:~....ti::: IIYu

l e入港前日1当 l ②年 2回，=i:②年 4回 l日2，翌日 1回:¥!::'/.......'-:1: I-=.-J 

③ 3カ月ごと(③入港前後それ(③ 3カ月ごと|
ぞれ10日間 l 

② 

③ 

① 

① 

むつ…地内

むつ市役所内

大平中学 校校庭内| - ① 

J む仰向:~r*J 1 る ① ① 

l -4学校校庭 l 

田名部中 学校校庭 1

1 田名部神社境内 1

① 

① 

② ② @ 

② ② ② 

② ② ② 

② ② ② 

むつ市営グランド内

小荒川浄水場敷地内

② 

② 

② 

② 

② 

② 

横 迎町内 ③

③

③

 

③

③

③

 

③

③

③

 

港 内町

大平町内

大湊新町内

定係港岸壁

測定 回数

県

むつ市

1 gf， Tて

|県

むつ市
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⑨ほTこて (tt:ほTこて

図4-1 原子力船「むつJに係る放射能調査地点図(県分〉
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表 4~4 57年度原子力船「むつ」に係る放射能調査結果(県分〉

調 査結
調査区分[調査地点[単位:------一一 一「

11むつ」入港前 1むつ」入港時 1むつ」停

1むつ保健所 6.0~27 (1日 5)※ ! 
i敷地内

(第三田名部 4.5 4.0 ~ 4.1 
1小校庭内

!田名部中学 4.6 3.8 ~ 4.3 
l校校庭内 | 

空間7線 |田名部神社|μR/h 1 4.1 3.9 ~ 4.1 
|境内 1 -

l文京町児童 5.3 4.3 ~ 4.6 |公困内 J.J  ~.J - ~.V 

(き?市首グ 4.2 3.8 ~ 4.1 3.7 ~ 5.1 
|フント V寸

l小荒川浄水 4.9 4.4 ~ 4.7 3.9 ~ 5.6 
1場敷地内 '-i:. "-:t - .... .1.， 

l l I1047l  O 66~O 771  050 l 

むつ 」 附 1.45 1.50~ 1.62 2.24 1.45 i 1. 50~ 1.62 2.24 
I /"_  " 1 上段は

，---------------1 (海不)一 一一- i海水，

r:lpC1/11-l 048~086l  O幻: 1むつ 」 船 側 下 段 は
海底土1 1(海底土)1 - [ 1.67~ 1.86 1.79 昨底士

i一一 一一一 IpCi/g乾土| 一 一一 1 一一一一 一|で、ある

0.88 0.39 
全| i「むつ」船尾

1.81~ 2.31 1.99 

β | 1ドレhわ吋つ市漁協ド川日山山4ω9山 41叩O
l沖J沖中 1r-o.J 2伽 1 lioi n -:;/_，，1 1 '7i)r (¥ 1)0¥ _. i) 0C( (¥ '1'7¥1 l
j'r' i'-~11dI

'i 1.98( 0.36)1 1.72C 0.33)~ 2.26C 0.27)1 1.23( 0.07)~ 2.51( 0.63) 

I C!- _~cJ-. j-d: '-i 一 114凶2則 7.4トω 鉛削08叫77.06( 9.4ωト~179 凶 8刊叫|凶上段は
放 |阿t

ほ此叶一ま辻山吋た灯「叩て1中!Fお山叩元F訂川}T叩町「問昨読r引ケ1l〆凶仙山…i
訂ほぺ/乍引

g

引l 一 l 1 

……
2か 2 

……
6イ〉1[

!…¥ププ竺!一
j…----， - ---/ ' 

1
昨ギ料; 

-- 1124.12(24. 39)~148. 35(23 .1u! 72.48(20. 06)~163 .10(37 .01))下段は

出向 ( -lIUト 1…〉ト 0.92(0.2ト 2…〉同...L .U--:I:¥.. 'V.vv/ ..L .Vf"  v.L..IJ/1 v..JL..I'- 'oJ.4.Jo.J/ ..................'- '--'.........../1
である

| 
1 1 h92 川5.03)1219.79(21.8ト221 山4 叫82 侃(19.85)~185.72( 6叫データ

能|かれい|な7市海地 1 | | | 
( げ L~ 品川 I 2 似 0.2引 2 川 O め~ 2.74( 0引 2.46(0.26)~ 2.47( 0叫除 雌〉

I て 一 一 一 一一一つ一一一 一 |である

i 17.15(-0.69)1 17.60( 0.59)~ 20.98( 3.51)! 15.34(-O.50)~ 19.09( 1.31)1 
" ! oCi / Q" I 

1 ~ '-: 0.46(-0.01)1 0.48( 0.0ト O以 O川 O羽 (-0.0ト O以 O附

I 63ぱ 8州 94則 6.9ト印刷7ム35凶 0.9か郎防3.87)
崎 湾

I 1似 O叫 2.08(0 め~ 3.3O( 0叫 0.64(0，2(ト 3.47(1刊

〈注) 1. ※は最高値により測定記録したものである
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第 3 水質謀関係



1水質汚濁防止対策

1. 1 発生源の監視 り，業種別では，旅館業が758(31.8%)で，最も多く'

次いで畜産農業(豚房施設)478 (19.7，96')，洗たく業315
1. 1. 1 特定事業場の届出審査

水質汚濁|防止法及び青森県公害防止条例に基づき事業

者から提出される特定施設等の屑出について審査，受理

を行っている。

昭和57年度においては，表 1ー 1のとおり， 167件の

届出があり，このうち法対象が 141件?条例対象が26件

となっている O 届出の区分別にみると施設設置届出が87

件であり， 約50%を占めている口 又，保健所管内別に

は，青森が53件，むつが36件，五所川原が28件となって

いる。

昭和田年 3月末における水質汚濁防止法に基づく特定

事業場数は，表 1-2のとおり， 2420事業場となってお

(13.0%)の順となっている口又， 111町村別で、は，青森

市346(14.3%)， 弘前市332(13.7%)の順となってい

る。

なお， 事業所数は少ないが， 大畑町にし、かの加工所

が，陸奥湾沿岸にホタテの加工所が，それぞれ立地して

おり，規制の対象となっている。

青森県公害防止条例で， トンネル排水施設等の 3つの

施設を汚水関係施設として定め，排水の規制を行ってい

る。その設置状況は，表 1-3のとおり， 36事業場とな

っており，このうち， トンネル排水施設が16件で，最も

多い口

表 1-1 水質汚濁防止法及び県公害防止条例に基づく届出件数

年度等
設置届出

法律条例

使用面出 変更届出

法律条例 法律条例

氏名，名称
廃止届出 承継届出 計

等変更而出

法律条例法律条例法律条例法律条例

戸 F
:J:J 12 0 2 19 

14 15 o 115 4 

89 1 33 O 

56 65 1 6 O 8 2 

57 76 11 1 O 

O 

16 11 

6 10 青森 17 8 O 

鯵ケ沢 8 。。
1 

O O 

弘前 7

黒石 12

五所川原 15 

ハ
υ

ハU
1

i

ハU

ハU

ハυ

八
U

ハリ

4 

') 

ー 2 

O 

O 

4 

むつ 17 O 

表 1-2 特定事業場数(法律対象)

年度等 総 数

55年度

56年度

57年度

旅館業

畜産農業(豚房)

洗たく業

豆腐・煮豆製造業

自動車車両洗浄施設

2，359 (255) 

2，378 (251) 

2，420 (197) 

758 (42) 

478 (3) 

315 (2) 

146 (2) 

83 (2) 

( )内は，排水基準適用事業場である口

11 O o 175 3 11 

O 7 1 
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表 1-3 汚水関係施設数(条例〉

年度 総数

55年度

56年度

57年度

34 (30) 

26 (22) 

36 (20) 

( )内は，排水基準適用事業場である O

1. 1. 2 排出水の監視指導

水質汚濁防止法及び青森県公害防止条例に基づき特定

事業場等から排出される排出水を監視するため，立入検

査を行い，排水基準に適合させるよう所要の指導を行っ

ている。

昭和57年度は，表 1-4のとおり， 117事業場に対し，
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延べ199回の立入検査を行い， 221検体の事業場排水を採

取した。立入した事業場の業種別内訳は，し尿処理施設

が30件で最も多く，次いで旅館業が19件，下水道終末処

理施設が9件，病院，水産食料品製造業，飲料製造業の

I1頂となっている。

この結果?水素イオン濃度 (pH)，生物化学的酸素要

求量 (BOD)，化学的酸素要求量 (COD)，浮遊物質

(88)等の項目について排水基準に不適合があった。こ

れらの事業場 (31)に対しては，排水処理施設の改善等

技術指導を行った。又，不適合の状態が継続されると認

められた事業場については，文書による改善勧告を行う

等行政指導を行った。
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6.2 1.6 
古衣 館 業 20 

8.4 65 

6.4 5.0 
下水道処理場 25 

7.3 97 

6.3 4.3 
病 院 11 

7.9 200 

6.7 8.0 
水産食料品業 8 

7.3 1700 

6.6 10 
飲 料製造業 12 

8.3 150 

6.5 0.6 
トンネル排水 22 

9.1 5.6 

6.5 く0.4
洗たく業 8 

9.2 290 

.5.1 18 
と 畜 業 9 

8.9 290 

注〉 表の値は，最小値~最大値を示めす。

1. 2 公共用水域の監視

1. 2. 1 水質監視の状況

公共用水域の水質汚渇の状況を常時監視するため，水

質汚濁防止法第16条の規定に基づく水質測定計画に従っ

て公共用水域の水質測定を継続している。

当所管内の調査対象水域は，図 1ー 1のとおりであ

る。対象水域は，水産業，濯瓶，上水道源などの利水上

重要な水域である陸奥湾，岩木川及び横内川等，ダム等

の建設工事の関連水域である11':軽半島北側海域，日本海

岸海域，浅瀬石川，平川等，休廃止鉱山の関連水域であ

る川内川，宿野部川等，都市汚濁型の中小川川である士

淵川，沖舘川等，自然汚潤が認められる堤JiI，駒込川，

正津川等が選定されている O 更に，昭和57年度は，富栄

養化対策の一環として閉鎖性水域における窒素及びリン

等の測定が追加されたほか一部凶川について，水質測定

の強化が図られている O

昭和57年度における当所実施分では，表 1-6のとお

り， 60河川 1湖沼司 5海域?計 116地点において，延

758検体を採水し，一般項目 3，984，健康項目 767，特殊

項目769，その他項目1，642，延 7，162項目の測定を行っ

た。

図 1-1 調査対象水域

表 1-6 公共用水域の詞査項目数

一般 健康 特殊その他
年度等水蚊数検体数項目 項目 項目項目

55年度 63 797 3970 636 439 1890 

56年度 66 830 4150 779 580 2009 

57年度 67 758 3984 767 769 1642 

(j吋)[1 60 574 2966 642 699 741 i湖沼 1 16 96 6 7 160 

海域 5 168 922 119 63 741 
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以下~45mgj sの範閣であった。

による影響が大きL、。

O 大腸菌群数

河川 10 ~1. 6x 105f¥IIPNj100mC以上， 湖沼 2 ， ~2 ， 2x

103l¥1PN j100mC，海域o~ 1. 6 x 105，¥1PN川OOmC以上の

範囲で，生活排水の流入する一部河川，水域を除くと

低;¥，イ百となっている。

特殊項目については上流に休廃止鉱山のある木戸ケ

沢が他の水域に比して亜鉛及びマンガンがやや高い値

を示した。

その他の項目の中で，全窒素は十三湖O ， 2~O.8.ugj s 

の範囲であり， 士山j Jl I1 .4~4.5.ugj s， 寺沢J[12.2~

7.9μgj sの範囲であった。クロロフィルム σは十三湖

1. 8~82.ugj s ， 海域0.2~2 .4μgj sの範囚であったョ

河川の88増大は降I~J

底質監視の状況

昭和57年度は，表 1ー 7のとおり，海域6地点，湖沼

1地点及び河川16地点，計13地点から底質を採取し給

水銀，ポリ塩化ピフェニール (P.C.B)等について分

析を行った c

その主な測定結果は，表 1-8のとおりであった。

1. 2. 3 

(1) 健康項目

健康項目については，木戸ヶ沢(岩木川水系)で鉛，

正津川で枇素がやや高い値を示したが，河川，湖沼及び

海域の全地点で環境基準を超える値は険出されなかっ

た。

(2) 生活環境項目

。水素イオン濃度 (pH)

何日 [13 ， O~9.2，湖沼7.2r~8.9 ， 海J5!日6.8~8.3の範囲

であった。四女性j口I川は自然に由来するものである O

O 溶存酸素量 (00)

河川 1. 8~15mg/ s ， 湖沼 7.8~12mg/ß ， 海域 5.6~

llmg/ sの範囲で，湖沼及び海域はほぼ 6mg/ s以上と

良好であった。都市部を貫流するわ]JJ[ Iの-部に低い値

が観測されている。

C 生物化学的酸素要求量 (BOD)

0.5以下~50時/ß の範囲でp 生活排水等の有機汚染

を受けてし、る河川に高い1J1'fが観測された。
O 浮遊性物質 (88)

F1JI/1 以下~150呼/ß ，

水質監視の結果1. 2. 2 

海域 1湖沼 2~14mg/ s ， 

1JL 

一般項目 健康項目 特殊項目 その他の項目

検体数項目数検体数項目数検体数項目数検体数項目数

状

調査監視
地点数 回数

定j
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1. 3 水浴場調査

当所管内の遊泳人口 5万人以上の水浴場は合浦海水浴

場(青森市)，鯵ヶ沢海水浴場(鯵ケ沢町)の 2水浴場でこ

表 1~9 水浴場調査結果

れらを対象に開設前及び開設中各 1回調査を実施した。

結果は表 1-9のとおり水浴場の判定基準に適合して

おり「快適」と判定された。

COD (mgj s) 
大腸 菌群数 最小値
(1¥1 P N j100me) .lR.'~ 

pH 
最小値

J 透視度 油膜 判定
最小値~最大値 ( 
(平均値) 存奇占

名 利i 区 分
最大値

(cm) 

開設前
4.9 x 10~ 2.2 X 103 1. 1~2.0 

8.0~8.2 30以上 なし 快適
合浦海水浴場

(6. 7x 102) (1.6) 

開設中
O~ 3.3x10ヨ く0.5~4.8

7.8~8.3 30以上 なし 快適(4.5X10) (1.4) 

開設前
2.3 x 1O~ 1.1 X 103 1. 5~2.2 

8.1~8.2 30以上 なし 快適
鯵ヶ沢海水浴場

(2.5X 10ヨ) (1. 9) 

開設中
0~9x lO <0.5~2.4 

7.5~8.1 30以上 なし 快適(1.2X 10) (1.3) 

注 開設中の調査は，青森及び鯵ケ沢両保健所が実施した。

1. 4 岩木川水質汚濁解析調査

1. 4. 1 調査の目的及び調査の概要

水質環境基準が達成されていない水域について，環境

基準達成の方策を探るため，水質汚濁解析調査を実施す

ることになり，昭和57年度は岩木川が調査対象として選

定された。

岩木川は， 中津軽郡西目屋村雁森岳付近から源を発

し平川，浅瀬石川を合流し十三湖を経て日本海へ入る

延長102km，流域面積25，540km2，流域人口約50万人で津

軽の母なる川とも呼ばれ，弘前市，五所川原市等流域市

町村における重要な水資源となっている河川である。

同水系については，昭和47年 6月13日，環境基準の類

型指定が行われているが，生物化学的酸素要求量 (BO

D)の経年変化は表 1-10のとおり，いまだに同基準を

達成できない状況にある。

昭和57年度，岩木川水系における水質汚濁源を明確に

するため， 水域を細区分し水質及び流量を観測する調

査，小規模事業場に係る発生負荷量原単位調査を表 1--

11のとおり実施した。

表 1-10 岩木川水系における BODの経年変化

(75%値) (単位 ;mgj s) 

河 川名 環境基
年 度

準類、型 53 54 55 56 57 

岩木川上流 A 2.3 2.3 2.6 2.1 2.1 

岩木川下流 B 3.0 3.0 3.1 2.3 3.1 

平 ) 11 A 3.0 3.4 3.6 2.4 2.6 

浅瀬石川 A 2.0 2.1 2.7 1.9 2.0 

士淵川 20 15 14 19 8.8 

表 1-11 調査の概要

調査名 地点数検体数 ー般項目その他項目

水質調査 60 

原単位調査 18 

64 

29 

1. 4. 2 調査結果の概要

1. 4. 2. 1 水質調査

256 

116 

448 

岩木川本流について，昭和57年11月4日，平川，浅瀬

石川水系について，昭和57年12月13日に実施した。

調査結果は表 1-12のとおりである O

これらの調査結果から水質の特徴を述べると次のとお

りである。

〔岩木川本流〕

BODについては，岩木川すべての調査地点で環境基

準に適合していたが， 流入支川で， 2 mgj sを超える地

点(1地点，3.6mgj s)が認められた。

岩木川の平川流入前後を比較すると図 1-2のとおり

であり，平川の BOD負荷が大きくな η ていた。

新鳴瀬橋」
1.5 一一，

(G90)11j 、←-
|宝←平川 11 

11一一一千)11橋

安東橋」」 2O BOD Ong/S〉
0.5 一一一

(591) f 、 (2900) B OD負荷量(kgj日)

図 1-2 昭和57年11月4日調査〕

また， ssについては 1地点で'40mgjsであったが，そ

の他の地点では環境基準 (mgjs)以下に適合していた。
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表 1一一12 水 質 i河 査 結 果 (概要〉

河川名 検体数 (流rrt/ s 量) pH 
BOD ss T-N T-P 
(lTlCf/ ~) (lTlCf/ ~) (71移/~) (lTlCf/ ~) 

窄ιょ王1 木 ) 11 21 5.83~89.1 7.2~7.6 く0.4~1. 8 2~ 40 0.30~1. 0 0.010~0.094 

岩木川の支川 5 0.45~2.95 7.3~8.1 く0 .4~3.6 く1'~ 12 0.46~1. 6 0.084~0.19 

平 JII 17 0.16~58.1 7.0~7 .4 0.4~2.0 2~165 0.22~2.6 0.010〆~0.23

平川の支川 8 0.30~5.75 6.8~7.3 0.4~8.1 2~ 18 0.18~5. 2 く0.007~0.18

浅瀬 石川 9 3.01~22.5 7.3~7.6 0.4~1. 7 1~ 5 0.33~0.67 O. 016~0. 038 

浅瀬石川の支川 4 1. 11~5.48 7.0~7.3 0.6~1. 9 <1~ 5 0.32~0.35 O. 008~0. 018 

〔平川，浅瀬石川水系〕

BODについては，平川，浅瀬石川ともすべての調査

地点で環境基準に適合していたが，流入河川(土淵川)

では 2mg/ ~を超える地点( 3 地点2.1~8.1mg/ .e) が認

められた。

平川，浅瀬石川及び士淵川を比較すると図 1-3のと

おりであり，士淵川は水質の汚濁の度合が高いこと，及

び負荷量が大きいこと等が目立った。

I I 
'--J朝日橋

市品
|石

岩(ifi
木 11 ←平 )11 11 

JIII 平)11橋 い|生年橋
J9 ぶ 1.3.........B…ι) 

(十810) 司月橋 (2860)…BOD負荷量 (kg/日)

(3180) 士
|淵
1 ) 11 

図 1-3 [昭和57年12月14日調査〕

また， ssについては， 7 地点 (33~165mg/ ~)で環境

基準 (25lTlCf/~ )以下を超えていた。

1. 4. 2. 2 原単位調査

事業場からの汚濁負荷量を算定するにあたり，岩木川

流域に数多く存在する，比較的規模の小さい，豆腐製造

表 1-13 原 単 位 調 査 結 果

業
業
数

事
場

pH 検体数種

工場，自動車両洗浄施設，製麺工場並びに洗たく業につ

いて，水質及び排水量の調査を実施した。

調査結果は表 1-13のとおりで，豆腐製造業において

工程別排水の水質の変動が大きかった円

BOD 
(mg/ .e) 

COD 
(mg/ .e) 

ss 
(mg/ ~) 

排水量
(rrt/日〉

豆腐製造業 5 13 4.8~9.0 9 .4~5800 8.6~6400 14~ 920 3.2~20 

自動車両洗浄施設 5 リ「 7 .3~9.5 3.6~ 32 11~ 31 1~ 60 6.5~48 

製 麺 工 場 5 8 4.9~8.1 370'~2500 250~3200 79~1000 2.9~20 

洗 fこ く 業 3 3 2.9~8.6 14~ 420 15~ 300 32~ 115 6.9~17 

1. 5 水銀等環境汚染調査

水銀等重金属による環境汚染の実態を把握するため，

休廃止鉱山関連水域の水質及び底質について調査を組五充

実施してきている O

昭和57年度も，上流に川尾太鉱山が所在する湯の沢川
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及びその下流部の美山湖，木戸ヶ沢について調査(調査

地点は，図 1-4)を行った。 その結果は，表 1-14

(1)， (2)のとおりであった。

〔水質〕 美山湖流入河川である湯の沢川，木戸ヶ沢

は，亜鉛とマンガン(溶解性〉が比較的高い傾向であっ

たが，水銀及びその他の健康項目は環境基準以下で，ほ

とんどが定量限界値以下であった。

〔底質〕 カドミウム，鉛，銅p 亜鉛およびマンガン

は，各地点ともにパックグランド地点と考えられる砂子

瀬橋より高い濃度を示した。他の重金属は，地点聞に大

きな差はなく， 総水銀は O.lmgj旬以下， アルキル水銀

は，定量限界値 (O.01mgj匂〉以下であった。

表 1-14 水銀等環境汚染調査結果

(1) 水 質 (mgj s) 

美 山 湖 湯 の 沢 J 11 木戸ヶ沢
項 目

砂子瀬橋 湯の沢地先 木戸ケ沢地先 上 j定 湯の沢橋 木戸ケ沢橋

Cd く0.001 く0.001 く0.001 0.003 0.001 0.002 

Fb く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 く0.01 0.07 

Cr6十 く0.02 く0.02 く0.02 く0.02 く0.02 く0.02

As 0.001 0.001 0.004 く0.001 く0.001 0.001 

T--Hg <0.0005 く0.0005 く0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 

R一日g <0.0005 <0.0005 く0.0005 く0.0005 <0.0005 く0.0005

Cu く0.005 <0.005 0.006 く0.005 く0.005 0.019 

Zn 0.05 0.12 0.06 1.3 0.51 2.0 

FeC注) 0.07 0.07 0.14 0.10 く0.05 く0.05
恥'Tn(注〉 0.15 0.49 0.75 4.7 0.57 9.2 

(注) 溶解性のもの

沢ケ一戸

)
「
木

胡
ム

じ
タ

4

現
時

00採取地点

図 1-4 水銀等調査地点
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(2) 底 質 (昭jkg)

美 山 湖 湯の沢川木戸ケ沢
項目一一一一一ー 一一

砂子瀬橋湯の沢木戸ケ沢湯のiRm木戸ケ

Cd 0.56 

Pb 24 

As 12 

T-Hg 0.08 

R-Hg <0.01 

Cu 35 

Zn 120 

地先地先 沢橋

4.5 

240 

24 

0.06 

<0.01 

110 

1200 

2.3 

120 

13 

0.09 

く0.01

94 

860 

6.1 78 

260 510 

21 14 

0.02 0.04 

く0.01 く0.01

180 670 

1600 35000 

F e 53000 69000 60000 73000 68000 

~n 800 4800 3100 5700 54000 

Cr 99 50 58 43 37 

1. 6 化学物質環境調査

化学物質による環境汚染調査として PC B (ポリ塩化

ビフェニル)ドリン剤について継続実施している O

PCB;昭和57年度はごみ処理施設 3ケ所の排出水と

排水路底質及びごみ埋立地 2ケ所の浸出水と底泥につい

て調査を行った。その結果は表 1-15のとおり，弘前市

大石坦立地の底泥から O.03mgjkg倹出されたが， その他

表 1-16 ドリン剤調査結果

名採取 水
水域名地 占

質

は全て定量限界値以下であった。

ドリン剤(アルドリン， テイルドリン及びエンドリ

ン);堤川，沖館川各 1地点，及び青森湾，大湊港各 2

地点，計 6地点において調査を行った。結果は表 1-16 

のとおり，いずれの水域の水質及び底質でも定量限界値

以 Fであった。

表 1-15 PC B調査結果

採取水質底質
採 取 地 点 、 年月日 (mgjs ) (mg j勾)

三内清掃センター 57.9.29 く0.0005 く0.01

弘前中央清掃センター 57. 9.29 く0.0005 く0.01

むつ市清掃センター 57.11. 1 く0.0005 ー*

弘 前 市 大 石 埋 立 地 57.9.29 く0.0005 0.03 

荒川埋立地 57.11.1 ー*く0.01

注 1) 清掃センター(ごみ焼却施設〉については，排

出水及び排水路(側溝)の底質を，埋立地(ごみ

埋立地〉については，浸出水及び底泥を，それぞ

れ検体とした。

注 2) *印の項目は検体を採取できなかった。

注 3) 水質については， O. 0005mg j s以下，底質につ

いては，O.01mgj旬以下が， それぞれ定量限界で

ある O

(mgj s) 底 質 (mgjkg) 
一一一一一一一一一一一一一一一

年月日 アルドリンディルドリンエンドリン アルドリンディルドリンエンドリン

堤川石 森 橋 57.7.15 く0.001 く0.001 く0.001 く0.01 く0.01 く0.01

沖 館 川 沖 館 橋 57.7.15 <0.001 く0.001 く0.001 く0.01 く0.01 く0.01

十1弓秒+ド行、4士"-青森港(東) 57. 6.14 く0.001 く0.001 <0.001 く0.01 く0.01 く0.01

堤川河口 1加沖 57.6.14 く0.001 く0.001 く0.001 く0.01 く0.01 く0.01

大湊湾 大湊湾中央 57.6.14 ぐ0.001 <0.001 く0.001 く0.01 く0.01 く0.01

大湊港(芦崎) 57. 6.14 <0.001 く0.001 く0.001 く0.01 <0.01 く0.01

注) 水質についてはO.OO1mgjs以下，底質については，<O.01mgj旬以下が，それぞれ定量限界である O

1. 7 新幹線計画に係る環境調査

昭和57年12月，東北新幹線(盛岡以北)に係る環境影

響評価書(案)が公表され，説明会・縦覧等の手続きを

経て， 52年 2月，知事の意見書が国鉄へ提出された。

県ではp 知事の意見書の提出に先立ちp ルート沿線に

おける環境現況調査等を行った。このうち，当所では，

ノレート沿線の 8河川， 19地点について，水質調査(2回〉

を実施した。

調査地点は，建設工事に伴う公害の発生を未然、に防止

する観点から， トンネル排水及び土拾場の排水の流入が

想、定される河川を対象とした。
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その結果， 関係河川の現況水質は， ほぼ良好であっ

た。生活環境項目については，唐川及び飛鳥川を除き，

ほとんど環境基準A~AA類型のレベルにあった。

唐川では 2回目の調査時に地すべりが発生した影響

でssが高かった。

銅等特殊項目については?ほとんどが検比限界以下又

はそれに近い値であり， 問題となる値は見られなかっ

たo X，健康項目については，いずれの地点でも環境基

準値以下であった。

なお，小金沢，唐川には， トンネル調査坑が設置され

ており，その排水について調査したところ，青森県公害

防止条例に基づく排水基準に適合してしたO



表1-17 新幹線計画に係る環境調査結果

項 目 野内川水系 堤川水系 入 内 ) 11 飛 島 ) 11 トンネル調査坑

検 体 数 6 20 4 4 4 

pH 6.9~7.5 4.4~7.2 6.8~7.1 6. 7~7.1 7.0~8.0 

BOD (昭j13) くO.4~1. 0 く0.4~1. 6 0.6~1. 9 1. 6~3.9 く0.4~1.0

88 (mgj 13) 2~105 3~12 20~38 2~43 く1~3

大腸菌群数(MPNj100mE) 。~7.9X 10ヨ 0~7. 9 X 103 1.1 x 103~4.6 x 103 1.1 X 102~3.3 x 103 O 

カドミウム (mgj13) く0.001 <0.001 く0.001 く0.001 く0.001

鉛 (mgj 13) く0.01 <0.01 <0.01 く0.01 <0.01 

ヒ素 (mgj 13) く0.001~0.001 <0.001~0.001 0.001 0.001~0.002 <0.001~0.001 

総水銀 (mgj 13) <0.0005 く0.0005 <0.0005 く0.0005 <0.0005 

銅 (mgj 13) <0.005~0.008 <0.005~0.008 くよO.005'~0. 005 く0.005~0.008 く0.005

亜鉛 (mgj 13) く0.01~0.05 く0.01~0.17 0.01~0.34 く0.01~0.01 く0.01~0.02

鉄 (溶解性) (mgj 13 )く0.05~0.68 く0.05~0.25 O.14~0.42 O. 27~1. 2 く0.05

マンガン(溶解性)(mgj13) <0.02 く0.02~0.07 0.04~0.10 0.02~0.12 く0.02

硫酸イオン (mgj13) 3~20 1~49 6~11 29~31 1~29 

図1-5 調査地点図
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査を行ってし、る口

昭和57年度は，表 1-18のとおり，孫内川 7地点，入

内川 3地点及び空港敷地内 1地点，計11地点，延76検体

について，アンモニア性窒素，硝酸性窒素，亜硝酸性窒

素，有機態窒素及び総窒素等延 904項目を測定した。

その結果は，表 1-18のとおりである O

青森空港周辺水質調査

青森空港ではp 冬期間の運行を確保するために昭和56

年度冬期より肥料用の尿素を融雪剤として滑走路に散布

し効果をテストしている。このため，尿素の散布が周

辺河川の水質に及ぼす影響について，昭和56年度から調

8 1. 

青森空港周辺地域の水質調査結果表 1-18 

N03-N 
(mgj s) 

1.7~4.7 

0.043~0.41 

0.052~0.96 

0.30~1. 5 

0.017~0.24 

0.27~0.61 

0.001~0.15 

く0.001~0.22

0.19~0.27 

0.32~0.44 

0.17~O.29 

0.05~0.38 

0.09 

NH4-N 
(mgj s) 

く0.01~0.14

O. 01'~0.10 

くとO.01~0.09

0.02~0.07 

<0.01~0.04 

0.02~0.06 

<O.01~O.OS 

O.01~0.38 

0.02~0.04 

0.01~0.06 

O.02~O.03 

0.32~18 

0.45 

T-N 
(mgj s) 

2.0~4.9 

0.2~0.7 

0.1'~ 1. 8 

0.4~1. 9 

0.1~0.4 

0.3~1. 6 

く0.1~0 .4

くと0.1~1. 0

0.3~0.4 

0.5 

ss 
(mgj s) 

く1~3

3~21O 

2~140 

く1~5

<1~16 

1~1l0 

く1~7

1~20 

BOD 
(mgj s ) 

0 .4~1. 6 

<0.4~1. 2 

0.4~2. 9 

く0.4~1. 8

く0.4~1. 0

0 .4~0.8 

く0 .4~2.0

1. 0~3.4 

pH 

7.3~8.2 

6.7~7.8 

6.8~9.1 

6.8~7.1 

7.0~7.4 

6.8~7.2 

7 .0~7.5 

6.8~8.5 

7.2 

検体数

9 

7 
ウ

d

司

i

Q

U

門

i

9 

9 

1 

等占地

2 

4 

5

6

7

8

9

 

3 

O.3~0 .4 

0.6~4000 

0.54 

0.8 

7.3 

7.3~7.4 

7.1~8.3 

5.6 

2 

2 

2 

5 

1 

10 

11 

雪(空港〕

" (市街地)

T-P 
(mgj s) 

0.007~0.024 

O. 002~0. 008 

0.001~0.007 

くO.001 ~O . 003 

5 く0.001~0.002

6 く0.001~0.004

7 く0.001~0.002 

8 くo. 001 ~O . 004 

9 0.003~0.007 

10 0.002~0.006 

11 O.008~0.009 

雪(空港) 0.008~0.012 

"ぐ市任JJ也) 0.003 
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く0.007~0.018

O.008~O.072 

くO.007~0.OS4

くO.007~O.020

くO.007~0.036

くO.007~0.10

くO.007~0.038

<O.007~O.052 

0.04~0.27 

0.026 

P04-P 
(mgj s) 

く0.007

く0.007~0.012

<O.007~0.014 

く0.007~0.010

く0.007

く0.007~0.010

<O.C07 

く0.007

く0.007~0.24

0.022 

Org-N 
(mgj s) 

0.08~0.3 

0.1~0.4 

<0.1~0. 7 

く0.1~0.3

く0.1~0.3

く0.1~1. 0

く0.1~0.2

く0.1~0.5

0.1 

0.2~4000 

<0.1 

N02-N 
(mgj s) 等

1 

占地

2 

3 

4 
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図1-6 調査地点及び流域区分

1. 9 休廃止鉱山実態調査

県内には， 150余の休廃止鉱山が確認されており，こ

れら休廃止鉱山周辺地域における環境汚染を未然に防止

するため実態把握の調査が行われ，必要に応じ所要の鉱

害防止工事等が実施されている O

昭和57年度には， 大揚， 尾太等 10休廃止鉱山を対象

に，鉱害防止工事の実施状況，周辺地域における環境汚

染の状況等について調査が行われた口このうち，当所は

水質及び底質について，健康項目の測定を行った。

(1) 大揚鉱山

大揚鉱山は鉱害防止工事が実施されており，原水及び

処理水の他に葛沢川 3地点，苔谷地沢 2地点，貝田川 2

地点について，重金属を測定した。

(2) 尾太鉱山

尾太鉱山は，閉山，廃業された昭和56年度から，国の

制度により県が廃水処理事業を実施しており，以後，継

続して調査が行われているO

昭和57年度は 6月から10月までの 6回にわたり 5

地点におして pH， カドミウム等8項目について調査

した。

(3) その他鉱山

松井，畑，滝山，居土，折橋， 11中浦及び原別の 7鉱山

について調査を行った。

表 1-19 休廃止鉱山実態調査結果(水質)

鉱山名 検体数 pH ss Cd Pb As Cu Zn 恥ln
(mgj s) (mgj s) (mgj s) (mgj s) (mgj s) (mgj s) (mgj s) 

大揚鉱山 15 2.5~9.5 く1~98 く0~.0001.004 く0~.001.07 く0.001 0.008 0.02 0.03 
~0.047 ~7.8 ~0.82 ~6.2 

尾太鉱山 30 3.6~7.3 <0.001 く0.01
<0.001 

く0.005 <0.01 く0.02
~0.26 r~2.1 ~2.2 '~8.4 ~140 

松井鉱山 2 3.7~6.9 <0.001 く0.01
<0.001 

く0.005 0.01 く0.02
~0.004 ~0.03 ~0.034 ~0.82 ~0.30 

畑鉱山 1 6.7 く0.001 く0.01 く0.001 <0.005 く0.01 <0.02 

滝山鉱山 つ 3.1~4.2 く0.001 <0.01 く0.001 く0.005 0.01 0.13 
~0.008 ~0.02 ~0.16 

居士鉱山 4 5.0~7.1 
く0.001 く0.01 く0.001 0.008 0.07 く0.02

~0.014 ~0.03 ~0.78 ~2.4 ~0.23 

折橋鉱山 2 6.4~6.8 <0.001 
く0.01 く0.001 く0.005 0.01 0.05 

~O.02 ~O.ω7 ~0.04 ~0.62 

沖浦鉱山 1 4.4 <0.001 く0.01 く0.001 0.056 0.06 0.17 

原別鉱山 1 6.2 <0.001 く0.01 く0.001 0.057 0.11 0.04 
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1. 10 事故関連調査

公共用水域において，魚類へい死，油流出事故等の異

常事態が発生した場合，原因究明の環境調査を行ってい

る。

昭和57年度は，魚類へい死事件が 2件，重油流出事故

及び水ガラス流出事故が，それぞれ 1件，計 4件の事故

調査を実施したO

(1) アユへい死事件

昭和57年 8月20日，大鰐可上流の平川でアユが大量に

へい死したことに伴い，平JI¥5地点， し尿処理場1ケ所

について，水質調査を実施した。

その結果，水質には特に異常が認められなかった。

表 1-20 平川のアユへい死時の水質調査

{食 DO BOD CN  Cu 
区分体 pH 

数ド(mg / s) (mg / s ) ( mg / s) (mg / s ) 

<0.005 
平川 56.8~7.5 6.5~7.6 1.6~4.9 く0.01~0.009

事業場 1 6.7 6.1 3・2 く0.01く0.005

(2) コイへい死事件

昭和57年 8月24日，弘前市の士淵川で，コイがへい死

したことに伴い，土淵川 7地点，及び寺沢)1¥2地点その

他1地点について，水質調査を行ったO

その結果は?表 1-21のとおり，健康項目等の有害物

質は， 銅を除き， すべて検出限界以下であった。 しか

し土淵川は， BODが7.5~15mg/ .eの範囲にあり， D

Oも一般河川に比べて低く，溶存酸の欠乏による事故と

推定された。

表 1-21 土淵川コイへい死時の水質調査

検 DO BOD C N  Cu 
区分 Z pH (mg/川 zg川

土淵川 9 7.2~8.0 

寺沢川 3 7.5 

側溝 2 8.8~12 

0.007 4.3 7.5~15 く0.01
~0.029 

0.007 
5.1~8.1 く0.01 v::O'.009 

0.018 
58~99 く0.01 v::Ô~023 

(3) 重油流出事故 (昭和57年 4月21日)

碇ケ関村の碇ヶ関簡易保険養センターから重油の流出

事故が発生し一部平川へ流出したり

これに伴い，平)1¥の5地点について，水質調査を行っ

。
た

その結果を表 1-22に示す。

なお，農業被害及び水道取水への影響はなかった。

表 1-22 平川重油出事故時の水質調査

区分検体数 兆/ぁ rz (日広
排水路 1 40 78.8 40 

平川 4 く0.5~3.9 1.8~9.9 <0.~3.9 

(4) 水ガラス流出事故 (昭和57年 8月26日〉

三厩村の北日本輸送の貯蔵所から水ガラスが流出し

近くの古川を通って三厩湾に達し，付近の海域を白、再さ

せた。

これに伴い，古川¥1地点，海域 2地点について，水質

調査を実施した。

その結果， 流出時古川橋でpH， CODが高い{直を示

した。

海域では，特に異常は認められなかった。

表 1-23 三厩村水ガラス流出時の水質調査

COD 55 蒸発残留物
区分検体数 pH (mg/ s) (mgie) (:;;gm 
古川 2 8.4~ 1O .4 5.3~16 .4 7~75 176~1470 

海域 2 8.1~ 8.2 1.6~ 1.8 30~33 39300~40500 

1.11 その他行政依頼調査

県及び関係機~の依頼により，次の調査を実施した口

(1) 排水水質監定

県警察本部からの依頼により，事業場排水7検体につ

いて水質鑑定を行った。

(2) 食料品事業場排水調査

農林関連企業の健全な発展を図るため，食料品流通事

業場に対し，排水処理対策の適正化等に関する調査を行

った(対象事業場 9，36項目)口

(3) 生カキに係る環境調査

昭和国年1月から 3月に発生したA型肝炎に関連し，

陸奥湾産の生カキ及び養航海域の水質調査が行われた口

当所は，河川・海域の18地点の検水について P 一般項

目80項目の測定を行った。
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土壌汚染防止対策2. 

概況調査

休廃止鉱山等の周辺地域の農用地土壌及び玄米の汚染

状況について調査を行っている O

昭和57年度は，岩木川上流地域の西目屋村，相馬村で

測定を行った。

その結果は， 表 2-1のとおり， 玄米中のカドミウ

ム，水田中の枇素及び銅ともに，対策地域の指定要件を

下回った。

2. 1 

表 2-1 概況調査結果 (単位mg/勾〕

増水田土壌 玄米

薮 Cd Cu ヒ素 Cd 

く0.05
西目屋 4 0.23~0.51 3.8~14 0.69~2.8 ~:'Ö~13 

く0.05
1. 3~2.3 

r~0.07 

地区

5.7~18 馬 4 0.72~2.4 中日

図占地査調図 2-1

当所では， 11;1野部川及び農業用水路計8地点， 31検体

について，健康項目等を分析した。

調査結果は，表 2-2のとおりである O

宿野部川土壌汚染対策調査

1R野部川流域については，銅及びヒ素濃度が高く，昭

和56年 3月に土壌汚染対策地域に指定され， 57年度から

公害防除特別改良事業が実施されているO

2. 2 

果

Cd As C 
調査地点 検体数 pH (昭/s) (時/s) (mg/ s) 

。+:
IN-=t 査調J 11 部野宿表 2-2

く0.005~0.077

0.020~0.031 

くO.OO1 ~O.OO1

<O.OO1~O.OO1 

く0.001~0.001

く0.001

6.3~7.1 

6.8~7.1 

20 

11 

J 11 

農業 用水 路

部野伯守

|西又沢上流

2 西又沢末端

3 金八沢末端

4 西又沢・金八沢合流後

5 狸平頭首工

6. 農業用水路地|

7. 

8. 

宿野部川士嬢汚染対策地域調査地点図
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昭和57年度の水質・底質の調査結果は表 2-3に，水

田土壌及び玄米調査結果を表 2-4に示した。各測定値

の経年変化はほとんどなく，水田土壌及び玄米について

は，いずれも対策地域の要件を下回った。

早瀬野ダム周辺地域の環境汚染調査

早瀬野ダム(農林水産省所管)の建設に伴い，虹貝川

がマンガンによる汚染問題が起きたため，昭和53年度か

らダム周辺の環境調査を継続実施している O

2. 3 

表 2← 3 虹貝川の水質底質調査結果(水質 mgjs 

調査地点 検体 pH SS Cd Pb Cu FeD MnD 

水質 4.8~6.6 く1 く0.001 く0.01~0.02 く0.005~0.005 く0.005 0.09~0.19 

底質一 一 2.1 270 75 68，00o 1，900 

0.001 く0.01 くO.005~0. 015 く0.05

1.1 270 150 43，000 

水質 7 .2~7 .4 く1~29 く0.001 く0.01~0.01 く0.005~0.010 <:0.05~0.06 

底質 一 0.69 69 30 31，000 

1 ) 水質については溶解性のもの

底質 mgjkg) 

O. 90~ 1. 40 

3，600 

く0.02~0.40

1，600 

<1~6 6.2~6.6 水質

底質

原石山上流

橋

第二清川橋

注

野平

平川

第二清川橋

・9

. 
8 

表 2-4 虹貝川周辺土壌及び玄米調査結果 (mgjkg)

古 対策地t!&の
検体地点数項目 最同 最底指定要件

Cd 1.3 0.34 

Cu 17 2.4 

As 4.5 

?・

6・ノ
H 

125以上

15以上

く0.05 1以上

1.0 

Cd 

9 

玄米 9

水田土壌

.s 

，，
 んワ

A
V
 

buv 

。水質・底質調借地点

• tl皇・玄米調査出占

第

早

野

楠

早

瀬

野

幡
.3 

• z 

1 

. 
4 

オ

D

l

 '
Q

畑
町

関 2~3 早瀬野ダム周辺地域の調街地点

早

瀬

野

川

早瀬野ダム周辺地域の調査地点
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E 調査研究報告



青森県公害調査事務所所報 5， 1983 

青森市における硫黄酸化物濃度分布の推定
一一スプライン法を用いて一一

1 はじめに

環境汚染を評価し，その対策を検討する場合，地域ま

たは水域全体の汚染状況を推定することや，汚染質の濃

度分布の状況を視覚的l乙把握することが重要である。一

方現実には、広い領域を限られた散の測定局でモニター

じようとするために，測定局はその領域に対して十分多

く存在していない場合が多いようである o したがって.

データ点が疎な領域でも，なめらかな汚染分布パターン

が得られるようなデータ補司法が必要となる。このよう

な目的のためにいくつかの万法が提案されているが，そ
t )，2 )，3) 

のひとつにスプフイン法 がある。筆者らは大井ら

に基づさ.スプライン法を用いて青森市における硫黄酸

化物濃度の二次元分布を推定し，あわせて削除可能な測

定局の検討を行った。

2 スプライン;去

スプライン法の定式化と差分万程式へのおきかえにつ

いては，大西2) 大井らけにより詳しく述べられている。

この万法の直観的イメージは，篠原ら3)によると次のよ

うはなる。 、ある与えられた高さをもっ棒が何本か立つ

平面上に，ある剛性をもっ一枚の板をかぶせる。その板

が形成する平面形状で全域の分布形を表わそうとするも

のである。棒の高さが汚染質のi濃度などに，板の剛性の

程度が後述のスプライン係数 (σ)応対応する。'この

ようなスプライン法は，

(1 ) データ密度が小さくても，適当なスプライン係数

の選択によりなめらかな分布曲面が得られる。

(2) データ点での測定値が補間分布曲面の値にそのま

まf采用さオ1る。

など環境汚染データの補間法として望ましい特徴を有し

ている。

3 計算条件

計算に用いる測定局のデータとしては，青森市内10ケ

所において過去 8年聞に月ごとに得られている測定値

(測定方法:二酸化鉛法，単位:S03mg/da)グ/100cn! ) 

のうち，暖房期で、硫黄酸化物濃度が高〈なる 11月r-.J 4月

の値の算術平均値を採用した(表-1 )。

青森市街地16x 11 kmの領域(計算領域)!乙，格子間隔

0.5 kmの正万形格子をとり，各格子点を囲む一辺 0.5km 

の正万形部分をその格子点の代表領域(メッシュ)とし

た。メッシュの数は33x 23個となった。

補間計算の手11国を図-1 I乙示す。まず，各メッシュの

初期値を次のようにして設定した。メッシュ内に測定局

が存在する場合は，そのデータをそのまま使用した。測

-47 

木村秀樹 今武純

表 -1 各測定聞のデータ

測定局

①青森市役所

⑧ 消費生活センター

③青森北高校

④ 明の星短期大学

⑤青森工業高校

⑥青森東高校

⑦金沢小学校

⑧教育センター

⑨佃小学校

⑩新城小学校

S03( mg〆day/l00cn! ) 

O. 412 

O. 367 

O. 166 

O. 160 

O. 123 

O. 106 

O. 086 

O. 081 

O. 075 

O. 052 

図-1 計算の手順

定局が存在しないメッシュにおいては，

ZOα，s = {Z i( 1) x ( d 2 f十Zi(2)X (dl f}/{ (dl T-t-(d2 T} 
(ただし， ZiCl)，ZiC2)は格子点(Xα. Y s)!乙最

も近い 2つの測定局のデータ， d1， d 2は格子点か

らそれぞれの測定局までの距離。)

計算領域の四囲における境界条件として，境界におけ

る 1次 2次の微分係数を 0とした。つまり， P X qメ

ッシュの領域において， Z 1， s = Z 3， s， Z 2， s = Z3 

0及び Zp. s二 Zp-2，は， Zp-l，s=Zト 2，s 
(ただし，同 3，4，… q - 2 )である。 Zα ，1， 
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Z α，2及びZα，q， Za， q-1 についても同様である。

乙の後，遂次近似法はより差分万程式争解き，各格子

点での値を求める。乙の計算吃おいて次のような収束条

件を設けた。

maxlzb，O-zYJRl〈 1X10-3

(Xα，~戸)

(ただし . Z~ ， ßは計算のくり返し凶数 i 回目のと
きの格子点(xα ， Ys )の値。)

すなわち，遂次近似計算が 1回終わった時点で収東条件

を満足していなければ，境界条件を設定しなおし再び計

算を行う。収束条件を満足するまでこれをくり返す。

4 スプライン係数の検討

スプライン係数は，前述のように補間分布曲面のやわ

らかさとでもいうべきものを支配する因子である。した

がって，異常な極値を抑えかつなめらかな曲面を求める

ために，適当な値を選択する必要がある。このスプフイ

ン係数 (σ)を決定するために，次のような検討を行っ

た。ひとつの σについて， 10の測定局から 1局ずつを代

わる代わる取り除いて補間計算を行う。この操作により，

取り除いた測定局の補聞による計算値(Z i') と測定値

(Z i )との差の 2乗の， 10局分の総和 (η 二三(zιzd)
が得られる。 σを0から 10まで段階的に変化lよ占て，可

の値をプロットしたのが図-2である。 ηはσが 2r-.J 3

のときに極小を示し，以後 σの増加とともにゆるやかに

増大する傾向を示した。この可を最小にする σが先に述

べた目的のために適した値と考えられるので，本報では，

σ ニ 3 を用~\る乙ととした。

5 青森市における硫黄酸化物の濃度分布

スプフイン係数 3，測定局10局のデータを用いて，青

森市における硫黄酸化物の濃度分布を求めた結果が図-

3である。図の番号が表-1の番号応対応する。硫黄酸

化物濃度は青森市役所(①)を中心にほぼ等万的l乙減少

している乙とがわかる。市の西側より東側の万が広い範

!囲で比較的高濃度に示されているが，乙れは冬期間南西

から同北西の風が多いことに起因するものであろう(図

- 4 )。ただ，市の南東方向，中心から遠〈離れた地域

でも 0，10Cmg/day/lOOcn¥ )以上の濃度になっている

とは考えにくく，乙の方面l乙測定局を新たに設置する必

要があるように思われる。

スプフイン法では，計算領域をどの程度の広きに設定

するかが問題となるところである。本報では33x 23メッ

シュを用いたが， 38 x 27メッシュと計算領域を広げても

ほとんど同じ分布が得られる乙とを確認しである。

N 

r-、
トJ

且日75

且日70

I 0.065 

ト』

ロ凶::0.0 60 

且日S5

0-'::: 
日 10

スプライ〆係数

図-2 スプライン係数と補聞による推定値
の誤差との関係

図-3 青森市における硫黄酸化物の濃度分布
図中，整数は測定局を，小数は硫黄酸化物の濃度を示す(単位:昭/day /100 cn¥ ) 
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図-4 青森市役所付近の風配図

( S 57. 11. 1 ""' S 58. 3. 31 ) 

6 既存測定局削減の検討

既存の測定局のうち，青森市における硫黄酸化物濃度

分布の大要を把握するために必要な局，必ずしも必要で

ない局を次のように検討した。

(1 ) まず，測定局を 1局ずつ取り除き，補間計算をし

て各格子点の値(Zl ( X i， 1J j ) )を求める。

(2) 全ての測定局を用いて計算をしたときの値(Z 0 

Xi，γ)  ) とその平均値( C ZoJ )を用いて

次の量を計算する。
p q 

(" = j三三11ZO(XI，Y])-Z1(Xi，γj)1
l"1-

i21121|ZO(Xi，γ 一 CZo J I 

(ただし p，qはそれぞれχ万向.γ万向のメァ

シュの数。)

(3) ("が最も小さくなった測定局を取り除く。

(4) 残った測定局についてはい(3)をくり返す。

とは，取り院長き検討局を除いて作成した補間分布曲面と，

全測定局を用いて作成した補間分布曲面との相違の程度

争表わす量である。したがって，とが最小となる測定局

が，取り除くことによる補間分布曲面への影響が最色

小さい測定局ということができる。

この結果を表ー 21乙示す。 Iの結果から消費生活セン

ターを取り除き，残りの測定局について上記の計算を行

ったのがEである。同様に，乙の結果から，さらに青森

北高校を取り除いて再び計算を行ったのが皿である。
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去一 2 各測定信jのとの伯

担iJ 定 同
ぐ

E E 
青森市役所 0.108 O. 525 0.639 

消費生活センター 0.052 

青森北高校 0.097 O. 050 

明の星短期大学 O. 171 0.207 O. 264 

青森工業高校 0.350 O. 261 O. 210 

青森東高校 O. 188 0.227 0.090 

金沢小学校 0.390 0.443 O. 400 

教育センター 0.272 0.249 0.294 

佃小学校 O. 123 O. 151 O. 152 

新城小学校 0.493 O. 432 O. 408 

消費生活センターを除いて作成した補間分布曲面を凶

- 5 ( a )に，消費生活センター，青森北高校を除いて

作成した補間分布曲面を図-5 ( b ) Ir.示す。凶-5(a)， 

図-5 ( b )を全測定局を用いて作成した図-3と比較

してみると，青森市役所(④)付近の分布パターンがや

や異なっているが，全体的にはほとんど変化していなし、

乙の結果からみると，青森市の全体的な硫黄酸化物濃度

分布を把握するためには，消費生活センター，青森北高

校は測定局から削除しても差し支えないと思われる。

表一 2のEをみると， 乙の中で最もとの値が小さい

のは青森東高校である。しかし，乙の測定局は市の東端

に位置していて，地理的l乙重要であるので，取り除〈の

は不適当であろう。したがって，次lととの値が小さい佃

小学校を取り除いて分布曲面を作成すると函-5 ( c ) 

のようになる。南東部で O.101""-' 0.150 (mg/day/100 

cni )の領域が大きく広がり，その中に O.051'" O. 100 

(mg/day/100cni )の領域の孤立した部分が見える。こ

の図は，凶-3の分布ノfターンと大分異なってきている

ため，佃小学校を取り除くのは不適当と思われる。

この結果，測定局から削除しても，青森市陀おける硫

黄酸化物濃度の分布パターン比大きな影響を与えないで

あろう測定局は，消費生活センターと青森北高校の 2局

とし1うこと J乙なる。

7 おわりに

比較的測定局の散が少ない青森市について，スプヲイ

ン法により硫黄酸化物濃度の分布パターンを推定し，そ

の結果に基づいた測定冒削減の検討を行った。この分布

パターンが十分な精度で推定されているか否かを判断す

ることは，測定冒の数が少なく不可能であった。しかし，

青森市における硫黄酸化物濃度分布の概略は把握で、きた。

また，測定聞の配置を考えるには，他の多くの観点から

の検討が必要であるが，この目的応対する本法の有用性

がある程度示されたと思われる。
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ご 一 一 一 一 l 測定問網の評価と構成国立公言研究所研究報

4~~ 告， :39， 145 -167 • 
l 鋪述、 ， 
一一~ .]J 2 )大西行雄(1975 )スプフイン法を用いた 2次

I ~ T， 

し

図-5 削除対象局を除いて作成した分布パターン

削除対象同

(a) 消費生活センター

(b) 消費生活センター，青森北高校

(c) 消費生活センタ一，青森北高校，佃小学校
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青森市における大気汚染状況について

はじめに

青森市における大気汚染の監視体制は昭和55年度から

局舎，機材を一新した恒久的な常時監視体制に切りかえ

られた。即ら，それまでの臨時的な設備から新たに 2局

舎(本町公園町，堤小学校同)と測定機材(S02，dust， 

NOx，気象)を整備して監視を実施し，これまで 3年聞が

経過している。

このほか従前から実施しているものとしては，二酸化

鉛法による硫葉酸化物等の手分析測定がある。

そこで，新規の常'時監視体制による 3年間の監視測定

結果に一部二酸化鉛法による硫黄酸化物の測定結果を補

いながら青森市の大気汚染の傾向，特徴等について若干

の検討を加え報告する。

2 検討の方法

(1) 従来，青森市の大気汚染には冬期のピノレ暖房はよ

る市街地での汚染の進行がみられるので，常時監視

局の 1局(本町公園田)は市街地中心部l乙，また他

の1同(堤小学校間)は乙れより約 3km南東の市街

地周辺部に配置している(図-1 )。

そこでこの 2聞の汚染推移等を比較し検討する。

阪崎俊璽 珍田雅隆

(2) 検討の対象とする常時監視データは 2局の55年度

から 57年度までの 3年間の二酸化硫黄，浮遊粒子状

物質及び三酸化窒柔の 3項目とする。

(3) なお，青森市の大気汚染の態様を補足的に説明す

るため，同期間内の二酸化鉛法による硫黄酸化物の

データ(市街地中心部 1地点及び周辺部 4地点)を

用いる(図ー 1)。

(4) 乙れらデータの集計処理及び検討の子法としては，

3年間のデータにより平均的な大気汚染の傾向，特

徴を把握することを目標として月別平均法を用いる。

その内容を略述すれば次のとおりである。

(2)の各常時監視データの月平均値及び(3)のデータ

の3年間分を名汚染項目ごとに各月別に平均した後，

①乙の平均値自身を季節代表値(マとするもの，

②この季節代表値を 3年間の総平均(y )からの偏

差による季節変動値(す1 ーマ)として表わすもの，

③季節代表値を 3年間の総平均応対する指数 (Yi)

とするもの，の 3通りの方法により処理，図表化し，

その図表上の各集計値の動向から大気汚染の態様の

推移を検討すろ。

図-1 青森市の大気汚染常時監視局及び一部の硫黄酸化物(Pb02法)測定地点(⑨印)

(5) 参考までに，同じ県内の工業都市である八戸市の

常時監視冒のうち 3局(八月第 2魚市場(工業)• 

八百市役所(商業)，旭ケ丘小学校(住居))の同

期間内のデータ児ついても同じ月別平均法により処

理し，図表上から青森市の場合と若干の比較を行う。
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3 結果と考察

表-1は青森市の常時監視局のデータについて月別平

均法はより集計処理したものであり，これを図-2で図

表化した。また，この図-2 t乙八日市の 3局を重ね合わせ

せて表示したのが図ー 3である。
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表-1 青森市の常時監視データ一覧(季節代表伯，季節指数及び季節変動{[I'~ ) 

監ドミ~¥ ' 

| \\ご三~\月(季節区分) I 4 5 
| ¥¥平慶及_______ '!:l  

局|監視項目 ¥¥び各集計値______ I 

二酸化硫黄

(月:J1つ

本町公園
浮遊粒子状物質

と1;3;;J;;)

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

55 

56 

年 9 4 

6 5 

度I12 9 

6 8 

4 8 10 16 17 19 19 16 

9 14 18 15 18 13 

~:............ :~..............l... ~.~.... .~~...... .~~......ん .....1....1.....11....1ι...1Z.....1?.....M....1?

季節代表(直子 1

季節指数 Yi 

14 17 22 18 16 15 

76 71 67 81 

11 

( 言十 32 26 25 16 15 25 30 42 47 46 49 41 

季節代去航そ 11 9 8 5 5 8 10 14 16 15 16 14 

季節指数 Y i I 100 82 73 45 45 73 91 123 145 136 145 123 

季節変動伯(Yiーす o -2 -3 -6 -6 -3 -1 3 5 4 5 3 

55 年度 28 24 31 17 29 22 39 61 25 20 30 31 

56 11 37 24 29 29 22 20 34 21 27 24 24 35 

57 ・H・ 11 ・H・.....l..・39日 24 …21…・31 ・H・23・… 16 竺…・28 32・・…・29…・刀・…双.

25 19 

(計 I104 72 81 77 74 58 113 110 84 73 81 105 

季節代表値 Yi 

季節指数 Yi 

35 24 

121 83 

27 26 

93 90 86 66 

38 37 

131 128 

24 27 35 

83 93 121 

28 

97 

季節変動伯(Yi-Y) 6 -5 -2 ース -4 -10 9 8 - 1 -5 一2 6 

55 年 度 23 22 19 14 13 17 20 24 26 25 25 25 

56 11 21 17 16 15 15 17 22 23 27 23 28 24 

二酸化窒素 l..~:.... ・ H ・-… 11 ・ H ・.......l・ 22….児..….12..Jin--.1?・… 18 …・・21 25.R7...11…-pf.Hit--

(月:;つ
(計 66 55 48 44 41 52 64 72 80 69 77 79 

27 23 26 26 

104 86 

21 24 

100 114 129 110 124 124 

季節変動値(子i-Y) 1 -3 -5 ー6 -7 -4 

55 年度 6 7 7 6 3 5 

56 5 5 

03  6 

6 7 6 

6 6 7 

2 5  5 

687  

6 7 6  7 5 4 4 

二酸イ化ヒ硫黄l..~刀7 …….一….一.…….口…….口……..…….一…….口……..….一 11……"….一..…….一….リ..…….日….日...lしし.日…….い…….一….日6 …….日… 7仁.日…….日…….日…….日…….υ… 6仁.日…….日…….日…….い….日5 …….一… 5…….υ….一.….日 8土..……"…….口…….日….リ 8 … .1..Ui----Hi--H.I.H ・ 5

11 

(計 19 19 17 15 13 18 20 19 18 16 20 18 

〈月平均値)I季節代表値空 1

ppb ノ|季節指数 Yi 100 100 100 83 67 100 

..，・・・.
666546766576  

117 100 100 83 117 100 

浮遊粒子状物質 I57 

堤小学校

季節変動値(壬i-Y) 0 0 0 -1 -2 0 1 0 0 -1 1 0 

55 年 度 24 22 30 20 25 17 31 47 17 14 16 22 

56 11 29 21 26 23 16 18 33 15 19 18 15 24 

34 21 18 29 20 14 32 19 18 17 14 27 11 

(計 87 64 74 72 61 49 96 81 54 49 45 73 

32 27 18 16 15 24 (月で3均値)I季節代表値す 1

x 10時仰 I I季節指数 Yi 

季節変動値(干i-Y)
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図-4では青森市内の 5地点(青森市役所，青森東高

校，県教育センター，金沢小学校，新城小学校)の二酸

化鉛法による硫黄酸化物について表示した。

なお，図-5及び図-6では二酸化硫黄等ばい煙の主

要閃である圭油について，青森市の封近の使用動向をノF

した。

以下，各汚染項目ごとに考察を加える。

一/へ¥J1¥，11 i 
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図-4 青森市の主要地点の硫黄酸化物(Pb02法)濃度の李節変動値等 (5b rv  57年度データによる。)

(備考:季節変動値及び季節代表直の単位は 1/10略 S03/day /100 CnI Pb02) 
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図-5 青森市陀おける最近 10年間の重油使用量の推移
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図- 6 青森市における最近 3年間の工場と事業場別の重油使用量の推移
(※印は図ー 5のものと符合)
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3-1 ニ酷化硫黄

凶ー 2から 2局の大気汚染進行の動向争みると，季節

代表恒lでは市街地中心部の本町公園がピJレ暖房の開始さ

れる 10"'-'11月比上昇し，翌年 3月頃まで 14"'-'16 pp bの

ピークレベルを持続している。一万，周辺部の堤小学校

では冬期の汚染上昇の傾向は現われておらず.また{fミ

聞を通じて 4"'-'7 pp bのほぼ横ばいの汚染料t移を示して

し、る。

これを季節変動iu白及び季節指数でみると，本町公園が

10"'-'12月比急激な上昇変動がみられるのに対し堤小学校

の場合は変化が少く，対照的になっている。

次l乙凶-4の二酸化鉛法による硫黄噴化物はより汚染

の態様をみると常時監視データ(図-2の場合)とほぼ

同様の傾向を示している。即ち，市街地中心部の青森市

役所において10"'-'12月l乙季節代表伯及び季節変動値が上

昇し，以後ピークレベルを持続しているのに対し，他の

周辺部の地点では青森市役所と比較して冬期汚染レベル

も低く，変動も少ない。

従来，青森市では市街地中心部に主としてピlレ，病院

等の暖房施設としてばい煙発生施設が集中立地し，ばい

煙を排出している実態から.lオー 2及び図-4 t乙現れた

汚染の推移は本町公園や青森市役所付近の市街地中心部

における冬期暖房実施と前後した大気汚染の進行及び持

続パターンを鮮明にしているといえる。

なお，市街地中心部から周辺部への影響の有無は本手

法では判然としない。次の機会にゆずることとする。

青森市民おけるこのような状況を凶-3はより参考ま

でに工業地域をかかえる八戸市の 3固と比較すると，少

くとも青森市の場合のような冬期の汚染進行のパターン

ではなく.また汚染ピークとなる時期も異っている。

3-2 浮遊粒子状物質

同じく図-2から浮遊粒子状物質の推移を追跡すると，

二酸化硫黄の場合のような冬期汚染進行パターンになっ

ていない。即ち. 2局とも 10"'-'11月頃に(32"'-' 38 ) X 

1OLg/Wの極端な汚染のピークが現れるとともに，季

節代表伯，季節変動値及び季節指数がほとんど同様な動

きを示している。また冬期は汚染レベルが下降するとと

もに春さきの 3"'-'4月の融雪時期陀やや汚染ピークが現

れて，全体として二酸化硫黄の場合と対照的児推移して

いる。このような図表上の動きは青森地万の気象条件，

農作業形態及び交通事情等諸般の事情が絡んで次のよう

な大気汚染の推移を反映しているものである。

10"'-'11月頃のピークは，青森地方の収穫時期における

田圃での稲わら焼却に伴うスモッグによるものであり.

各集計値が同じ動きを示すのは，この時期，この地万の

大気環境に逆転層が生じる気象条件とも重なり，市街地

中心部及び周辺部の区分なく全市的に濃密な稲わら焼き

スモッグにおおわれることによるものである。これはこ

の地万の特別な大気汚染パターンといわねばならなし'0
また冬期の汚染レベ、ルの下降は降雪等の影響で、あり，春
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さき 3"'-'4月の汚染ピークは最在社会問題化している自

動車のスパイクタイヤ使用に伴う道路粉じん増加による

影響の現れとみられる。

以ヒについて参考までに図-3で八月の場合と比較す

ると，青森が稲わらの焼却とか，スパイクタイヤ使用に

よる影響とかいう具合児主要な汚染進行要因を時期にあ

わせてやや特定できるのは対し，八日市の場合は工業地

域をかかえてその影響を受けているほか非積雪地帯で気

象条件も異るため，人為的及び自然的汚染要因を含めて

青森の場合のような一面的な見万が必ずしもあてはまら

ない汚染パターンにあるものと忠われる。

3-3 二酸化窒素

凶-2から 2局とも季節代表値，季節変動値及び季節

指数が冬期の上昇，持続傾向となっており，二階化窒素

は市街地中心部で冬期のビル暖房により汚染が進行する

とみられるパターン児なっているほか，周辺部において

も汚染がやや進行するパターンとなっている。汚

染の主要因は，二酸化硫黄の場合と同様に，ビル街の冬

期暖房l乙伴うぼい煙が中心とみられるが，窒素酸化物の

場合は自動車の排出ガス等の影響もあり特定するのはむ

ずかしいので，本報では季節的な変動傾向，特徴をみる

にとどめる。

図 -3の八戸との参考的な比較では，青森の場合のよ

うな冬期の汚染進行とは必ずしもいいきれない年聞を通

じた汚染推移があるようにみえる。 Tこだ，図表上から拾

える一つの共通的な特徴は12月から 1月にかけて汚染が

下降しその後 3"'-'4月まで上昇していることである。こ

の点を今後解析してみるのは興味ある問題と考えられる。

4 まとめ

(1 )昭和55年度から新規に開始した常時監視体制によ

り，青森市の大気汚染の傾向，特徴として次の事項

を把握できた。

ア 二酸化硫黄は冬期，市街地中心部でヒール暖房開

始と対応して汚染が進行し持続するが市街地周辺

部では必ずしも乙のような推移はしていない傾向

にある。

イ 二酸化窒素は市街地周辺部を含めて二酸化硫黄

の場合のような汚染進行の傾向を示しているが，

その汚染要因は二酸化硫黄の場合とは異なる因子も

含まれていると考えられる。

ウ 浮遊粒子状物質は二酸化硫黄及び二酸化窒素と

対照的な汚染惟移となっている。即ち次のように

要約できる。

a 冬期汚染進行のパターンにはなっていない。

b 気象条件及び青森地方の豊作業形態等応対応

した汚染のピーク及び下降がある。それは稲わ

ら焼きスモッグによる汚染進行，降雪時期の汚

染の降下及び融雪時期スパイクタイヤ使用に伴

う汚染の進行等である。
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(2) 青森市の大気汚染は(1)で要約した傾向，特徴に培

づき，二酸化硫黄については市街地中心部で、冬期ビ

Jレ暖房はより汚染が進行する都市型汚染の態僚を示

しているといえる。なお，二酸化窒素陀ついても乙

れに追随する傾向にあると考えられる。

(3) 市街地中心部と潤辺部陀配置した 2問舎は各々配

置した目的に沿って当該地域の大気汚染の傾向，特

徴を反映しているといえるが，相互の関連について

は今後に課題が残されている。

(4) 月別平均法はより 3年間のデータから奇森市の

平均的な大気汚染の傾向，特徴をある程度つかみ得

た。凶示している垂油使用動向等から今後乙の汚染

態様に大きな変化はないものと考えられる。

-56-
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スパイクタイヤによる道路粉じん調査結果について

はじめに

最近，北梅js・東北地方において冬から春先にかけて

スパイクタイヤ l乙よる道路粉じんが大きな社会問題とな

っている。冬季の道路面露出日数の多い太平洋側でより

深刻であり住民の健顕への悪影響が懸念される他，スパ

イクタイヤはよる道路の路面慣傷はその補修のために毎

年多大な出費を強いられている。このことは自において

も問題となり，環境庁は「白動車タイヤによる粉じん等

対策調査検討会」を発足させるなどの対応をしている。

青森県においては昭和57年度に予備調査の実施，昭和58

年 7月比「スパイクタイヤ問題連絡協議会」を発足させ.

スパイクタイヤの使用によって生じる粉じん・道路の路

面損傷等の問題について総合的な対策を検討することに

なった。この中で，昭和57年度比実施したスパイクタイ

ヤ道路粉じんの調査の当所が担当した青森市の調査結果

について報告する。

2 調査方法

2ー l 調査地点

青森市において車両走行台数の最も多し可青森市役所前，

中程度の青森保健所前，住宅地の中の堤小局舎前の 3地

点で調査を実施した。(図-1 ) 

2-2 調査期日

スパイクタイヤを装着していない10月と，スパイクタ

イヤを装着し，路面の露出している 3月の 2回各々 2日

間実施した。

10月調査 : 昭和 57年 10月 6r-.J 7日

3月調査; 昭和 58年 3月23r-.J24日

2-3 調査項目

浮遊粉じんは捕集時聞を午前 9時から午後 4時までと

ぷ〉、
--， 武純

島田雄介*

珍田雅隆 阪崎俊璽

村上淳子料三上

しハイボ 1)ウムエアサンプヲーにて採取した。堆積土砂

は浮遊粉じん調査期間中に同ーの調査地点の側溝から採

取したo

2-4 分析項目および分析方法

O 浮遊粉じん

四塩化炭素抽出物(アスフアルト分ソックスレ

ー抽出法はより定量

パナジウム(v )硝酸・過酸化水素で分解後BP

A法はより定量

カドミウム(C d )・鉛(P b )・亜鉛(Z n )・

ニッケル(N i )・マンガ、ン(M n )・鉄(F e ) 

.カルシウム(C a )硝酸・過酸化水菜で分解後

原子吸正法により定量

O 堆積土砂

堆積土砂を風乾した後，標準ふるいと水平振とう機を

用いて 5段階(2000 r-.J 420， 420 "-' 210， 210 "-' 1 05， 

1 05 "-' 53， 53 "-' (μm) )にふるい分けして分析話料と

した。分析項目は浮遊粉じんと同ーとし，分析方法は重

金属の分解万法児硝酸・過塩素酸を用いた以外は浮遊粉

じんと同じである。

3 結果および考察

3ー l スパイクタイヤ装着率調査

昭和57年12月から昭和58年 3月に青森市内の駐車場で

小型車のスパイクタイヤ装着率を調査した。その結果，

12月で94弘 3月は98%と高いスパイクタイヤ装着率で

あった。(表-1 ) 

3-2 降下ばいじん

青森市役所の地点はおける降下ばいじん中の不溶解性

成分の過去12年間の経年変化(図-2 )をみると昭和49

年度をピークに減少しはじめ，昭和54年度からは横ばい

表-1 スパイクタイヤ装着率調査結果

調査期 日 調査台数
スパイクタイヤ装着状況

非 装 着 2 輪装着 4 輪装着

180 296 2， 859 
57. 12. 24 r-.J 25 I 3. 335 

( 5.4%) ( 8.9 % ) ( 85. 7 % ) 

71 167 2， 769 
58. 3.19 3， 007 

( 2.4%) ( 5.6%) ( 92. 1 % ) 

96 241 3， 775 
58. 3. 23 4，112 

(2.3%) (5.9%) ( 91. 8 % ) 

本現県庁医務薬務課 **現衛生研究所
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/伊と 1倒音l乙，堤小町舎前では 532μg/酬と 2.7倍にい

ずれの地点でも増加している。アスフアルト分・ Zn等

の他の項目でも 10月より 3月の万が高い値になっている

が，アスフアルト分・ Caは粉じん量の増え万以上l乙増

えているのが注目される。

各測定項目の中で10月と 3月に検出されなかった項目

を除いたアスフアルト分・ Ca・Fe・Mn・Zn.Pbの

6項目について化学組成図を作成した(図-4 ) 0 10月

の調査結果では，青森市役所前と青森保健所前はパター

ンが類似しているが堤小間舎前はパターンが異なってい

る。 3月の調査結果は 3地点とも同じようなパターン

であり地点聞に濃度の差もみとめられない。 10月と 3月

の比較では PbとZnが青森市役所と青森保健所前の地点

で10月の万が高い値となっている。また 3月はアスフア

ルト分・ Caがいずれの地点でも 10月より高い値となっ

ており， 10月と 3月では道路粉じんの発生源の種類が異

なっていることがわかる。

3-4 堆積土砂

堆積土砂の分析結果(表 3-1~3) を10月と 3 月で

比較するといずれの地点はおいてもアスフアルト分・ Ca

• Niは 3月に高い値になっている。また，青森市役所

前と青森保健所前では Fe・Pb・Znが高い値になって

いるが堤小田舎前は10月と 3月に差はみとめられない。

乙のようにスパイクタイヤ装着時にアスフアルト分・ Ca

がスパイクタイヤ非装着時より高い値になるのは仙台市

の調査1)，宮城県の調査2)でもみとめられる。

次l乙堆積土砂の粒径別項目聞の相関係数を求めた(表

-4)。アスファ Jレト分-Ca -Niのグループ， Fe -Pb 

-Znのグループで相関が高くなっており，前者の場合

は 3月の万が， 10月より高い値を示しており，後者の場

合は10月の万が 3月より高い値を示していることと一致

しているのがわかる。

1983 

状態にある。また経月変化(図-3 )では年聞のピーク

は3・4月(10 ~ 11 t/klA/月 )の春先はあらわれ，

年間で最も不溶解性成分の少ない 1・2月 (2""""3t/

k1l/月)の s倍程度になっている。仙台市の調査 1)比よ

れば降下ばいじん量は 1・2月から増えはじめ 2・3月

最も多くなっている。春先にピークとなることは青森市

役所の地点の測定結果と一致するものの・ 2月の測

定結果は青森市役所の地点と逆になっている。乙れは 1

・2月の降雪はより道路粉じんの発生・土砂等の舞い上

がりが押さえられるためと考えられる。

図
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浮遊粉じん測定結果

ハイボリウムエアサンプフーによる浮遊粉じん調査結

果(表-2 )では，スパイクタイヤ装着前の10月は，粉

じん量は 3地点とも約 200μg/伊と地点聞に差はみと

められないが，アスフアルト分・ Zn・Ca の量は青森

市役所前>青森保健所前>堤小局舎前となっている。ス

パイクタイヤ装着時の 3月は，粉じん量は青森市役所前

では 2660μg/:伊と 14倍に，青森保健所前では 3010μg
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( 5%) 

( 5 %)  Fe Pb 

( 500内 /g)

Fe Pb Fc Pb 

青森市役所前 子i'ofI:{!t:1ぜ所時if 44小局合はij

図-4 浮遊粉じん化学組成

表-2 ハイボリウムエアサンプラー陀よる道路粉じん調査結果

四塩化炭素
Cd Pb Zn 粉じん量

地点 抽出物質
V Ni Mn Fe Ca 

青森市役所 10月 7. 2 < 0.03 < 0.03 O. 07 O. 35 < O. 02 O. 09 3.9 4.9 196 

3月 157 く0.03 0.04 0.24 0.69 O. 06 1. 4 57. 5 99. 5 2，660 

青森保健所 10月 5. 6 <0.03 < 0.03 0.04 O. 22 < O. 02 O. 11 3.1 3. 2 185 

3月 181 <0.03く0.03 O. 13 0.64 O. 06 2.2 81 111 3， 010 

堤 小 届 舎10月 4. 3 <0.03く0.03 0.04 O. 14 < O. 02 O. 16 4. 8 1.0 198 

3月 31 <0.03く0.03 0.05 O. 18 く O.02 O. 34 13 20 532 

在)単位 :μg/mT

表 3- 1 堆積土砂分析結果(青森市役所前)

四塩化炭素 Ca Fe V Cd Pb Zn Ni Mn 
粒径 (μm) 

抽出物質例) (0/0) (0/0) (ppm)(ppm)(ppm)(ppm)(ppm)(ppm) 

57 2，OOO"-.J 420 0.26 0.32 3.1 40 0.6 33 120 19 360 

年 420ハJ 210 O. 43 0.31 2.6 65 O. 6 69 250 14 300 

10 210"-.J 105 0.68 0.69 4.0 110 0.8 99 300 24 500 

月 105"-.J 53 1. 09 1.5 4.9 160 1. 3 110 470 40 580 

7 53 "-.J 1. 62 2.3 4. 7 140 1. 6 37 600 42 680 

日 (平均) (0. 59) (0.65) (3.5) (90) (0.8) (75) (280) (22)(420) 

58 2，000 "-.J 420 6. 5 3. 1 2.0 90 1. 6 26 130 47 480 

年 420"-.J 210 6. 9 3.9 2.5 85 1. 6 28 140 49 470 

3 210"-.J 105 7.9 4.0 2.2 68 1. 5 29 140 43 500 

月 105"-.J 53 7. 5 3. 8 2. 5 75 1. 6 30 150 45 530 

24 53 "-.J 5. 8 3.8 2.2 75 2.0 38 160 46 540 

日 (平均) ( 6. 9 ) ( 3. 5) (2. 2) (82) (1. 6) (27) (140) (46) ( 480) 

Q
J
 

戸

h
u
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表 3-2 堆積土砂分析結果(青森保健所前)

四塩化炭主 Ca Fe V Cd Pb Zn Ni Mn 
粒径 (μm) 

抽出物質(叫 (%) (%) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) 

57 2. 000 r"-.J 420 0.32 O. 33 2.6 21 

年 420 r"-.J 210 O. 40 O. 38 3.2 21 

10 210 r"-.J 105 O. 53 0.83 4. 3 61 

月 105 r"-.J 53 O. 86 1. 3 4.4 53 

6 53 "-' 1. 26 1. 5 4.0 43 

日 (平均) (0. 52) ( O. 67) (3. 5 ) (36) 

58 2. 000 "-' 420 3.0 2. 0 2.5 70 

年 420 r"-.J 210 3. 1 1. 7 2.5 81 

3 210 r"-.J 105 3.8 2.5 2.9 100 

月 105へJ 53 4. 9 3.4 2.8 91 

23 53 r"-.J 4. 7 3. 8 3. 1 110 

日 (平均) (3. 4) ( 2. 2 ) ( 2. 6 ) ( 82) 

表 3- 3 堆積土砂分析結果(堤小局舎怖)

四塩化炭嘉 Ca Fe V 
粒径 (μm)

抽出物質(刈 (% ) (%) (p pm) 

57 2. 000 "-' 420 O. 03 0.16 1. 7 

年 420 r"-.J 210 0.08 O. 40 2.1 

10 210 105 O. 18 0.36 3.8 

月 105 r"-.J 53 0.22 O. 32 3.7 

6 53 r"-.J O. 24 0.41 3.6 

日 (平均) (0. 07) (0. 25) (2. 2) 

58 2.000 r"-.J 420 1.2 0.68 2. 0 

年 420 r"-.J 210 1. 1 O. 58 1. 8 

3 210 r"-.J 105 2.2 1. 7 2.5 

月 105 r"-.J 53 3. 1 4.1 2. 5 

23 53 r"-.J 3.7 5. 1 3. 0 

日 (平均) (1. 8 ) (1. 7) (2. 2) 

堆積土砂の粒径別化学組成図を浮遊粉じんと同一項目

について作成した(図ー 5) 0 10月のパターンをみると

地点問・粒径別の差はあまりみとめられず，浮遊粉じん

のパターンとも一致しない。すなわち堆積土砂と浮遊粉

じんの起源は異なると思われる。 3月は地点はよりパタ

ーンが異なる。青森市役所前と青森保健所前は粒径によ

るパターンの相違はみとめられず，また浮遊粉じんのパ

ターンとも一致している。堤小局舎前は粒径が 2000から

210 (μm)の範囲では10月のパターンと一致しているが.

粒径が 210(μm )以下では浮遊紛じんのパターン比類似

してくる。このように交通量の多い地点では粒怪に関係

なく浮遊粉じんと同ーのパターンを示し同一起源と推定

されるが，住宅地の中l乙設定した地点は粒径はより起源

が異なり複雑である o

4 おわりに

今回の調査で青森市における道路粉じんの実態につい

てある陪度把握できたと考えられるが，浮遊f;)じんの粒

任別の把握，浮遊粉じん応対する各種発生源の寄与率の

推定等問題は残されており今後も調査する必要があるr

30 

57 

120 

110 

66 

(50) 

55 

66 

67 

75 

100 

(66 ) 
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1. 2 37 140 16 170 

1. 3 35 110 15 360 

1. 7 77 180 25 530 

1. 9 89 250 24 760 

2.2 82 340 24 940 

(1. 5) (55) (I70) (20) (430) 

2.0 25 130 37 490 

0.7 33 110 33 450 

1. 2 32 140 36 560 

1. 2 36 150 43 630 

1. 1 36 160 49 700 

(1. 0) (29) (130) (37) (510 ) 

Cd Pb Zn Ni Mn 
(ppm) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm) 

0.5 20 93 8. 8 260 

O. 6 24 100 10 360 

1. 1 38 190 17 480 

1.2 35 230 22 790 

1. 3 49 240 27 790 

(0. 6) (24) (110 ) (11 ) (350) 

0.7 12 67 28 360 

O. 7 12 56 22 290 

1. 0 34 83 26 410 

1. 3 41 130 36 550 

1. 3 48 170 47 680 

(0. 9) (24) (84) (28) (400) 

参考文献

1)高橋陽子ほか(1981) :スパイクタイヤによる大気

汚染と道路粉じんの実態調査.仙台市衛生試験所報，

第11号， 319"-' 356 

2) スパイクタイヤ装着地域における道路粉じん実態調

査報告書(1982 )宮城県公害技術センター
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表-4 堆積土砂中の各成分の相関係数行列

四塩化炭素
Ca Fe V Cd Pb Zn Mn 

抽出物質
Ni 

抽四塩出化物炭素質 * * * 0.875 -0.374 0.207 0.407 ー 0.293 -O. 187 。目 847 O. 144 

Ca 0.875 本** 一O.184 0.348 O. 461 -O. 140 -O. 028 0.898 0.333 

F e -0. 374 -O. 184 * * * O. 464 0.400 O. 759 O. 798 -O. 007 O. 597 

V O. 207 O. 348 O. 464 * *本 O. 109 O. 270 O. 579 0.539 0.424 

Cd O. 407 O. 461 0.400 O. 109 本** O. 326 O. 378 O. 481 O. 628 

P b -0.293 -O. 140 0.759 0.270 0.326 本** O. 624 -O. 069 0.404 

Z n -0. 187 -O. 028 0.798 0.579 O. 378 0.624 本** O. 155 O. 513 

Ni O. 847 0.898 -0.007 O. 539 O. 481 -O. 069 O. 155 * * * 0.412 

Mn 0.144 0.333 O. 597 0.424 O. 628 0.404 0.513 0.412 *本本

つムハ
h
U
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青森県における環境放射能調査について

三上ー 阿部征裕(1) 

村上淳子 (2) 嶋出雄介 (3)

はじめに 3 測定方法

当所では科学技術庁の委託を受けて，環境放射語調査

を行っている。これは一般にフォールアウト(放射性降

下物)調査といわれ，現在32都道府県が参画し，全国

における環境放射能レベルの動向を調査，監視してし唱。

全ベータ放射能については，科学技術庁編「放射能測

定法( 1963 ) J， I全ベータ放射能測定法(附和51年改

訂)Jに，牛乳中の1311については，同庁編「放射性ヨ

ウ素分析法( 1967 ) J I I Na 1 (TO )シンチレーショ

ンスペクトロメータ機器分析法(昭和49年)Jに各々従

った。空間線量率についてはNaI(Ts)シンチレーシ

ョンサーベイメータ陀より測定，モニタリングポストに

よる連続測定を行った。

今回，昭和50年 4月から 57年 3月までに得られた調査

結果をとりまとめたので報告する。

2 調査項目

雨水，上水，食品類(ホンダワフを含む)，海水，海

底土，士壌，空間線量率。 4 結 果

上水，食品類.海水，海底土，土壌の各種話料中の?

ベータ放射能濃度(合K)については表ー 11乙示す。

牛乳中の1311 については，平常時と中国核実験時の緊

急時l乙おける放射能濃度(合K)の範開を表-21乙示す。

表-1 各種試料中の全ベータ放射能濃度(合K ) 

平均値棟、倒扇.jf~
5 0 5 1 5 2 5 3 54 5 5 5 6 5 7 m+3σ 

( m )σ)  

5. 40 4. 92 6. 18 2. 53 1. 17 O. 98 5. 27 2. 54 

上 水|青森市 Ipci/必 3. 55 1. 91 9. 28 
5. 69 1. 42 4. 44 1. 90 2. 25 1. 00 5. 99 5. 16 

0.99 1.05 1.000.870.781.120.750.88 
日常食 I/1 Ipc i/g生 O. 94 O. 11 1. 27 

O. 78 O. 99 O. 96 1. 10 O. 93 O. 87 1. 16 O. 96 

が I1. 20 1. 11 1. 20 1. 33 1. 14 1. 31 1. 15 1. 24 

牛 乳 1/

大 根 l三戸町

キャベツ 1/

米 !弘前市

ホタテ|むつ 市

カレイ 1/

11 

〆ノ

1/ 

11 

1/ 

11 

ホンダワヲ|深浦町 1/

海 水|むつ市 Ipci/必

海底土I 1/ Ipci/官乾士

土 壌|青森市 ImcVkIA 
0"-'広明

5'"'-'20 
正宮町

1. 21 O. 10 1. 51 
1.19 1.53 1.18 1.13 1.22 1.24 1.08 1.23 

1. 75 1. 80 1. 72 1. 80 1. 84 1. 52 1. 49 1. 71 1. 70 O. 12 2. 06 

1. 48 1. 53 2. 16 2. 05 1. 59 2. 01 1. 75 1. 73 1..78 0刷 24 2. 50 

O. 66 O. 64 O. 68 O. 75 O. 56 O. 58 O. 62 O. 69 O. 64 O. 05 0目 79

2.382.532.381.962.202.082.48 1.472.180.323.14 

3. 06 2. 60 3. 26 2. 44 3. 11 3. 21 2. 78 2. 55 2. 87 O. 30 3. 77 

2. 33 4. 53 5. 62 

O. 62 1. 06 O. 79 

3. 43 1. 86 1. 99 

74. 51 42. 93 44. 42 

166.40 124. 74 123.74 

4. 87 8‘30 4. 19 1. 87 6. 52 4. 77 1. 96 10. 65 

0.97 1.03 1.160.73 1.060.920.171.43 

2.36 

14. 02 

46.28 

※ 
2. 41 O. 61 4. 24 

※※ 
14. 97 15. 13 14. 38 14. 62 O. 44 15. 94 

※ 
52.03 13.03 91. 12. 

※※ 
340. 77 322. 55 379. 20 371. 50 354. 52 353. 70 20. 51 415. 23 

67.71 
※ 

120. 64 35. 07 225. 85 
※※ 

1，悦治.品 1，αぬ.791，0国 15909. 24 1，185，64. 1，052.π 87. 56 1，祖5.45

(1情森県公害センター (2情森県衛生研究所

(3)医務薬務課

※冷塩酸抽出法による。

※※直接法による。

-63 
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Na 1 ( TO)シンチレーションサーベイメータ及びモニタ

1)ングポストによる空間線量率の測定結果を図-1 t乙ノJ~

す。モニタリングポストによる空間線量率は月間の最大

値，日間平均値の上値，月間の平均値，日間平均値の下

値及び月間の最小値である(図の上段)o 

雨水の全ベータ放射能濃度(定時採取による降雨毎，

pci/が，月間降下量 mc1/制)及ひ守降水量闘の測

定結果を図-2 t乙示す。雨水の全ベータ放射能濃度は月

間の最大値，平均値及び最小値である(図の上段)。

5 考察

表-1の各種試料中の全ベータ放射能濃度(含K )を

みた場合，上水，ホンダワラ等の一部の試料で測定値応

大きなノてヲツキがみられる。これを(m士3σ)でみて

みると， 51年度の牛乳(52. 2. 5採取.第21回中国核実験，

51. 11. 6 )を除いては(m土 3σ)値を越える値はな

く，他の測定値についても特に異常は認められない。

ホンダワラと他の生体試料を比べた場合，ホンダワラ

の測定値のバラツキが特に大きいが，ホンダワラ生体中

のカリウム含有量のパフツキに由来するものと思われる

(ホンダワラ生体中のカリウム含有量 1.17 '"'-' 10. 42 % ， 

r = O. 958. n = 8 )。これは試料採取後の前処理として

の水洗処理はより，ホンダワヲ生体中の成分が溶出する

ためではなし、かと思われる。

表-2 牛乳中の1311 (青森市)

さh弘 測定年度 放射能濃度 pcI/包)

5 0 負値'"'-'8.96 

平
5 1 負値

5 2 11 

5 3 負値'"'-'1.7 
常

負値'"'-'9. 1 5 4 

5 5 負値'"'-'0.3 
時

負値'"'-'4.7 5 6 

5 7 負値'"'-'1. 6 

第 19回 51. 9. 26 42. 53'"'-' 95. 27 
緊

第 22回 負値 '"'-' 196.9 52. 9.17 
急

第 23回 負値 '" 15. 8 53. 3.15 
時

第 25回 負値 '" 11. 3 53. 12.14 

表-2の牛乳中の1311の測定結果について，平常時と

中国核実験時の緊急時との聞に顕著な差が認められるの

は第四回及び第22固中国核実験時である。特』乙第22回中
ず(1)

国核実験時では 2""'3週間児及び影響がみられたかz 緊

急対策を発動するまでのレベルには至っていなし"1(緊急

対策発動の基準:乳幼児対象で生牛乳では 6，000pcし/O

以上，甲状腺の被曝が年間 1.5レムを越えないこと)。

図-1のモニタリングポストによる空間線量率測定結

果について，核実験前後の空間線量率の変動をみると，

核実験後 2"'4日後に上昇し数週間続く場合もあるが

(第19，26固 )，減少する場合もあり(第18，25回)
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一定していない。空間線量率の変動は気象は左右される

といわれており，凶-1にみる変動の大きさ，パターン

が季節毎に特異的 l乙現われていることは，冬期聞におけ

る気象条件の影響と思われる。

図-2の雨水(定時採取による降雨毎)の全ベータ放

射能濃度の測定結果については，平常時と中国核実験時

の緊急時とで顕著な差が見受けられるのは第 18. 19， 

22回核実験時で，比較的早い時期に上昇がみられる。こ

れらの放射能濃度は核実験後 3'"7日目の降水中で、最大

となり，それ以降 2'"'-'3週間で元のレベ Jレは復帰してい

る。ただし，第22回核実験では 2ヶ月に及び影響が認め

られる。第26回核実験(5咋 10月)は他のそれとは異な

っており，初期の放射能濃度はさほど高くないが，その

後 2'"'-'3ヶ月毎l乙放射能濃度のピークが現われ(55年11

月， 56年 2月 6月)，しかもピークのレベ、ルは順次高

くなり 6ヶ月以上の長期比及ぶ影響が認められた。

6 まとめ

環境放射能調査では人の被曝線量を推定する上からも，

更には緊急時に適切に対処するためにも，パックグラウ

ンドとしての平常時の放射能レベル，挙動を充分に把握

しておくことが重要であるロ今回，環境中の相対的な放

射能レベルを把握するため，各種試料中の全ベータ放射

能濃度，空間線量率を中心にとりまとめた。雨水，牛乳

中の1311等の一部の試料では核実験の影響が認められる

ものの，放射能レベルは安定なレベノレで、推移している。

同年10月以降，核実験が行われていないこともあり，現

在低レベルで、推移している。環境中でのより信頼できる

パックグラウンド値を把握するためにも，今後の調査は

以前にもまして任意が必要であろう。

参 考 文 献

阿部征裕，他，青森県における第22回中国核実験の影

響，あすをひらく，第12集， 1978。
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P C B 汚染調査結果一第5報ー

中村 稔 円子隆平※ 工藤英嗣※※

※現青森県環境衛生課 ※※現青森県消費生活センター

1 はじめに

ボリ塩化ビフェニール(P C B )は昭和47年に製造及

び使用が禁止され環境系への新たな放出は阻止されるに

至ったが，難分解性で，かつ食物連鎖による人畜への濃

縮と有害性が問題とされているため，当所では管内の公

共用水域，ゴミ焼却場及びゴミ埋立地等の水質と底質

について昭和48年度より調査を実施している。
)2)3)4) 

これらの調査結果については前報 までで54年

度分まで報告しているので， 55年以降， 57年度分までの

概要を報告する。

2 分析方法

水質は，環境庁告示による万法，また，底質は，昭和

50年度環境庁水質保全局底質調査万法によった。

3 分析結果

3-1 公共用水域

3 -1ー1 調査地点

水質は10河11111地点及び 1海域 5地点また底質は 6河

1116地点及び 2海域 7地点児ついて調査した。調査地点

は，図-1のとおりである。

3 - 1 - 2 河川|

水質の結果は，表-1 le示したとおりであり，いずれ

の地点においても検出されなかった。

底質については表ー210示しTこ。沖館/11沖館橋及乙相暗部

川下北橋において検出されたが，暫定除去基準の10rr:g/

kgを大巾は下まわる値であった。土淵川では和徳橋の地

点で昭和48年， 49年に O.1 /"-.J O. 2 mg/k g検出されたも

のの，本地長より下流の西田橋では今回の調査では検出さ

れなかった。また，堤川の河口付近に位置する石森橋地

点でも昭和48，49年に 0.1r'-.J O. 15 m~全g 検出されたが

以降検出されていない。

3 - 2 -2 湖沼海域

水質の結果を表-31乙示したが，いずれの地点、におい

ても検出されなかった。

底質については表-41乙示した。十三湖中央および，

陸奥湾堤川河口 1krn沖を除く 5地点で O.01 r'-.J O. 05 mg/ 

kgの範囲で検出された。

表-1 河川水調査結果

地点水 域
地点名採取年月日

番号河川名

55. 8. 29 

1 旧十川鎌谷橋 56. 9. 25 

57. 7. 8 

2 旧十川川山橋

3 蟹 田 川 蟹 田 橋

5

8
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2

1
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司
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7
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-
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P
O

門

t

一β
b
n
t

F

h

J

F

h

J

-

E

U

F

U

 

PCB 

(rng/t) 

< 0.0005 
く0.0005

く 0.0005

< 0.0005 
く 0.0005

< 0.0005 
< O. 0005 

55. 8. 28 < O. 0005 

4 土淵川西田橋 56. 8. 27 く 0.0005

57. 8. 17 < 0.0005 
55. 8. 28 く 0.0005

5 寺沢川日暮橋 56. 8. 27 < O. 0005 

57. 8. 18 く 0.0005

6 新城川新井田橋

7 沖館 111 沖館橋

8 堤 川甲田橋

1 1 田名部川下北橋

1 2 新田名部川 むつ大橋

1 3 大畑川上大畑橋

56. 10. 22 

57. 7. 15 

55. 10. 20 

56. 10. 22 

57. 7. 15 

55. 10. 21 

56. 10. 21 

57. 7. 13 

55. 9. 8 

56. 7. 6 

57. 7. 28 

56. 7. 6 

57. 7. 28 

55. 9. 8 

56. 7. 6 

57. 7. 28 

く O.0005 

く 0.0005

< O. 0005 

く 0.0005

< 0.0005 
< 0.0005 
< 0.0005 
< 0.0005 
く 0.0005

< 0.0005 
く 0.0005

< O. 0005 

< 0.0005 
く 0.0005

< 0.0005 
< 0.0005 
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表一 2 河川底質調査結果

地第点水 域
号河川名地点名採取年月日

55. 8. 28 

4 土淵川 西田橋 56. 8.27 

57. 8. 17 

56. 8. 6 
6 新城川新井田橋

57. 7. 15 

55. 8. 20 

7 沖館川沖館橋 56. 8. 6 

57. 7.15 

55. 7. 4 

9 堤 川石森橋 56. 7.29 

57. 7. 15 

55. 8. 12 

1 0 野辺地川野辺地橋 56. 8. 4 

57. 9.21 

55. 7.29 

1 1 田名部川下北橋 56. 7. 6 

57. 7. 28 

表 -3 湖沼海域水質調査結果

苦言湖沼海域 名 地 長 名 採取年月日

55. 6. 20 

1 7 
陸 堤川河口

奥湾 1 km沖
56. 6. 12 

57. 6. 14 

55. 6.20 

1 8 
青森港

1/ 56. 6. 12 
中 央

57. 6. 14 

55. 6. 20 

1 9 11 中 央 56. 6. 12 

57. 6.14 

55. 6. 20 

2 0 
野辺地湾

λy 56. 6. 12 
中 央

57. 6. 14 

55. 6. 20 

2 2 
大湊湾

1/ 56. 6. 12 
中 央

57. 6. 14 

PCB 
(略/同)

く 0.01

く 0.01

< 0.01 
< O. 01 

< 0.01 
0.03 

0.34 

0.05 

く0.01

く0.01

く0.01

< 0.01 
く0.01

く0.01

0.01 

0.02 

く0.01

PCB 
(昭/O)

く0.0005

く0.0005

< 0.0005 
< 0.0005 
く0.0005

く0.0005

< 0.0005 
く0.0005

く 0.0005

< O. 0005 

< O. 0005 
く 0.0005

く 0.0005

< O. 0005 

く 0.0005
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表-4 湖沼海域底質調査結果

地点湖沼海域名 PCB 
番号 地点名採取年月日(噌/O)

1 4 

1 5 

1 6 

1 7 

2 1 

2 3 

2 4 

55. 8. 22 く 0.01

十三湖中 央 56. 8. 19 < O. 01 

57. 8. 4 < 0.01 
55. 9. 2 < O. 01 

陸奥湾青森港困 56. 6. 12 0.01 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

57. 6. 14 0.01 

55. 9. 2 0.02 

青森港関 56. 6. 12 0.04 

堤川河口

1 km沖

野辺地港

大湊港

(芦崎)

大凄港

(田名部

河口)

57. 6. 14 0.05 

55. 9. 2 く0.01

56. 6. 12 < 0.01 
57. 6. 14 < 0.01 
55. 9. 2 0.01 

56. 6. 12 く0.01

57. 6. 14 0.01 

55. 9. 2 0.02 

56. 6. 12 0.04 

57. 6. 14 0.05 

55. 9. 2 0.01 

56. 6. 12 0.02 

57. 6. 14 0.02 

⑨水質及び!底質調査地点
.底質調査地点
。水質調査地点

佃図中番号は各表中の地点番号と同一

図-1 公共用水域PCB調査地点図
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3-2 ゴミ焼却場及びゴミ埋立地

3 - 2 - 1 ゴミ焼却場

表-51C排水と排水路底質の結果をノ示した。排水から

は検出きれなかったが， 1.底質では 4焼却場で、0.04"-'O. 22 

mg/kgの範囲で検出された。

3 - 2 - 2 ゴミ理立地

表-61乙浸出水と底泥の結果を示した。浸出水では検

出きれなかったが，底泥のうち 3理立地で O.01 "-' O. 03 

表-5 ゴミ焼却場の排水と排水路底質

名 称 所在地 採取年月日

南部焼却場 弘前市 55. 11. 5 

56. 11. 4 

弘前市中央清掃センター 弘前市 57. 9. 29 

高瀬清掃工場 五所川原市 55. 11. 5 

蟹団地区ごみ処理場 蟹田 町 55. 11. 25 

梨の木清掃センター 青森市 56. 11. 4 

二内清掃センター 青森市 57. 9. 29 

むつ市清掃センター むつ市 57. 11. 1 

表-6 ゴミ埋立地の浸出水と底泥

名 称 明在地 採取年月日

弘前市大石埋立地 弘前前市 57. 9. 29 

岩木町埋立地 岩木町 56. 11. 4 

野里埋立地 五所川原市 56. 11. 4 

双葉埋立地 板柳町 55. 11.25 

蟹団地区埋立処分場 蟹田町 55. 11. 25 

熊沢埋立地 青森市 56. 11. 4 

荒川埋立地 むつ市 57. 11. 1 

4 ま と め

水質については全調査地点で不検出であったが，底質

及び底泥では公共用水域，ゴミ焼却場さらにゴミ埋立地

児おいて低濃度ではあるが PCBが検出された。

また，昭和57年度の食品調査5)によると本県の魚介類

の一部に低濃度のPCBが検出されたと報告されてし泊。

このように， P C Bの製造及び使用が昭和47年に禁止

されたものの現在なお環境中広検出されていることから

未回収分の環境系への放出による汚染も考えられ，今後

も調査の継続が必要である。

mg/kgの範囲で検出された。これらの埋立地浸出水は

最終的に十三湖へ流入する。十三湖の中央部では今白]の

調査では定量下限値以下であったが，こん跡程度認めら

れたことと，昭和51年の調査で O目 01mg/kg検出されて

し、ることから，調査の継続が必要である。

P C B 

排水 (mg/O) 排水路底質(噌/kg)

く O.0005 0.04 

く O.0005 O. 07 

く O.0005 く O.01 

O. 17 

く O.0005 O. 22 

く O.0005 O. 15 

く O.0005 く O.01 

く O.0005 

P C B 

浸出水(昭/O) 排水路底泥(昭/kg)

く 0.0005 0.03 

く 0.0005 0.01 

く 0.0005 0.01 

く O.0005 く 0.01

く 0.0005 く 0.01

く 0.0005 < O. 01 

く O.01 
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有害化学物質汚染調査

工藤 健 工 藤 英 嗣 ※ メミ
-， [g[己※※

※現青森県消費生活センター ※※現青森県工業試験場

はじめに

我1過における化学物質による環境汚染は PCB問題を

契機l乙顕庄化し，以来今日まで数多くの化学物質l乙関す

る調査研究が進められて来た。

本県においては，化学物質による環境汚染が問題化す

るには至っていないものの，状況を把握すべく昭和54年

度から若干の化学物質について調査を行ったので、報告す

る。

2 調査内容

2ー l 調査物質

O モリネー卜

O ドリン剤

アlレドリン，ディ lレドリン，エンドリン

O 界面活性剤(L A S ) 

O フタル酸エステ jレ

ジブチlレエステJレ(D B P ) 

ジエチlレヘキシルエステlレ(D 0 P ) 

2-2 調査試料

水質 46検体底質 6検体

2-3 調査水域

調査水域を図 1I乙示す。

岩木111(水質10) 土淵111(水質 8) 

沖館111(水質11，底質 1) 堤 111 C水質5，底質1) 

青森港(水質 6，底質 2) 大湊湾(水質6，底質2)

3 分析方法

化学物質環境調査分析万法(環境庁編)に準拠。

4 調査結果

4-1 モリネート

モリネートについては堤1112地点，岩木1112地点，沖

館1112地点及び土淵JI12地点で測定を行った。その結果

は表-1のとおり全ての地点で 0.001m砂/f;以下であっ

fこ。

1.津軽大橋
2.乾橋
3.西田橋

4 笹森橋
E 沖館橋

6.三内橋

表-1 

調査水域

堤 JII 

岩木川

沖館川

土淵川
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7.石森橋
8筒井橋

9.青森港開
10.堤川河口 1km沖
11.大湊湾中央

12.大湊港芦崎

図-1 調査水域

ー-

J"， ，-，.r'" 

モリネー卜の測定結果(水質)

調査地点採取年月日 測定値Cmg/O)

筒井橋 54. 6. 12 < 0.001 

石森橋 月ゾ < 0.001 

乾 橋 54. 6. 13 く O.001 

1/ 55. 6. 23 く 0.001

津軽大橋 54. 6目 13 <0目 001

/ノ 55. 6. 23 < 0.001 

二内橋 55. 6. 12 く O.001 

沖館橋 1/ く O.001 

笹森橋 55. 6. 9 く 0.001

西田橋 /ノ く O目 001
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4-2 L A S 

界面活性剤(L A S )については堤1111地点，岩木111，

沖館111，土淵111，青森港及び大湊湾の各 2地点で測定を

行った。その結果は表-2のとおり，沖館111の沖館橋地

点では昭和55年度が o.42昭/t， 56年度が 0.38略匂，

土淵川の西田橋地点で 0.24時/必の値を示している。そ

の他の地点では全て 0.01昭/t以下であった。

表 -2 LASの測定結果(水質)

調査水域調査地点採取年月日測定値(昭Vt)
堤 111 石森橋 56. 7. 29 < 0.01 

岩木川
乾 橋 55. 9. 25 く 0.01

津軽大橋 55. 9. 26 < 0.01 

三内橋 55. 10. 21 < 0.01 

沖館川 沖館橋 55. 10.20 0.42 

11 56. 7.30 0.38 

土淵川 笹森橋 55. 10. 23 < 0.01 

西田橋 11 0.24 

東 56. 7. 28 < 0.01 

青森港 堤11阿口1kn仲 " < 0.01 

大湊湾中 央 11 < 0.01 

大 湊港 芦 崎 11 < 0.01 

表 -3 ドリン剤の測定結果

4-3 ドリン剤

ドリン剤については堤川の石森橋，沖館川の沖館橋，

青森港の東地区，堤川河口，大湊湾の中央部，芦崎で水

質及び底質を採取し，アJレドリン，ディルドリン及びエ

ンドリンの測定を行った。その結果は表~3のとおりであ

る。

水質についてはいずれの地点でもアJレドリン，ディ jレ

ドリン及びエンドリンについて 0.001略/t以下であっ

Tこ。

底質についても同様に o.01略 /kg以下であった。

調査水域 調査地点 検体名 採取年月日 測定値(水質mg/t，底質mg/kg)
アルドリンディルドリン エンドリン

石森橋 水 質 56. 7.29 く 0.001 く O.001 く O.001 

堤 111 11 11 57. 7.15 < O. 001 < O. 001 < o. 001 

が 底質 が く 0.01 < 0.01 < 0.01 

沖館橋 水 質 56. 7. 30 < 0.001 < O. 001 < O. 001 

沖館川 11 11 57. 7. 15 < O. 001 < O. 001 < O. 001 

グ 底質 11 <0.01 < 0.01 < 0.01 

東 水質 56. 7.28 < 0.001 < O. 001 く 0.001

11 11 57. 6. 14 く 0.001 く O.001 < O. 001 

青森港 底 質 グ <0.01 < 0.01 < 0.01 

場I阿口 1kn仲 水 質 56. 7.28 く O.001 < O. 001 < O. 001 

11 11 57. 6. 14 < O. 001 < O. 001 < O. 001 

グ 底 質 11 <0.01 く0.01<0.01

中央水質 56. 7.却 < 0.001 くO.ω1 く 0.001

大湊湾 11 11 57. 6. 14 < O. 001 くO.001 く 0.001

グ 底 質 11 <0.01 く0.01<0.01

芦 崎水 質 56. 7.却<0.001 くO.001 < O. 001 

大湊港 M グ 57. 6. 14 < 0.001 < O.ω1 < O. 001 

H 底 質 グ < O. 01 < O. 01 < O. 01 

-70-



4-4 フタル酸エステル

ジブチルエステJレ(D B P )及びジエチlレへキシJレエ

ステ Jレ(D 0 P )については岩木/[12地点，沖館1112地

点，土淵1112地点で水質について測定を行った。

その結果は表-4のとおり，岩木川の乾橋でDBPが

0.0015昭/o，DOPが 0.018昭/Oを示した。その

他の地点では， DBPについては 0.0005以下"--"-0.0009，D 

OP  についてはO.000511恵/P以下であった。

青森県公害調査事務所所報 5， 1983 

5 まとめ

調査は比較的汚染のすすんでいると思われる水域につ

いて行われたにもかかわらず，モリネート及びドリン剤

については調査したすべての水域で・定量下限値以下で、あ

り， L AS及びフタ Jレ酸エステルについても一部検出さ

れた水域はあるものの微量である。

以上のことから，これまで調査した化学物質による本

県における環境汚染は低レベルで、あると判断されるが，

今後は他の化学物質についての調査も行う必要があると

思われる。

表-4 フタノレ酸エステルの測定結果(水質)

調査水域 調査地点、 採取年月日 D B P(略/必) DO  P(mg/ρ 

乾 橋 55. 10. 17 O. 0015 0.0018 
石ι"-' 木 JlI 

津軽大橋 1/ O. 0006 く 0.0005

一 内 橋 55. 10.21 < 0.0005 く 0.0005

沖 館 11¥ 
沖 館 橋 55. 10. 20 O. 0009 < O. 0005 

笹 フ問に 橋 55. 10.23 O. 0009 く 0.0005

土 淵 11¥ 
西 田 橋 1/ く0.0005 < O. 0005 
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休廃止鉱山周辺地域における環境汚染調査結果

中津軽郡西目屋村砂子瀬地区一一

1 はじめに

稼行を休止あるいは塘止レた鉱山 "'l'わゆる休廃止鉱

山'の周辺地域においては，重金属等による環境汚染が

問題となる事例がある。

本l誌においても，上北郡天間林村坪川流域の一部地区

で銅による土壌汚染が，又，下北郡川内町宿野部地域 2) 

で銅及び枇素lとよる土壌汚染が，それぞれ発生し明要の

対策が講じられてきたところである。

当所では，かつて銅，鉛，亜鉛及び硫化鉄を産出し，

現存Eは廃止された尾太鉱山が所庄する岩木川仁流の中津

軽郡西目屋村砂子瀬地区における環境汚染状況を把握す

るため，水質，底質，農用地土壌，玄米等の諸調査を行

ってきた。

そこで，著者らは，これらの調査結栗について若干の

解析を行ったので報告する。

岩

木

'111 

ι一一一一木戸ケ沢

，尾え岳 うと尾末鉱山

...--

r~'へ/
ノ

/ 

図-1 中津軽郡西目屋村砂子瀬地区位置図

A 
寸 中村

工藤

稔、

健

子

夫

玖

哲
出

村

平

中

俊夫

高井秀子

2 調査地域の概要

2ーl 地域の概要

西目屋村砂子瀬地区は図-1のとおり，岩木川の最上

流l乙位置しており，南方 8kmの地点l乙尾太岳(1. 083. 4 

m )カ三ある。

この地域は，安山岩や石英組面岩の貫入l乙伴う鉱山が

多く， 1950年(昭和 25年))頃は尾太岳から半径 4km内

は17鉱区2甑山が存在する 鉱山地帯である。

この尾太岳の東側斜面の湯の沢111の深いU字谷l乙面し

た谷底l乙，本県最古の銅山である尾太鉱山がある。

乙の地区には，湯の沢川の他民木戸ケ沢，目屋夕、、ム及

び岩木川があり，これらの諸元は表-1のとおりで、ある。

表-1 湯の沢川等の諸元

河 I11名 諸 7c 

湯の沢111 中津軽郡西目屋村と秋田県

境の尻高森山のふもとに発

し，目屋ダムまで流れる河

川 流路延長 13.1 km 

流域面積 40. 4 kni 

木戸ケ沢 湯の沢川の東側l乙位置し，

寒沢山( 724. 2 m )付近に

発し，白屋ダムまで流れる

河川

目屋ダム 岩木川の中津軽郡西目屋村

に建設されたダム 貯水量

3. 900万d，美山湖と呼ば

れている

岩木川中津軽郡西目屋村雁森岳

( 987 m )に源を発し，十

三湖を経て日本海へ流入す

る一級河I11

流路延長 101. 6 km 

(本I11) 

流域面積 2， 543. 7 km 

つ白
内

i



2-2 尾太鉱山の概要

2 -2 -1 鉱山活動の状況

尾太鉱山の沿革は表ー 2のとおりである。

同鉱山の歴史は古く，約 1，170年前の 807年(大lrij2 

年)I乙発見され，津軽藩がその経営にあたった。

特I乙，慶長年間( 1596r'-/ 1614年)，第 3代藩主であ

る信義の時代に盛んに稼付された。明治維新後は，鉱業

権が転々として稼行，休止を繰り返したが， 1952年(昭

和27年)から尾富鉱業が本格的l乙開発し，稼行した。

尾富鉱業の操業は 1971年(昭和 46年)頃最盛期を迎

え，粗鉱生産量が年間36万 tとなり，我が固有数の鉱山

lと発展した。

しかし，その後鉱量の枯渇児伴い産出量が年々減少す

る一方，市況の悪化と相いまって 1978年(昭和 53年)

8月比休山，翌年に閉山となった。

この間，約 450万 tの粗鉱を産出しており，品位は銅

が O.30 r'-/ O. 58 % ，鉛が1.02 ~ 2. 09 %，亜鉛が 2.66 r'-/ 

表 -2 尾太鉱山の沿革

青森県公害調査事務所所報 5， 1983 

4.19 %，硫黄が 4.6 r'-/ 10. 28 %であった。

採掘した粕鉱は鉱山内の砂子瀬選鉱場で比重選鉱をけ

い精鉱とし，製錬所へ送られていた。

したがって，当時は，坑内水，耕捨場の浸透水，選鉱

廃水，選鉱廃f宰ダム廃水の 4つの廃水が排出されてし寸こ。

昭和53年当時，上 8，上 6( 2ケ所)，上 4，上 3， 

上 2，本坑， ド3，下 6，下 7の10ケ所の坑けがあった。

坑内水の水量は，上部坑水が O.7 --...， 1. 5 m'/分，下部

坑;J<.が 7.5 r'-/ 11. 0 ml/分，下 3坑坑水が O.6 ~ O. 8 m' 

/分であった。

これらの廃水は集水された後に，石灰処理が行われ，

渇の沢I11へ放流されていた。

又，選鉱場の廃水は，処理排水が1.0 m'/分，雑水が

0.6 ma/分，坑水沈殿物が 2.0 ~ 3. 0 m'/分であ勺た。

この廃水は PH調整の後，木再ケ沢へ放流されていた。

操業当時の坑内水等の処理系統は，凶-2のとおりで

ある。

~ξ， 

廿年

大同 2年西暦 807年

慶長 3年 11 1598年

明治維新 11 1868年

昭和 6年

11 10年，-..，..，17年

11 18年'-"""25年

庁 25年10月r'-/2咋 1月

11 27年 2月

11 29年 9月

が 31年11月

11 35年 9月

11 39年 9月

11 39年 3月

11 41年10月

11 41年12月

11 45年10月

11 46年11月

11 46年12月

11 48年 6月

11 54年 8月

内

(発見約 1170年前)

津軽藩主 3代信義公時代l乙盛んに稼付された

維新の変動に際し休山となる

東京人高木某が本鉱山の総合開発を企画 付近鉱区の整理統合に努めた

粗鉱 3，000 t含銅硫化精鉱 70t産出，発盛.尾去沢，小坂l乙売鉱した

経営不振のため鉱業佐は帝国鉱業.大正製薬，新興産金，日新興業，津軽鉱業滝の沢銅山，

東北金山件対等を転々した

赤山鉱山側が買収

尾富鉱業側の設立に伴い買収

総合開発計画に基き処理 150t浮選場新設工事完成

32年 9月より月処理 7，500 tの操業を開始した

隣接木戸ケ沢l乙第 3号廃f宰堆積場新設工事完成

下七坑選鉱場新設工事完成，月処理 13.000 tとなる

上八坑~下七坑聞の斜坑完成

ド七坑選鉱場重選起業完成，月処理 20，000 tとなる

月処理 22.500 t に増加

選鉱廃津を砂子瀬~本山間マ Jレスポンプによる流体輪送設備完成

月処理 23，200 ~ 27， 000 t 

坑内水処理施設として沈澱槽設置

月処理 29，000，-..，..， 30， 000 t 

坑内水処理施設として沈澱槽 1基増設

木田ケ沢捨石堆積場かん止堤嵩上げ工事完成

月処理 32，000 ~ 34， 000 t 

坑排水処理沈降槽一基増設

月処理 14，000 ，-..，..， 10， 500 t 

鉱量枯渇のため閉山

円ぺ
U
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表-3 年間組鉱量生産実績

年度
年間粗鉱量 品 位

(千トン) A u ( g ) Ag(g) Cu (%) Pb (%) Zn (%) S (%) 

3 9 244 0.1 31 0.58 1. 27 3. 26 9.25 

4 0 255 0.1 31 O. 56 1. 27 3.33 10.28 

4 1 265 0.05 28 O. 53 1. 12 3.08 9.96 

4 2 255 O. 1 30 0.48 1. 19 3.10 9. 83 

4 3 284 0.1 27 O. 47 1. 25 2.90 9.29 

4 4 308 0.1 23 0.43 1.14 2.80 8.39 

4 5 326 O. 1 25 O. 45 1. 02 2.96 8. 57 

4 6 363 0.1 27 0.46 1.05 2. 66 8.65 

4 7 363 O. 1 28 O. 44 1. 09 2.67 7.94 

4 8 187 0.1 27 O. 45 1. 20 2.87 8.20 

4 9 168 O. 1 22 0.32 1. 23 3. 47 8.71 

5 0 151 O. 1 23 0.40 1. 29 3. 32 8.54 

5 1 117 0.1 26 O. 50 1. 36 3.50 8.79 

5 2 118 0.2 18 0.30 1. 26 3. 27 4.60 

5 3 45 0.4 22 0.34 2.09 4. 19 4.80 

湯の沢1/1

※消石灰使用量 111 t/伺

図-2 廃水処理系統(操業当時)

2 -2ー2 休廃止後の状況

休廃止された屠太鉱山の坑口，坑道，坑廃水処理系統

等の概略図は，圏一 3のとおりである。

坑口は，バルブ、の設置，耐圧密閉等の措置が講じられ，

又，坑道， ~井堆積場，沈澱池等の胞設も，昭和54年度の

時点で，鉱害防止工事が全て完了している。又，木戸ケ

沢ダムは，堤体の法面児約17千dの覆土， 36千m
2の植栽

が行われる等保全対策が講ぜられている。

坑内水は，下 3坑.下 7坑，滝の沢坑及び厚羅沢坑の

4つの坑口で、確認されている。これらの坑内水は，尾太

岳のふもとに設置されている廃水処理施設で， 現在も

処理が継続されている。

坑内水の処理状況は，次のとおりである。(図-4 ) 

(1) 坑内水

下 7坑道で耐圧密閉された坑内水は，坑外l乙導水さ

れ，一次損附害児導き， PH自動制御装置により消石

灰を投入して中和反応を行い，二次損持槽で，凝集沈降

剤を添加後，各沈降槽に導入する。

乙乙で浮遊物及び金属イオンの中和反応生成物を凝集

沈降させ，沈降槽の上澄水は，本山放水地点(図- 3 

の②の地点)から，湯の沢IIH乙放流し，沈澱物は木戸ケ

沢捨石たい積場l乙流送されている。

(2) 木戸ケ沢捨石たい積場蕗水

本山沈降槽より流送された沈澱物は，旧砂子瀬選鉱

場で中継，ここで更に消石灰を加え，マルスポンプで

たい積場に流送し，自然曝気により，堤体内に放流さ

れている。

沈澱物は沈降たい積され，上澄水は尺八よりオーバ

ーフローし，本流暗渠を経由して出口(図ー 3 の④

の地点)より排出されている。
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ゆーーヤ

図-3 尾太鉱山概略図

PH自動制御

撹はん糟
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第 3沈降槽
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下 7坑口排水

PH自動制御
干
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沈降槽

↓ 
|↓  

of でん物

。匂ワーマンポンプ

30mfシックナー 1
揚泥ポンプ L-225マJv7..オヤプ

木戸将来たい積場

図-4 坑水処理系統図(現在)
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3 調査方法

3-1 対象期間

原則として，昭和47年度から57年度までの11年間のデ

ータ7)12)を収集した。

3-2 対象地点

対象地点は，図-5のとおりである a

3-3 対象項目

水質:P H. S S.カドミウム，鉛，ひ素，銅，亜鉛，

溶解性鉄，溶解性マンガン

底質:カドミウム，鉛，ひ素，銅，亜鉛，鉄，マンカ、ン

水田土壌;カドミウム，銅，ひ素

玄米:カドミウム

t易の沢川地先

¥ 

砂子頗橋

l坊の(沢橋

木戸ゲ沢地先

訪の似11¥

!毛太鉱山、

ぬ 4ロ

岩木川

出の尻橘

0 7)<百・底質凋丘地点

口 tl主・玄米調査地点

図ー 5 調査地点図
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4 結果及び考察

4， -1  坑内水の状況

坑内水の水質は，表-4のとおりである。

坑内水(下 3坑)の水量は， 1. 1 rn8/ 分程度で，水質

は， PHが 3.0 "-' 3. 7で， Cdが o.42 "-' 1. 4噌/O，

Pbがo.45 rv  1昭/O，Asが o.001 rv  O. 002噌/O，

so~ーが 1300 昭/必等となっている。 Zn は， 120'"'-'440 

昭/必であり， Cuの 2.9'"'-'8.8昭/Ol乙比べてはるか

に高い濃度を示している。

これは，坑内水中では，異種硫化鉱物問民生ずる電位

表-4 坑内水の状況

青森県公害調査事務所所報 5， 1983 

差により，亜熱の溶解が促進され，銅の前解が抑制され

るカ〉らである。

乙れらの坑内水は，処理後，本山放水点からi君の沢JII

へ排出されており，水質は， PHが 6.6'"'-'8. 3， SSが

10'"'-'18mg/O， Cdが<O. 001 '"'-' O. 010昭 /O，Pbが

く 0.01昭/o， Cuが 0.042昭/必， Z n O. 21 '"'-' 4. 6 

噌/ o， Feが 0.03'"'-'0.05 mg/o， Mnが2.1~18mg/Ø等

となっており，排水基準に概ね適合している。木片ケ沢

ダムオーバフロー及び木戸ケ沢ダム暗渠出口の排水もlfi]

様 Il:.，排水基準に概ね適合している。

調査年月日
SS Cd Pb As T-Hg Cu Zn Fe Mn Cr SO~ 

PH 時忽)(時包)(時~)(J暗匂)(時包)(略匂)(時匂)(時~)(時匂)(時忽)(時包)

坑内 原 水 55. 12. 1 6. 4 33 0.12 O. 04<0. 001(0. 0005 0.20 87 2.0 180 くよO.02 

(下 7) 57. 1. 28 6. 4 O. 088 o. 02<0. 001 - 0.060 63 0.05 1， 300 

53. 11. 22 3.0 68 1. 4 1. 0 - 8.8 440 75 390 
坑内原水

(下 3 ) 
55. 12. 1 3. 7 6 O. 64 1. 0 O. OO~O. 0005 2.9 220 170 280 <0. 02 

57. 1. 28 3. 0 O. 42 O. 45 O. 001 一7.6 120 22 1， 300 

53. 11. 21 6.6 18 o. 010 <0. 01 - 0.042 4. 6 0.03 18 

本山放水点 54. 9. 11 8. 3 10 <0.001くる.01 - 0.016 O. 21 0.05 2. 1 一
57. 1. 28 6. 7 O. 001 <0. 01 <0. 001 - 0.011 0.31<0.05 900 

木戸ケ沢 53. 11. 20 7. 1 く 1 0.036 く~O. 01 - 0.005 2. 8 0.04 37 

ダ ム 55. 12. 1 11.1 9 <0. 001 <0. 01くQ.001<0.0005<0.005 0.16<0.05く0.02<0.02

オーノ，:.-フロー 57. 1. 28 10 ーくO.001く0.01<0. 001 ーくQ.005O. 01 <0.05 170 

53. 11. 22 6. 9 13 O. 007 O. 07 - 0.020 2. 3 0.10 11 一
木戸ケ沢夕、、 54. 9. 11 9. 2 39 く0.001<0.03 - 0.008 1. 2 <0.05 3. 7 

ム暗渠出口 55. 12. 1 9. 1 13 <0. 001 O. 05<0. 001<0. 0005 0.013 1. 0 <0.05 4.0く0.02

57. 2. 28 7.4 O. 002 O. 06<0. 001 

4， -2 河川水等

4ー2-1 経年変化

渇の沢JlI，木戸ケ沢，目屋ダム及び岩木川の昭和47年

から昭和 57年までの水質の経年変化は， 表-5 

のとおりである。項目別の水質は次のとおりである。

PH;木戸ケ沢で 6.9'"'-'8.0 ，岩木川の高野橋で 7.2'"'-'

8.0を示しているが，その他の地点では，ほぼ 7

前後で変動も小さい。

SS;湯の沢川の湯の沢橋で 2'"'"'44昭/O，木戸ケ沢の

木同ケ沢橋で 8"-'40昭/o，目屋ダムでもほぼ同

程度の値を示している。又，岩木川の高野橋が10

'"'-'78昭/Oと変動の巾が大きい。

Cd 湯の沢橋で 0.005mg/ o (昭和48年)を示したほ

77-

- 0.017 1. 6 <0.05 370 

かは，ほぼ検出限界に近い値で推移している。

P b ; :木日ケ沢1需において 0.15mg/ o (昭和 48年)で

環境基準(O. 1昭/O)を超えたが，ここ数年は

O. 01 '"'"' O. 04 mg/必と安定している。その他の地

点については，同基準をすべて下回っている。

As 全地点で O.001 '"'-' O. 004昭/Oの範囲内で環境基

準(O. 05噌/必)を下凪っているo

Cu 木戸ケ沢橋で、昭和47年から昭和50年にかけて0.04

'"'-' O. 28噌/O，湯の沢橋で昭和47年から昭和49

年にかけて 0.05'"'-'0.08昭/O，昭和 53年0.025

mg/必となっている。

Z n 湯の沢橋で、昭和48年1.0昭/O，昭和49年 0.83

昭/O，木戸ケ沢橋で昭和49年から昭和51年まで
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。目 58~ O. 96 mg/ o ，昭和53年 O.98昭/O， 昭

和57年 0.97mg/必の値が検出されている。

F e 砂子瀬橋の昭平日48年 2.3昭/Oが最高値であるが，

その他は O.1 ~ 1. 7 mg/必の範囲である。

Mn 木戸ケ沢橋の昭和53年 5.0mg/ oが最高値である

が，その他は O.02~ 4.7略/Oの範囲である。
，-

SO~4; 木同ケ沢橋の54年度 280 略/Øが最高値である。

その他は， 10 ~ 190昭/必の範囲内にある。

以上のとおり，岩木川の田の尻橋及び高野橋，白屋ダ

ムの 3地点では，環境基準に適合しており，特l乙，問題

となる値は見られなかった。

最近，生物によって環境の状態あるいは，環境を構成

する要菜の状況を測定する調査が行われている。乙のよ

うな生物を指標とする調査は，生物の存在そのものが，

表 -5 水質の経年変化(平均値)

環境の総合的結呆であること，その時点の生物の存在が

過去の環境要素の変化を集積してきた結果である乙とな

どの点で，化学的・物理的分析の持つ一過性を補いうる

性格を持つためである。 F

6).7) 
岩木川上流及び湯の沢JIIについて，生物調査の報告'

がある。これによると岩木川の村市， JII辺付近では，底

棲動物の現存量(図-7 )が増加する傾向を示し，水質

は清測な状況を維持している。

しかし，湯の沢川下流では，生物の現存量も少な<， 

Baet is sp が全体の 91~ 93 %で優占種となってい

る。コカゲロウ Baetis sppは重金属汚染の河川でよ

く出現すると報告8)されている。湯の沢川では，重金属

濃度が低下しつつあるものの，生物学的l乙は，汚染が継

続されているものと判断される。

調査地点年度
SS Cd Pb As Cu Zn Fe Mn so? 

PH C溶解性J 1]容解性〕
(mg/ι) (mg/ O) (mg/必) (mg/O) (mg/O) (mg/O) (mg/O) (mg/O) (mg/O) 

勺

a

o

o

Q

u

h

U

刈込

z

a

'

a

u
，

F
b

1

2

3

4

5

6

7

-

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

-

5

7

-

4

5

6

 

5

5

5

5

5

5

5

-

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

一
5

5

一5
5

5

橋

川

惜

別

沢

流

出

流

川

沢

刊

沢

一

円

ヶ

ケ

一

上

仰

の

の

ヶ

同

日

一

同

一

沢

の

一

同

木

木

上

木

一

の

号

湯

(

一

木

(

莞

(

一

※

湯

引

5 7 

9

7

9

1

1

1

9

2

2

0

1

一1
9

0

2

1

2

1

0

4

ハ

b

p

o

p

b

円

d

門

t

司

d

p

O

門

i

n

t

ヴ

e

勺

a
-
n
i
n
b

弓

d

円

t

円

i

弓

4

勺

a

Q

u

n

t

qδ

ハ

ヨ

唱

A

n

u

唱
E
a
-
-
E
A

唱
E
A

唱
E
A

O. 003 O. 04 O. 001 O. 05 

O. 005 O. 04 O. 001 O. 06 

O. 004 O. 02 < O. 001 O. 08 

O. 002 O. 02 O. 001 O. 02 

1.0 1.0 

O. 83 O. 8 

0.49 O. 6 

O. 31 O. 4 
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17 く0.001 く O.01 O. 001 O. 006 O. 25 O. 1 

7.0 3 

6.9 < 1 

0.003 く 0.01 く O.001 く O.005 1. 5 くO.1 

O. 003 < 0.01 く O.001 < O. 005 1. 3 O. 1 

1. 6 

5.0 

0.71 280 

2. 6 110 

7. 1 26 O. 001 O. 03 O. 001 O. 011 O. 39 O. 1 1. 9 100 
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-78-
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調査地点年度 PH 
SS Cd Pb As Cu Zn Fe Mn so:-

〔溶解性JQ容解性〕
(mg/O) (mg/O) Cmg/O) Cmg/O) (mg/O) (mg/O) (mg/O) (mg/O) (時包)
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12 、ーι80. 9圃

11 

10 

現
存 I79.6 u 

戸製

S t 

圃

A 

S t 1岩木川村市
2 11 JII辺
3木戸ケ沢
4湯の沢川尾太鉱山
5 11 11 

6湯の沢JII支流
7湯の沢JIl 採鉱場上流

図ー 7 尾太鉱山周辺水域に係る底棲動物現存量

表-6 項目聞の相関係数

PH Cu S S Z n 

ど1

司

• 
A 

7 

4 -2 -2 項目聞の相関

PH， SS， SO~~ Pb， CU， Zn， Mn， Fe について，各

項H聞の相関係数，恒]帰直線を求めた。その結果は，表

- 6及び，凶-8のとおりである。

(PHと重金属との関係〕

PH -Z n， PH -Mn について，場の沢橋及び田の尻

惜の 2地点で負の相関が認められたが，その他は，相関

が認められなかった。

(55と重金属との関係〕

55 -Pb について，木両ケ沢橋で，相関系数が0.804

で相関が認められたが，同地点で， SS-Fe， SS-Mnの

場合，相関係数は，。目 615，O. 456と相関は認められな

カ〉った。

( SO~-c:重金属との関係〕
S05て Znについて，楊の沢橋及び木月ケ沢橋で，相

調係数が O.757， O. 737で， 50
2三Mnについて湯の沢

橋で，相関係数が 0.647で，それぞれ相関が認められた。

〔電金属相互の相関〕

Zn-Mn については，全地点で，相関係数が 0.628"-'

O. 858で， Zn-Fe については，砂子瀬橋で 0.795，

Cu ーZnについては高野橋で、 0.958，Fe -Mnl乙ついて，

木月ケ沢で O目730で，それぞれ相関が認められた。

F e 乱1n P b 5024 

PH 1. 000 - O. 141 0.001 * - O. 574 - O. 106 *一 O.550 - O. 160 - O. 296 

湯 (69) (27) (61) (62) (46) (58 ) (30) (20) 

の Cu 1. 000 -0. 099 0.328 O. 185 O. 393 -0.171 - 0.745 

沢 (27) (25) (27 ) (18) (24 ) (14 ) ( 6) 

111 55 1. 000 - O. 036 O. 553 - O. 070 O. 302 -O. 253 

富 Zn

(61) (54 ) (46) (50) ( 30) (16) 

1. 000 O. 148 * O. 741 0.277 本 O.757 

の (62) (39) (55) (26) (18) 

沢橋 Fe 
1. 000 0.238 O. 154 -O. 294 

(46) (35) (29) ( 5) 

Mn 1.000 -0.057 本 O.647 

( 58) (25) (18) 

Pb 1. 000 1. 000 

S01-
(30) ( 2) 

1. 000 
(20) 

-80-
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己三
O. 556 

(18) 

O. 123 
( 8) 

O. 317 
( 17) 

* O. 737 
(16) 

。573

(15) 
-O. 384 

( 5) 

1. 000 
(18) 

P b 

- O. 278 
(33) 

O. 641 
(20) 

本 O.804 
(33) 

O. 278 
(30) 

O. 732 
(27) 
O. 543 
(26) 

1. 000 
(33 ) 

Mn 

O. 019 
(51) 

O. 519 
(27) 
O. 456 
(49) 

0.778 
(48) 
O. 730 
(31 ) 

1. 000 
(51) 

* 

* 

F e 

- O. 378 

(45) 

O句 442
(18) 

O. 615 
(44) 
O. 400 
( 41) 
1.000 
(45) 

Z n 

O. 094 
(61) 

O. 114 
(29) 

O. 357 
(58) 
1. 000 
(61 ) 

5 S 

O. 061 
(64) 

O. 706 
(29) 
1. 000 
(64) 

Cu 

-O. 311 
(29 ) 

1. 000 
( 29) 

PH 

1. 000 
(67) 

PH 

5S 

Fe 

Mn 

Zn 

Cu 

木
一
同
ケ
沢

(
木
一
日
ケ
沢
橋
)

Pb 

.-
504 

S 024 

?t~1。

一?出8

-?'â~7 

-p. ~~9 

p. ~~1 

P b 

-O. 113 
(12) 

O. 267 
(12) 

O. 970 
( 5) 

0.119 
(12) 

-O. 272 
( 5) 

1. 000 
(12) 

Mn 

-O. 352 
(21 ) 

-O. 538 
( 4) 

- O. 032 
(21) 

本 0.858
( 16) 

O. 413 
(15) 

1. 000 
( 21) 

F e 

- O. 272 

( 40) 
O. 352 

( 4) 
O. 314 

本 (40)
O. 795 

(22) 
1. 000 

(40) 

Zn 

- 0.418 

(29 ) 
O. 405 

( 5) 
0.022 

( 28) 
1. 000 

(29 ) 

S S 

- 0.042 

(52) 
-O. 257 

( 6) 
L 000 

(53) 

Cu 

-O. 390 

( 6) 
1. 000 

( 6) 

PH 

1. 000 

(55) 

PH 

5S 

Cu 

Zn 

Fe 

Mn 

石

木

111 

(
砂
子
瀬
悟
)

Pb 

アー
S04 h判。

S 024 

- O. 361 
(30 ) 

ー O.781 
( 5) 

- 0目 163
(28 ) 

O. 440 
(24) 
O. 291 
(14) 

O. 594 
(24 )' 

O. 410 
( 3) 

1. 000 
(30) 

Pb 

O. 104 
(10) 

O. 337 
( 10) 

- 0.204 
( 6) 

O. 824 
( 9) 

0.027 
( 6) 

1. 000 
(10) 

Mn 

* -O. 415 
(39 ) 

- O. 274 
( 7) 

0.463 
(37) 

* O. 838 
(32) 
O. 737 
(23) 
1. 000 
(39) 

F e 

- 0.216 
(40 ) 

- O. 148 
( 8) 

O. 802 
( 40) 

- O. 044 
(28) 

1. 000 
l40) 

* 

Z n 

- O. 107 *ー O.516 
(96) (43) 

- O. 273 0.647 
( 9) ( 9) 

1. 000 - O. 171 
(96) (42) 

1. 000 
( 43) 

SS C u 

- O. 631 
( 9) 

1. 000 
( 9) 

PH 

1. 000 
(99) 

PH 

Cu 

SS 

Zn 

Fe 

Mn 

石

木

111 

(
旧
の
尻
橋
)

Pb 

SO~-

在

は、検体

数である。

*は相関が

認められ

たもの。

S 024 
- 0.044 

( 24) 

- O. 721 
( 6) 

- O. 056 
( 24) 
O. 380 
(17) 

0.293 
( 11) 

0.528 
(19) 
O. 569 
( 3) 
1. 000 
(24 ) 

Pb 

-O. 220 
(10) 

O. 965 
( 5) 

O. 390 
(10) 

O. 155 
( 7) 
0.934 
( 9) 
O. 995 
( 6) 
1. 000 
(10 ) 

Mn 

- O. 318 
(24) 

0.940 
( 7) 

O. 333 
(24) 

O. 628 
(18) 
O. 941 
(13) 

1. 000 
(24) 

F e 

-O. 359 
(25) 

O. 625 
( 6) 

O. 549 
(25) 
O. 160 
( 11) 
1. 000 
( 25) 

Z n 

- 0.411 
(21) 

* O. 953 
( 7) 

0.050 
( 21) 
1. 000 
(21 ) 

S S 

- O. 028 
(65) 

O. 166 
(10) 

1. 000 
(66) 

Cu 

- O. 422 
(10) 

1. 000 
(10) 

PH  

1. 000 
(66) 

PH 

Zn 

SS 

Fe 

Mn 

Cu 

山
石
木
川

(
高
野
橋
)

Pb 

so i-
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4-3 底質

底質の調査結果を表ー 7及び図ー 9I乙示す。

各項目別の重金属濃度は，次のとおりである。

Cd 木目ケ沢橋の78昭/kg( 57年が最高値)

木日ケ沢地先で増加傾向

Pbj木戸ケ沢橋の 840略/kg( 50年)が最高値

As パックグラウンドである目屋ダムの砂子瀬橋の

69昭/kgが最高値

Cu 木声ケ沢橋の 720mg/kgが最高値

木再ケ沢地先で増加傾向

Zn 木戸ケ沢橋の 35，000昭 /kgが最高値

表一 7 底質調査結果

青森県公害調査事務所所報 5， 1983 

F e 湯の沢惜の 73，000略 /kgが最高値

湯の沢橋，木戸ケ沢橋，目屋ダム(砂子瀬橋，

湯の沢地先，木戸ケ沢地先)で増加傾向

Mn 木戸ケ沢橋の 54，000略/kgが最高値

木戸ケ沢地先で増加傾向

以上のとおり，木戸ケ沢橋でCd， P b， Z n， F e， Mn 

はついて最高値を示している。又，目屋ダムの木戸ケ沢

地先でPb， C u， Z n， F e， Mnの各項目について増加す

る傾向を示しており，木戸ケ沢から流入した重金属の目

尾ダムへの堆積がうかがわれる。

調査地点

単位(昭/kg)

砂子瀬橋

(目屋ダム)

湯の沢川地先
(目屋夕、、ム)

木戸ケ沢地先

(目屋ダム)

湯の沢橋

(湯の沢111) 

楊の沢上流

(湯の沢1") 

木戸ケ沢 橋

(木戸ケ沢)

田の尻橋

(岩木 111) 

両野橋(岩木111) 

年度

5

5

M

H

一
H

H

H

U

H

-

H

H

日

川

口

一

日

日

H

H

H

U

H

H

一
H

U

H

-

U

H

H

U

H

U

H

H

一
川
口
一
日

1

1

-

1

0

0

9

6

一

9

5

E

一5
4

2

8

8

4

5

一8
7

3

8

5

一1
3

4

9

3

一

6

7

0

9

3

7

1

一9
5

0

一1
5

8

1

8

3

6

1

一2

c
一o
Z
1
a
a
a
a
-
-
4
3
z
a
4
一1
1
z
z
z
一o
z
a
E
Z
a
a
a
-
a
a
a
一l
Q山
ハ

u
s
z
a
2
8一
l
n
u
一a

-

唱

A

q

J

司

d

一

580 

31 

32 

24 

24 

400 

340 

140 

250 

240 

47 

81 

100 

100 

120 

640 

470 

70 

340 

98 

200 

210 

260 

560 

280 

210 

32 

840 

100 

540 

200 

550 

310 

510 

53 

2. 7 

12 

S

一1
0

9

2

3

1

2

-

8

A

一1
2

6

1

1

1

1

7

1

Cu 

25 

18 

230 

29 

26 

28 

35 

270 

Z n F e 

130 27， 000 

96 28，000 

1， 200 37， 000 

130 41， 000 

120 36， 000 

100 43，000 

120 53，000 

1， 200 41， 000 

Mn 

870 

830 

6，400 

950 

820 

740 

800 

3，600 

20 180 900 44， 000 2， 900 

14 80 470 43， 000 2， 600 

15 87 1， 000 52， 000 3， 400 

24 110 1， 200 69. 000 4， 800 

15 39 190 37， 000 980 

11 47 280 34， 000 940 

13 78 560 41， 000 1， 900 

11 720 720 50， 000 2， 500 

13 94 860 60， 000 3， 100 

21 1， 100 5， 300 17， 000 8， 600 

n 500 ~OOO 4~OOO a600 

18 280 1， 300 33， 000 

10 170 1， 200 39. 000 3， 200 

16 49 380 28， 000 1， 100 

13 140 1， 000 44， 000 2， 200 

21 170 1，100 70，000 2，000 

21 18D 1， 600 73， 000 5， 700 

33 990 1， 000 ~ 000 a 900 
14 160 740 41， 000 4， 000 

2o 160 1， 600 56， 000 3， 000 

7. 9 32 1， 100 7， 000 4， 400 

17 600 450 23， 000 8， 300 

5. 1 54 410 33， 000 

5. 2 100 1， 400 35， 000 7， 900 

8. 7 110 3， 800 44， 000 7， 000 

5. 7 89 1， 100 21， 000 8， 300 

3. 7 390 13， 000 58， 000 20， 000 

14 670 35， 000 68， 000 54， 000 

4.3 

3. 7 8. 5 390 7， 400 1， 200 

4. 6 11 98 12， 000 470 
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4-4 麗用地

水田土壌及び玄米の調査結果を麦 -81乙ノJcす。各項目

別の重金属濃度は次のとおりである。

玄米 Cd児ついて， No. 3地点畳平の 0.5mg/kgが此

高値

土壌

Cd ; No.2地点藤111の 2.02mg/kgが最高1lU

Cu ; No.3地点畳平の 27.5噌 /kgが最高値

As ; No.1地点居森平の 15.0噌 /kgが最高伺

土壌汚染防止法に基づく対策地域の指定要件を大幅に

下回っている。又各地点でほぼ一定のレベルで、推移して

いると乙ろから，農用地については，特に問題がない。

表-8 農用地土壌汚染調査結果
単位(噌/kg) 

地 点年度
水田土壌 玄米

Cd Cu As Cd 

5 1 1. 8 2. 7 6. 0 く O.1 

5 2 O. 46 6. 1 6. 5 く O.1 

5 3 0.21 3. 3 4.9 く O.1 
居森平

0.43 8. 6 6.5 < 0.1 5 4 
No 1 

8.9 < 0.1 5 5 0.29 7. 9 

5 6 0.30 12 15 < 0.1 
5 7 O. 31 8.6 1. 4 くO.1 

5 まとめ

以上の結果をまとめると次のとおりである。

( 1) 木戸ケ沢橋での水質は経年的l乙低下してきているも

のの，一部の重金属については，なおバラツキが大き

く安定していない。又，底質中には，重金属の蓄積が

みられ，現在も増加しつつあり，鉱山排水の影響がみ

られる。

(2) 目屋ダムの木戸ケ沢地先の底質中の一部項目が増加

傾向を示しており，木戸ケ沢捨石堆積場からの影響が

あることを推察できる。したがって，堆積物の流出に

十分配書する必要がある。

(3) 湯の沢橋では，水質についてほぼ一定のレベルで、惟

移しているが，生物学的指標から未だ汚染が継続され

ており、今後も充分な監視が必要で、ある。

(4) 岩木川では影響は認められず，現在のところ利水上

問題はなし1。

(5) 今後は、これまでの調査に加え，鉱山からの排水等

も含めた調査を行い，河川へのかかわりあいを解明す

る必要がある。
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山
U

tTl' 

7/<.田土壌

A s 

土;米

C d 
点年度

Cd 

5 1 1. 8 

藤

;'110. 

5 2 O. 46 21 

5 3 O. 23 4. 8 

5 4 0.49 12 

5 5 O. 32 25 

5 6 O. 28 26 

57 O. 2 3 3 . 8  

5 1 2. 0 14 

5 2 O. 57 16 

111 

2 

5 3 O. 34 17 

27 

7. 1 

7.0 

畳 平 54 0.36 
No 3 

5 5 O. 33 

5 6 O. 31 

干す

57 O. 51 9. 4 

5 1 O. 81 10 

5 2 O. 50 6. 5 

5 3 O. 34 12 

5 4 O. 48 14 

5 5 0目 44 16 

5 6 O. 32 14 

5 7 O. 34 14 

市

九io. 4 

12 く O.1 

2. 7 O. 2 

1. 4 < O. 1 

2.5 く O.1 

8. 7 O. 1 

8.0 く O.1 

O 69くO.1 

4. 1 < O. 1 

4.6 O. 5 

5. 8 く O.1 

6.0 く O.1 

1.9 く O.1 

1. 9 く O.1 

2.4 く O.1 

3.6 く O.1 

2. 6 く O.1 

3. 7 O. 1 

3. 8 く O.1 

4.1 O. 3 

7.0 く O.1 

2. 8 O. 1 
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孫内川の水質調査

一融雪剤の使用に伴う水質への影響についてー

はじめに

青森空港では，冬期間の運行を確保するために，昭和

55年度より肥料用尿素を融雪剤として滑走路は散布し，

除雪効果のテストをしている。

滑走路に散布された尿素が周辺河111へ流出し，農業用

水の利水障害や下流域の水質悪化が懸念される。とりわ

け，空港からの排水が流入する下流域の新城111は近年，

汚濁が進んでおり，水質への影響が考えられる。

このため，尿素の散布が周辺河川の水質へ及ぼす影響

を把握するため，昭和56年度より水質調査を実施し，あ

わせて流域の窒素負荷量の試算をしたので報告する。

花田裕二 中村 稔

高井秀子 工藤英嗣※

※現青森県消費生活センター

2 調査方法

2-1 青森空港及び流域の概況

空港の位置及び周辺の水系を図 11乙示めす。

青森空港は，青森市の中心部から南万約13kmの地点の

圧陵部に位置する第 3種空港である。昭和39年に開港し，

昭和55年度からの冬期運行開始とともに尿素の散布を行

なっている。

空港周辺の水系は，南側と北側は孫内川の源流部に当

り，東面は入内側の流域となる。

孫、内1111ま，青森市鶴ケ坂より下流では新城111と呼称を

変え，陸奥湾に庄ぐ流域面積 84.9 M.中小河川である。

孫内集落までの沢地には約64haの水田があり，この濯

概水として利用されている。空港の諸元を表-1にまと

めた。

図-1 青森空港の位置及び周辺の水系
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表-1 青森空港の諸厄

区分

飛行場面積

滑走路

着陸帯

F 占
示 ド司

第 3 種空港

46， 700 m2 

巾 45 m，延長 1，400 m 

巾 150m ，延長1， 520 m 

196. 3 m 

2-2 調査地点及び測定項目

空港からの排水は地形の関係から，その殆んどが孫内

1111乙流入する。乙のため，調査地点は，図ー 2IC jf'.めす

とおり流域を区分し，各流域の代表地点として選定しTこ。

No.3， No.7地点は孫、内川流域，入内川流域のパックグ
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図ー 2 調査地点及び流域区分 ¥、ー「¥ーへ ¥i 

V 表-2 調査項目及び分析万法

青森県公害調査事務所所報 5，1983 

ヲウンドI也点とした。

なお，入内川に流入する No.5，NO.6地点は，空港排水

の影響が少ないため， 58年度からは調査地点からはずし，

孫門川下流部l乙No.9， No. 10 ， No.11地点を加えた。

調査は附和56年 4月より開始し，原則として毎月 1凶

採水し，測定した。測定項目及び分析万法は表-21ζ示

めすとおりである。
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項目| 分析方法

PH ガラス電極法

DO  ウインクラーアジ化ナトリウム変法

BOD 

COD 

SS 

NH4 - N 

NOz -N 

N03 - N 

Org -N 

T -N 

P04- N 

T - P 

考備

JIS K 0102 

H H 

H 

100
0Cにおける酸性過マンガン酸カリウム法//

GFPろ過法 | 

インドフェノー Jレ法 | 

ス1レファミン・ナフチルエチレンジアミン法

Cu -Cdカラム還元法

ケルダール法

4態窒素の総和

アスコルビン酸還元法

|分解はペルオキソ二硫酸カリウム

3 結果と考察

3-1 一般項目

水質の測定結果(年平均値)を表-31乙，代表地点の

月変動を図 3に示す。

空港近隣部のNo.2，No.3地点では， BODはほぼ2mg/，O

以下の値を示めしたが， SSは， 57年 9月頃から全般に

高い値を示めし， CODの変動も大きい。これは， 現空

港付近で行われている新空港建設工事の影響と考えられる。

一方， No.4， No.9地長では，融雪期 (58年 4月)にSS，

CODがそれぞれ 120噌/，O， 6.5昭/必と高い値を

示めした他は低いレベルで、推移している。

また， N口 7地点では融雪期比は SS，COD，BODとも

高い値を示めし，さらに 7月にも SS，CODのピークが

見られる。

農業用水として利用される下流部の地点(N日目 9， No.10， 

No.ll )では濯概期(5"'-' 9月)のCOD値は農業用水基

準 (6噌/必)をドまわっている。
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PHを除く)

地点 年度
自主アンモニア硝酸性亜硝酸有機態 リン酸総

PH D O  BOD COD s s 恰胃芽、 1)ン
イオン性宅主主雫柔件ー窒主窒嘉 態リン

No. 1 ら 6 7. 5 9. 6 。7 1. 1 16.8 o. 03 o. 88 o. 007 くo.1 0.9 くo.007 O. 009 

5 7 7. 7 9. 2 0.9 2.2 2 o. 04 2. 93 0.014 o. 1 3. 1 くo.007 O. 010 

5 8 7. 2 9.3 1. 4 2.8 34 o. 80 9.39 0.035 1. 2 11. 2 o. 040 O. 055 

No.2 5 6 7.1 9. 5 0.8 1. 8 6 15. 5 O. 04 o. 12 o. 001 くO.1 O. 2 く:0.007 O. 014 

5 7 7. 2 9.0 0.8 3. 5 53 O. 03 O. 18 0.003 O. 2 O. 4 O. 008 O. 027 

5 8 7.6 9. 6 0.8 4.0 160 0.20 O. 46 O. 007 O. 1 O. 8 O. 005 O. 066 

No.3 5 6 7. 0 9.6 0.8 2.1 5 15. 1 0.03 0.06 O. 001 くO.1 O. 1 くO.007 O. 014 

5 7 7. 8 8. 9 1. 4 4.0 40 O. 04 O. 24 o. 004 O. 2 o. 5 O. 008 O. 022 

5 8 7.3 9. 6 0.5 6. 3 190 0.09 O. 52 O. 003 o. 3 1. 0 O. 012 O. 096 

No. 4 5 6 7. 0 9.6 0.8 1. 6 11 16. 0 O. 06 O. 46 O. 003 O. 1 O. 6 O. 008 O. 013 

5 7 7. 0 9.2 0.8 2.0 2 。04 O. 84 O. 002 o. 1 1. 0 O. 007 O. 011 

5 8 6. 9 9.3 O. 5 2.4 20 O. 01 1. 24 0.003 O. 1 1. 4 O. 006 O. 020 

No. 5 5 6 7.1 9. 7 O. 7 3. 1 8 15. 8 0.02 O. 14 O. 001 O. 1 O. 3 O. 008 O. 022 

5 7 7. 2 9.2 0.6 5. 1 6 0.02 O. 08 O. 001 O. 2 O. 2 <0. 007 O. 020 

5 8 

"Jo. 6 5 6 7. 1 9.9 0.8 1. 1 3 16.0 0.02 0.34 くO.001 O. 2 O. 5 <0. 007 O. 009 

5 7 7. 1 9. 1 0.6 3.3 42 0.03 O. 42 0.002 O. 2 O. 7 O. 007 O. 029 

5 8 

No. 7 5 6 7. 2 9. 9 0.7 2.5 9 12.8 0.02 0.07 0.001 O. 1 O. 1 くO.007 O. 020 

5 7 7. 3 9. 5 0.8 2.4 2 O. 02 0.04 0.001 O. 1 O. 1 くる 007 o. 016 

5 8 7.4 10. 1 2. 1 3.5 46 O. 03 O. 03 0.001 O. 1 0.2 O. 009 o. 035 

Nα8 5 6 7.2 9.5 0.8 2.5 2 13.6 O. 09 0.03 0.001 0.2 O. 3 <0. 007 O. 013 

5 7 7. 1 9. 1 1. 7 4.4 6 O. 10 O. 07 0.002 o. 3 o. 4 <0. 007 O. 021 

5 8 

No.9 5 6 

5 7 7. 2 2. 1 o. 03 0.23 0.005 O. 1 o. 3 

5 8 7. 3 10. 0 0.8 4.3 59 o. 09 0.22 0.005 o. 2 o. 5 o. 014 O. 051 

No.10 5 6 

5 7 7. 3 1.6 o. 03 O. 38 o. 004 O. 1 o. 5 

5 8 7. 3 9. 5 0.6 4. 2 67 0.06 O. 38 0.003 O. 1 O. 6 O. 013 O. 044 

No.ll 5 6 

5 7 7. 3 2.6 O. 02 O. 23 0.008 O. 1 O. 4 

5 8 7. 3 9.7 1.2 14. 3 80 O. 16 0.24 0.008 o. 7 1. 1 O. 012 O. 115 

'0 

50 

mg/1! 

川γハCOlJI日Il/(J

l トー-・Cu[J

民[)

.50151-ら ←ーポ ss 

lLふk
I r No. 9 

J ¥ 
貝 i

一一ー'w
Pi656 7891011丸子 7 8 910  

(単位測定結束(年平均伯)表-3 
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一般項目の月別変動
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No. 7 

α)D 

<>----<>臥)D

決』咲 55

3-2 窒素 (T-N， NH4-N， N02 -N， N03-N) 

各地点のT-N， DIN(NH4 -N， N02 -N， N03-N 

の合計値)及び形態別の月別変動を図ーし図-5，図

.;... 6 IL.示めす。

T-Nの経年変化は， A区(ぬ 4)， B区(No.2)及

びNo.3のいずれの地点も緩かな増加の傾向を示めし，特

i乙4""'5月の融雪期の増加が大きい。

空港外縁の側溝水であるNo.1地点で各年度とも顕著な

増加を示めしており，明らかに融雪剤の影響と考えられ

る。

一方，入内JlIの地7地点では，年度聞の増加傾向はみら

れず， T-Nの値は 0.5mg/f以下の範囲にあった。

次に季節変動をみると， A区(Nα4， No.10)及び下流

域(地 9)では T-Nは融雪期l乙増加し，その後は低下

する傾向にある。一方， NQ目 1，No.3地点では，春期から

増加し 9月頃にピークがみられる。これらの傾向は，

DINでは一層顕著である。 B区(地 2 )では，明瞭な

季節変動はみられない。

農業用水として利用されるNo.9，ぬ 10，No. 11地点で

は濯概期間の 5""'9月には T-Nの農業用水基準 1略/必

を超えることはなかった。

ぬ11地点で58年 9月比T-Nが 3.6mg/必と特異的に

高い値を示めしたが，これはOrg-Nが 3.1昭/Oと高

かったためであり，空港からの尿素の流出とは考えられ

なし、

窒素の形態別にみると， No.2地点では57年度はOrg-

Nの割合が高かったが， 58年 4月にはNH4-Nが高い値

を示めし，その後はN03-Nの割合が高くなった。 No.4 

地点では N03-N，N02-Nの害リ合が高<， T-Nの約

9害IJを示めている。下流域のNo.9地点では， 相対的に

Org-Nの割合が高くなっている。
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3-3 河川への寄与

滑走路に散布された尿主が河)1¥の窒素濃度へどのよう

に寄与しているかを検討するために，流域区分の代表地

点でのT-N流達量を算定した。

代表地点としてA区はぬ 4，No.10地点， B区はNo.2，

No.10地点，及び下流域のぬ 9地点を選定した。

流量は，東青土地改良事務所が新域川で行なっている

観測値を利用し，代表地点における流域面積から比流量

として求めた。

なお，計算期間は昭和58年 4月から 12月までの 8ヶ月

間とし，流達量は次に示めすように月流達量を求め，そ

の値の総和とした。

(毎月のT-N実測{[(1<(mg/o > ) x (当該月の流量<m">) 
二月流達量くg/，月〉

算定の結宋は表 4~乙示めすとおりである。

表-4 窒素の流達量
(il日和 58年 4月'""'-'11月)

流域| 流域流量 T-N 比流
地点面積 (58.4:ハ-11)流達量出負荷量

区分(ha) (x 1 Ob m' )岡) (kg/100 ha ) 

No.4 102 O. 73 1， 619 1，519 
A 区|

No.10 478 3.40 3，263 684 

B 区 No.2 119 0.85 870 731 

No.l1 443 3. 15 4， 416 996 

下流域 N口 9 2，522 17.92 16，738 664 

次l乙， No.9， N口10，No.11地点における窒素流達量への

寄与分を算定した。算定のために次の条件を弓えた。

1) No.2， No.4地点は流域J乙空港以外の人為的窒素負荷

発生源がないことから，これらの地点における窒素負荷

は空港からの負荷と森林・山地からの負荷の和である。

2 ) N日目 2，協 4地点で求めた空港からの窒素負荷はその

全量が下流のNo.9• No.10， No.ll地点へ流達するものとし

た。すなわち，平，渇水期には一時的に沈殿，堆積する

が長期間でみれば，その後の降雨時流出で全て下流まで

流達するものと考えた。

3 )森林・ lLJ地からの窒素負荷は実測値がないのでJ流

域別下水道整備総合計画調査(指針と解説)Jで用いて

いる値から1.46 kg/ha・年を採用した。

算定の結果を表-5 ~乙示めし，また，尿素の散布量及

び窒主流出量を友一 6にまとめた。

表-5は，空港からの窒素負荷は主としてA区への寄

与が大きいを示めしており.No.10地点で寄与率が47%に

達している。また. B区と下流域ではその他からの負荷

が大きく，土地利用状況から患畜産系及び生活系からの

負荷と考えられる。

表-61乙掲げた尿素からの窒素流出量は 3. 4月の融

雪による豊水期のデータが欠けているので，実際の年間

総流出量は大きいものと考えられる。
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流域

区分

占川
山
出

'
P
A
 

3， 263 1， 520 
(46. 6) 

754 

(17. 1) 

2，274 
(13. 6) 

* ( 

465 
(14. 3) 

431 3， 662 
( 9.8) (82.9) 

2， 455 12， 009 
(14. 7) (71. 7) 

)内は寄与率%

A I No.10 

B 1 No.ll 4， 416 

下流域 l仙 9 16， 738 

表-6 尿素散布量と窒主流出量

年 度 55年度 56年度 57年度 58年度

散布期間 ffi. 11"'-'56.4 56.11'""'-'旬 .3 幻 11'""'-'58.3

散布量 10， 488 51， 842 39， 008 

(窒素換算岡)

観測期間

流出量同

流出率(%)

57. 5"'-'57.11 58生"'"'58.11

804 2， 274 

1. 6 5. 8 

4 まとめ

o 一般項目の SS，CODは空港近隣地点で値が大きい

が，下流の地点ではCODの豊業用水基準を超えなか

った。

2) 窒素は空港近隣地点で増加傾向にあり，全窒芸が 1

昭/Oを超える乙とが多いが，下流部の農業用水利水

地点では農業用水基準値以下であった。

3) 窒素の形態別では空港近隣地布、でN03-N，N02-

Nが多く，下流部ではOrg-Nの割合が高くなる傾向

はある。

4) 空港からの窒素負荷は主にA区への寄与が大きし功九

下流部(No.9 )の寄句率は約14%程度であった。
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